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 『
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
調
査
報
告
書
』発
行
に
あ
た
っ
て

東
北
学
院  

院
長    

大
西  

晴
樹

　

今
か
ら
96
年
前
の1925

年
に
、土
樋（
南
六
軒
丁
）の
校
地
に
東
北
学
院
専
門
部
の
校
舎
の
配
置
図
を
描
い
た

D
.B

.

シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
院
長
の
脳
裏
に
は
、キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
設
備
に
つ
い
て
の
思
想
が
明
確
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

配
置
図
に
先
立
つ
こ
と
8
年
前
の1917

年
、シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
院
長
は
、キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
会
で
報
告
し
た

「
日
本
の
基
督
教
教
育
総
合
指
針
」に
お
い
て
、こ
う
述
べ
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
建
築
物
に
は
、固
有
の
特
徴
的
な
要
素
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
官
立
学

校
の
建
物
よ
り
も
、造
り
の
し
っ
か
り
と
し
た
耐
久
性
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、可
能
な
ら
ば
美
し
く
関
心
を
惹
く

も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
礼
拝
の
助
け
と
な
る
よ
う
な
形
式
で
建
て
ら
れ
た
集
会
室
や
礼
拝
堂
が

設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

礼
拝
堂
建
築
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、1929

年
72
歳
の
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
院
長
は
、夫
人
と
と
も
に
5
年
ぶ

り
に
帰
米
し
、募
金
を
呼
び
か
け
、日
本
円
に
し
て
約
16
万
円
の
寄
付
金
を
集
め
た
。
そ
の
う
ち
約
10
万
円
は
ピ
ッ

ツ
バ
ー
ク
在
住
で
、牧
師
を
祖
父
と
す
る
敬
虔
な
エ
ラ
・
A・ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
と
い
う
未
婚
の
老
嬢
か
ら
の
寄
付
で
あ

り
、礼
拝
堂
の
名
前
は
彼
女
に
由
来
す
る
。

　

こ
の
資
金
を
元
手
に「
官
立
学
校
の
建
物
よ
り
も
、造
り
の
し
っ
か
り
と
し
た
耐
久
性
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、可

能
な
ら
ば
美
し
く
関
心
を
惹
く
も
の
で
あ
る
べ
き
」建
物
は
、東
北
学
院
本
館
、尚
絅
女
学
院
、立
教
大
学
予
科
、

関
東
学
院
、松
山
東
雲
の
建
物
を
手
掛
け
た
日
本
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
ジ
ェ
イ・
H・
モ
ー
ガ
ン
の
設
計
に

よ
り1932

年
に
献
堂
式
の
運
び
と
な
っ
た
。
2
階
席
を
含
め
て
900
席
と
地
下
室
を
も
つ
大
き
な
礼
拝
堂
で
あ
り
、

鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
側
に
は
本
館
同
様
、秋
保
産
の
長
峰
石
が
張
り
つ
け
ら
れ
、そ
の
床
に
は
茨
城
産
の

花
崗
岩
が
用
い
ら
れ
た
。2011

年
の
東
日
本
大
震
災
に
も
耐
え
抜
く
ほ
ど
堅
牢
な
、テ
ュ
ー
ダ
ー（
コ
レ
ジ
）・
ゴ
シ
ッ
ク

の
傑
作
と
も
い
う
べ
き
礼
拝
堂
が
完
成
し
た
。

　

礼
拝
堂
の
内
部
に
は
、視
覚
と
聴
覚
に
訴
え
て
神
を
賛
美
す
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
備
え
付

け
ら
れ
た
。
昇
天
の
キ
リ
ス
ト
を
描
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
講
壇
正
面
に
備
え
付
け
ら
れ
、イ
ギ
リ
ス
は
ロ
ン
ド
ン

の
ゴ
シ
ッ
ク・
リ
バ
イ
バ
ル
を
代
表
す
る
工
房
ヒ
ー
ト
ン・
バ
ト
ラ
ー
・バ
イ
ン
で1932

年
に
制
作
さ
れ
、輸
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、「
敵
性
宗
教
画
像
」の
非
難
を
免
れ
る
た
め
、ベ
ニ
ヤ
板
で
覆
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、2017

年
に
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
よ
り
清
掃
、修
復
さ
れ
、そ
の
輝

き
を
取
り
戻
し
て
い
る
。1932

年
に
設
置
さ
れ
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、東
北
以
北
で
は
最
初
の
も
の
で
あ
り
、ア

メ
リ
カ・
モ
ー
ラ
ー
社
製
で
あ
っ
た
が
、1978

年
よ
り
ド
イ
ツ・ベ
ッ
ケ
ラ
ー
ト
社
製
の
も
の
に
代
わ
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
報
告
書
の
刊
行
に
よ
り
、
由
緒
あ
る
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
の
諸
々
が
調
査・
分
析
さ

れ
、そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
院
長
が
礼
拝
堂
建
築
の
目
標
と
し
て
い
た「
東

北
学
院
自
体
の
霊
的
生
活
」も
さ
ら
に
深
ま
り
を
増
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

末
尾
な
が
ら
、本
報
告
書
作
成
の
た
め
に
ご
尽
力
頂
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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0
0

8

0
0

9

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

計
画
は
遅
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、そ
れ
で
も
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
努
力
に
よ
り
、創
立
40
周
年
を
迎
え
た
大
正
15（1926

）年
に
は
専
門
部
校
舎
と
正
門
を

竣
工
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
以
後
90
年
に
渡
っ
て
続
く
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

現
在
の
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、東
西
に
長
い
校
地
の
北
辺
ほ
ぼ
中
央
に
正
門
が
立

ち
、広
場（
前
庭
）を
介
し
て
正
面
に
大
学
本
館（
旧
専
門
部
校
舎・1926

・
登
録
有
形
文
化
財
）、右
手

に
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂（1932

・
登
録
有
形
文
化
財
）、左
手
に
大
学
院
棟（
旧

図
書
館・1953

・
登
録
有
形
文
化
財
）が
並
び
建
つ﹇
図
1
│
2
﹈。
更
に
構
内
西
方
に
は
デ
フ
ォ
レ
ス
ト

館（
東
北
学
院
旧
宣
教
師
館・1887

・
重
要
文
化
財
）が
現
存
し
、東
北
学
院
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重

な
遺
構
群
と
し
て
、建
学
の
精
神
を
今
に
伝
え
る
。こ
れ
ら
は
ま
た
、近
代
の
東
北
地
方
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
物
質
文
化
の
伝
播
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、こ
れ
ま
で
東
北
学
院
の
建
築
に
つ
い
て
は
、デ
フ
ォ
レ
ス
ト
館
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た

調
査
研
究
1
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
除
け
ば
、仙
台
神
学
校
の
設
計
者
や
普
通
科（
中
学

部
）校
舎
に
関
す
る
断
片
的
な
記
述
2
が
見
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
土
樋
キ
ャ

ン
パ
ス
草
創
期
の
建
築
の
一
つ
に
し
て
、89
年
の
歴
史
を
有
す
る
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学

第
一
章 
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 ﹇
第
一
節
﹈ 

調
査
の
目
的
と
内
容

　

本
調
査
は
、
東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
土
樋
一
丁
目
1
番
地
・

図
1
│
1
）に
現
存
す
る
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂（1932

・
登
録
有
形
文
化
財
）の
建

築
に
つ
い
て
、そ
の
歴
史
的
資
料
を
整
理
し
、及
び
建
築
の
構
造
学
的・
材
料
学
的
現
況
を
把

握
し
、も
っ
て
東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
将
来
的
な
整
備
計
画
の
中
に
、こ
の
建
築

を
位
置
付
け
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

2021

年
で
創
立
135
周
年
を
迎
え
る
東
北
学
院
は
、押
川
方
義（1850

-1928

）と
W・
E・ホ
ー

イ（1858
-1927

）が
、キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て
明
治
19（1886

）年
に
開
設
し

た
私
塾「
仙
台
神
学
校
」を
源
流
と
し
て
い
る
。明
治
24（1891

）年
に
校
名
を「
東
北
学
院
」と

改
め
、伝
道
献
身
者
以
外
に
も
普
通
教
育・
高
等
教
育
の
門
戸
を
開
き
、同
年
9
月
、現
在
の
南

町
通
り
沿
い
に
最
初
の
校
舎
を
竣
工
さ
せ
た（
こ
の
校
舎
は
第
二
次
大
戦
で
焼
失
し
、現
存
し
な
い
）。

　

明
治
中
期
以
降
の
東
北
学
院
は
、同
34（1901

）年
に
第
二
代
院
長
に
就
任
し
た
D・
B・シ
ュ

ネ
ー
ダ
ー
（1857

-1938

）の
も
と
で
教
育
制
度
を
刷
新
し
、発
展
の
基
盤
を
整
え
て
い
っ
た
。

明
治
28（1895

）年
に
設
置
さ
れ
た
普
通
科
は
同
36（1903

）年
に
上
級
学
校
へ
の
入
学
資
格
を

得
、明
治
37（1904

）年
に
は
全
校
を
普
通
科
5
年（
大
正
4
年
よ
り
中
学
部
）と
専
門
学
校
令
に

よ
る
専
門
科
3
年（
翌
年
よ
り
専
門
部
）に
改
組
し
た
。
拡
大
し
た
普
通
科
で
は
東
二
番
丁
に

新
た
な
校
地
を
取
得
し
、明
治
38（1905

）年
に
ド
イ
ツ
人
建
築
家
G・
デ・
ラ
ラ
ン
デ
の
手
に

成
る
校
舎
を
新
築
し
た（
こ
の
校
舎
は
大
正
8
年
の
南
町
大
火
で
類
焼
し
、現
存
し
な
い
。
ま
た
そ
の
跡

地
に
は
大
正
11
年
に
W・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
設
計
で
校
舎
が
再
建
さ
れ
た
が
、こ
れ
は
戦
災
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
、

昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
で
甚
大
な
損
傷
を
被
り
、や
は
り
現
存
し
な
い
）。

　

東
北
学
院
が
専
門
部
の
施
設
を
拡
充
す
る
目
的
で
、南
六
軒
丁（
現
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
）

に
校
地
を
取
得
し
た
の
は
大
正
5
│
6（1916

-17

）年
で
あ
っ
た
。
折
り
悪
し
く
2
年
後
に
起

こ
っ
た
南
町
大
火
に
よ
っ
て
中
学
部
の
再
建
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、専
門
部
校
舎
の
建
設

院
礼
拝
堂
に
関
し
て
は
、そ
れ
が
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
一
方
で
、そ
の
歴
史
的
意

義
や
、こ
れ
を
将
来
に
渡
っ
て
維
持
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
の
構
造
学
的・
材
料
学
的
調
査
は

十
分
に
行
わ
れ
ず
、曖
昧
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
3
。
そ
こ
で
本
調
査
は
、

 

1 
 

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
に
関
し
、東
北
学
院
が
所
有
す
る
建
築
図
面
や

書
簡
等
を
整
理
し
、そ
れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
を
出
来
る
限
り
ま
と
め
る
こ
と
。

 

2 
 

建
築
の
構
造
学
的・
材
料
学
的
観
点
か
ら
の
基
礎
調
査（
非
破
壊
調
査
）を
実
施
し
、そ

の
特
徴
を
記
録
す
る
こ
と
。

以
上
を
中
心
に
実
施
し
た
。

 ﹇
第
二
節
﹈ 

調
査
の
体
制
と
経
過

　

本
調
査
は
、文
部
科
学
省
の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
」（
事
業
期
間
：
平
成
28
〜
31
年
度
）の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
。
事
業
名
は「
東
北
に

お
け
る
神
学・
人
文
学
の
研
究
拠
点
の
整
備
事
業
」で
あ
る
。

　

東
北
学
院
に
は
、建
学
の
精
神
と
深
く
関
わ
る
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
文
化
財
が
複
数
在

る
。
重
要
文
化
財
の
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
館
を
は
じ
め
、前
記
し
た
3
棟
の
登
録
有
形
文
化
財
も
、

そ
れ
ら
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
。
ま
た
近

年
の
調
査
に
よ
り
、ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念

東
北
学
院
礼
拝
堂
に
設
置
さ
れ
た「
キ
リ

ス
ト
の
昇
天
」を
描
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
重
要
工
房
ヒ
ー
ト

ン・バ
ト
ラ
ー
&
バ
イ
ン
の
、我
が
国
に
現
存

す
る
唯
一
の
作
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た

﹇
図
1
│
3
﹈。こ
の
よ
う
な
背
景
の
上
に
立
ち
、助
成
事
業
全
体
と
し
て
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
研

究
を
中
心
に
、東
北
学
院
が
有
す
る
文
化
資
源
の
価
値
を
多
方
面
か
ら
調
査
研
究
し
、そ
れ

ら
の
意
味
を
広
く
市
民
に
発
信
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
事
業
の
一
部
と
し
て
、ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
修
復
4
や
建
築
図
面
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
が
実
施
さ
れ
た
。

　

本
調
査
の
実
施
体
制
、調
査
の
経
過
、報
告
書
の
作
成
担
当
者
等
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 ﹇
調
査
実
施
体
制
﹈

代
表
者
：
﨑
山 

俊
雄（
東
北
学
院
大
学
工
学
部
環
境
建
設
工
学
科・
准
教
授
）

分
担
者
：
三
辻 

和
弥（
山
形
大
学
工
学
部
建
築・
デ
ザ
イ
ン
学
科・
教
授
）

 
 

　

 

菅
野 

秀
人（
秋
田
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科・
教
授
）

 
 

　

 

石
山 

智（
秋
田
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科・
准
教
授
）

 
 

　

 

大
塚 

亜
希
子（
秋
田
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科・
助
教
）

　

建
築
資
料（
図
面・
古
写
真・
書
簡
）は
、東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
及
び
東
北
学
院
施
設
課

よ
り
提
供
を
受
け
た
。
特
に
東
北
学
院
の
全
般
的
な
歴
史
や
古
写
真
の
分
析
等
に
際
し
て

は
、下
記
よ
り
多
く
の
助
言
を
得
た（
敬
称
略
）。

● 

東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

 

日
野
哲・
熊
坂
大
佑・
星
洋
和・
佐
藤
匠

　

ま
た
建
築
資
料
の
整
理
、実
測
調
査
、実
測
野
帳
を
元
に
し
た
図
面
の
浄
書
、及
び
図
表
の

作
成
に
際
し
て
は
、下
記
の
協
力
を
得
た
。

● 

東
北
学
院
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
環
境
建
設
工
学
専
攻

 

木
村
達
海・
黒
瀬
香
菜（
以
上2020

年
度
修
士
課
程
1
年
）

● 

東
北
学
院
大
学
工
学
部
環
境
建
設
工
学
科

図1-2  昭和30年の土樋キャンパス（正門─前庭─本館に対し、右に
礼拝堂、左に旧図書館が建つ。東北学院史資料センター所蔵）

図1-1  東北学院大学土樋キャンパス位置図（国土地理院「電子
地形図25000」をもとに作成）

図1-3  ステンドグラス



0
1

0

0
1

1

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

5
月
30
日
：
山
形
大
学
に
て
常
時
微
動
測
定
手
法
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ（
﨑
山・
三
辻
）

9
月
13
日
：
常
時
微
動
測
定
予
備
調
査（
三
辻・﨑
山
）

9
月
23
〜
25
日
：
外
壁
石
材
の
超
音
波
測
定
調
査（
石
山・
大
塚・﨑
山
）

10
月
18
日
、11
月
15
日
、12
月
5
日
、12
月
19
日
、12
月
25
日
：
横
浜
開
港
資
料
館
に
て

『JA
Y

 H
.M

O
R

G
A

N

建
築
図
面
』の
調
査（
﨑
山
）

12
月
6
日
、12
月
9
日
：
建
造
物
調
査（
﨑
山
）

12
月
9
日
：
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
伴
う
大
判
図
面

230
枚
、書
簡・
古
写
真

400
枚
の
引
き
渡
し

（
﨑
山
）

﹇2020

年
﹈建
造
物
調
査・
関
連
調
査

1
月
7
日
、3
月
27
日
、9
月
9
日
、10
月
15
日
、11
月
5
日
、11
月
26
日
、12
月
14
日
、12
月

22
日
：
建
造
物
調
査（
﨑
山
）

3
月
2
日
：
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
納
品
、貸
与
資
料
の
返
却（
﨑
山
）

9
月
9
日
：
常
時
微
動
測
定
本
調
査（
三
辻・﨑
山
）

 ﹇
報
告
書
の
執
筆・作
成
担
当
﹈

編
集・
監
修 

：
﨑
山
俊
雄

第
1
章 

：
﨑
山
俊
雄

第
2
章 

：
﨑
山
俊
雄

第
3
章
第
1
節 

：
菅
野
秀
人

　
　
　

第
2
節 

：
三
辻
和
弥

第
4
章 

：
石
山
智・
大
塚
亜
希
子

資
料
編 

：
﨑
山
俊
雄

﹇
口
絵
﹈及
び﹇
現
況
写
真
﹈撮
影
：
﨑
山
俊
雄

デ
ザ
イ
ン 

：
松
井
健
太
郎

し
て
こ
の
他
に
、現
在
も
礼
拝
堂
と
一
群
の
キ
ャ
ン
パ
ス
景
観
を
成
す
大
学
本
館（
旧
専
門
部

校
舎
、1926

）と
正
門（1926

）、旧
中
学
部
校
地（
東
二
番
丁
）に
か
つ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
ハ
ウ
ス

キ
ー
パ
ー
記
念
社
交
館（1928

）を
設
計
し
た
。
し
た
が
っ
て
礼
拝
堂
は
、モ
ー
ガ
ン
が
東
北
学

院
と
関
わ
っ
た
3
棟
1
基
の
う
ち
の
最
後
の
建
築
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、学
院
が
か
ね

て
保
有
す
る
当
時
の
青
焼
図
に
よ
れ
ば
、設
備
設
計
は
建
材
社（
現
在
の
大
気
社
）に
招
請
さ
れ

て
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
設
備
技
師
A・
P・
テ
ー
テ
ン
ス（
現
在
の
テ
ー
テ
ン
ス
事
務
所
の
創
始
者
）

が
成
し
、ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
の
製
作
は
栄
進
社（
東
京
）が
担
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
テ
ー

テ
ン
ス
事
務
所
は
設
備
設
計
事
務
所
と
し
て
、栄
進
社
は
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
の
製
作
会
社
と

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
我
が
国
に
お
け
る
最
古
級
の
専
門
会
社
で
あ
る
5
。

　

建
築
様
式
は
カ
レ
ッ
ジ・
ゴ
シ
ッ
ク
で
あ
り
、装
飾
は
控
え
め
で
あ
る
。
仙
台
近
郊
の
秋
保

で
産
出
さ
れ
る
自
然
石（
長
峯
石
ま
た
は
秋
保
石
と
称
さ
れ
る
淡
灰
青
色
の
凝
灰
岩
）を
張
り
詰
め

た
外
観
と
、作
家
の
伊
藤
整
が「
日
本
の
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
で
最
も
美
し
い
」と
評
し
た
と
言

わ
れ
る
豊
か
な
内
部
空
間
を
も
つ
。
な
お
、礼
拝
堂
に
冠
さ
れ
た「
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
」の
名
称
は
、

第
二
代
D・
B・シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
院
長
の
建
設
募
金
活
動
に
賛
同
し
て
巨
額
の
献
金
を
寄
せ
た

エ
ラ・
A・ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
女
史
に
因
む
。

　

礼
拝
堂
の
建
築
は
、南
北
に
長
軸
を
も
つ
ラ
テ
ン
十
字
型
の
講
堂
を
中
心
と
し
て
、周
囲
に

階
段
室
や
付
属
諸
室
を
設
け
る
構
成
を
も
つ（﹇
資
料
編
﹈に
当
初
図
面
を
参
考
に
作
成
し
た
現
況

図
を
付
す
）。
講
堂
内
は
北
側
に
講
壇
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
設
け
て
正
面
と
し
、相
対
す
る
南

側
に
主
出
入
口
と
前
室（
広
間
）を
と
る
。
前
室（
広
間
）は
主
出
入
口
か
ら
半
階
上
が
っ
た
高

さ
に
設
定
さ
れ
、講
堂
内
の
床
は
、そ
こ
か
ら
講
壇
に
向
か
っ
て
緩
や
か
な
下
り
勾
配
を
も
つ
。

一
方
、主
出
入
口
か
ら
半
階
下
が
っ
た
地
階
に
は
、建
設
当
初
は
日
曜
学
校
の
た
め
の
諸
室
が

設
け
ら
れ
て
い
た（
現
在
は
、東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
入
る
）。

　

外
観
に
は
専
門
部
校
舎
と
共
通
す
る
手
法
、す
な
わ
ち
扁
平
ア
ー
チ（
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ア
ー
チ
）

と
バ
ト
ル
メ
ン
ト
風
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト（
胸
壁
）が
見
ら
れ
る
。一
方
、縦
長
の
窓
や
、こ
れ
と
と
も
に

 

伊
藤
拓
実・
伊
藤
翼・
河
合
正
宇・
木
元
昌
司・
山
木
兼（
以
上2017

年
度
4
年
）

 

今
野
隼
人・
三
浦
航（
以
上2018

年
度
4
年
）

 

太
田
渉・
馬
場
光
太
郎（
以
上2019

年
度
4
年
）

 
 

鎌
田
武
瑠・
菅
野
峻
史・
伊
深
航
太・
佐
藤
渉・
高
橋
和
真・
戸
嶋
瑛
大・
早
坂
隼
樹・
南
舘
樹

（
以
上2020

年
度
4
年
）

 
 

大
場
悠
生・
佐
藤
潤・
佐
山
友
香・
伊
藤
龍
太
郎・
北
内
璃
音・
佐
々
木
陵
汰・
佐
藤
桃
南・
成

田
翔
音（
以
上2020

年
度
3
年
）

● 

秋
田
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

 

石
川
紘・
笹
原
寛
晟・
野
瀬
尚
起・
山
梨
拓
音（
以
上2019

年
度
4
年
）

　

な
お
、東
北
学
院
が
所
蔵
す
るJay H

.

モ
ー
ガ
ン
建
築
設
計
事
務
所
作
成
の
当
初
図
面

（
第
二
原
図
）は
、当
時
モ
ー
ガ
ン
の
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
大
須
賀
矢
薙
氏
の
御
遺
族（
大
須

賀
常
良
氏
）が
東
北
学
院
に
来
校
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、学
院
が
借
り
受
け
て
複

製
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
須
賀
常
良
氏
の
来
校
が1987

（
昭
和
62
）年
10
月
30
日
、複
製
が
完

了
し
た
の
が
同
年
11
月
30
日
で
あ
る
。

 ﹇
調
査
経
過
と
担
当
者
﹈

﹇2017

年
﹈建
築
資
料
調
査・
建
造
物
調
査

6
月
29
日
、7
月
27
日
、9
月
5
日
、9
月
25
日
：
資
料
仮
目
録
の
作
成
、資
料
仮
撮
影（
﨑
山
）

8
月
3
日
：
建
造
物
調
査（
﨑
山
）

﹇2018

年
﹈建
築
資
料
調
査・
建
造
物
調
査

2
月
20
日
、6
月
13
日
、7
月
2
日
、7
月
31
日
：
建
造
物
調
査（
﨑
山
）

﹇2019

年
﹈建
造
物
調
査・
関
連
調
査

5
月
27
日
：
秋
田
県
立
大
学
に
て
外
壁
石
材
の
現
況
調
査
及
び
当
初
構
造
設
計
の
分
析

手
法
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ（
﨑
山・
菅
野・
石
山
）

 ﹇
第
三
節
﹈ 

対
象
建
造
物
の
概
要

対
象
建
造
物
の
概
要
を
以
下
に
示
す
。

 

1 

名
称 

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂

 

2 

員
数 

1
棟

 

3 

所
有
者 

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
土
樋
一
丁
目
3
│
1

 
 

 

学
校
法
人
東
北
学
院

 

4 

年
代 

設
計
： 

昭
和
5（1930

）年
5
〜
9
月
頃

 
 

 

建
築
認
可
： 

昭
和
5（1930

）年
11
月
17
日（
仙
第

824
号
）

 
 

 

定
礎
式
： 

昭
和
6（1931

）年
7
月
19
日

 
 

 

落
成
式
： 

昭
和
7（1932

）年
2
月
22
日

 
 

 

献
堂
式
： 

昭
和
7（1932

）年
3
月
19
日

 

5 

構
造 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造（
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、屋
根
鉄
骨
造
）

 

6 

規
模 

地
上
2
階・
地
下
1
階
、延
べ
面
積1

,529
m

2

 

7 

仕
上 

外
部
：
基
礎
花
崗
岩
張
り
、壁
秋
保
石（
長
峯
石
）張
り

 
 

 

内
部
：
プ
ラ
ス
タ
ー
塗
り（
一
部
モ
ル
タ
ル
塗
り
）

 

8 

設
計 

Jay H
. M

organ A
rchitect

 

9 

施
工 

石
井
組（
東
京・
仙
台
）

　

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
は
、昭
和
7（1932

）年
3
月
に
献
堂
さ
れ
た
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造（
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、屋
根
鉄
骨
造
）地
上
2
階・
地
下
1
階
建
て

の
建
築
で
、延
べ
面
積
約1

,529
m

2

、収
容
人
数
約

900
名
の
規
模
を
有
す
る
。
建
築
設
計
は

横
浜
を
中
心
に
活
躍
し
た
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家Jay H

.

モ
ー
ガ
ン
で
、施
工
は
東
京
に
本
社

を
置
き
仙
台
で
の
実
績
も
豊
富
で
あ
っ
た
石
井
組
が
担
っ
た
。モ
ー
ガ
ン
は
東
北
学
院
に
対

第
一
章 
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0
1

2

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

建
造
物
の
来
歴

第
二
章

 

註
1 

野
村
俊
一
編
：
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
館
建
造
物
調
査
報
告
書
、東
北
学
院
発
行
、2014

.2

 
 

櫻
井
一
弥
編
：
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
館
建
造
物
調
査
報
告
書 

補
遺 

建
造
物
の
来
歴
な
ら
び
に
ス
レ
ー
ト
に
関
す
る
追

加
調
査
報
告
、東
北
学
院
発
行
、2015

.12

2  

学
校
史
に
類
す
る
書
籍
に
は
、旧
校
舎
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
概
略
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
東
北
学
院
七
十
年

史
』（
花
輪
庄
三
郎
、1959

）、『
東
北
学
院
の

100
年
：1886

〜1986

』（
東
北
学
院
創
立

100
周
年
記
念
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、

1986
.5

）、『
東
北
学
院
百
年
史
』（
同
編
集
委
員
会
編
、1989

.5

）な
ど
。
初
代
の
中
学
部
校
舎（
明
治
38
年
）は
堀
勇
良「
外

国
人
建
築
家
の
系
譜
」（
日
本
の
美
術
第

447
号
、2003

.8

、至
文
堂
）で
取
り
上
げ
ら
れ
、旧
仙
台
神
学
校
々
舎
の
意
匠
的

特
徴
と
設
計
者
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
考
に
は
、斎
藤
広
通「
建
築
家
ポ
ー
ル・
サ
ル
ダ
と
仙
台

│
仙
台
神
学
校
と

宮
城
女
学
校
」（
近
代
仙
台
研
究
会
第
1
回
発
表
会
報
告
集
、2016

.1

）が
あ
る
。

3  

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
を
建
築
学
の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
た
先
行
書
に
は
、主
と
し
て
こ
れ
を
建

築
遺
産
の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
と
、設
計
者
研
究
の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
の
代

表
例
は『
宮
城
県
の
近
代
化
遺
産
：
宮
城
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
』（
東
北
歴
史
博
物
館
編
、宮
城
県
教
育
委

員
会
発
行
、2002

.3

）、後
者
の
代
表
例
は『
ジ
ェ
イ・
H・モ
ー
ガ
ン 

ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
生
き
た
建
築
家
』（
水
沼
淑
子
、関

東
学
院
大
学
出
版
会
、2009

）で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、い
ず
れ
も
概
説
的
な
内
容
に
と
ど
ま
る
。

4  

平
山
健
雄
編
：
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
修
復
の
記
録
、東
北
学
院
大
学
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
発
行
、2018

.5

 
 

報
告
書
は
東
北
学
院
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。http

s://w
w

w
.toh

ok
u

-g
ak

u
in

.ac.jp
/

theology/info/pdf/stainedglass_report.pdf

5  

A・
P・テ
ー
テ
ン
ス
の
日
本
で
の
活
動
歴
に
つ
い
て
は
、テ
ー
テ
ン
ス
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い（https://w

w
w

.

tetens.co.jp/history

）。
栄
進
社
に
つ
い
て
は
、例
え
ば「
建
築
材
料
陳
列
場
綜
合
型
録
」（
日
本
建
築
協
会
、1936

.1

）に
概

要
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

反
復
さ
れ
て
垂
直
性
を
強
調
す
る
付
柱
は
、正
方
形
窓
や
平
滑
な
壁
面
を
有
す
る
専
門
部

校
舎
と
著
し
い
対
比
を
見
せ
、こ
こ
が
宗
教
的
な
空
間
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。こ
う
し
て

統
一
性
と
差
異
性
を
互
い
に
有
す
る
一
群
の
建
築
が
一
つ
の
屋
外
空
間（
前
庭
）を
囲
う
。
そ
の

配
置
構
成
は
、米
国
の
カ
レ
ッ
ジ・
ゴ
シ
ッ
ク
を
直
接
的
な
着
想
源
に
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る

が
、同
時
代
に
お
け
る
日
本
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ス
ク
ー
ル
に
も
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、当

初
の
設
計
図
面
に
よ
れ
ば
、外
壁
の
石
厚
は
場
所
に
よ
り
4
寸
な
い
し
5
寸
で
、一
部
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
型
枠
を
兼
用
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　

講
堂
は
、中
央
を
二
層
吹
き
抜
け
の
空
間
と
し
、東・
西・
南
の
三
方
に
バ
ル
コ
ニ
ー
席
を
設

け
る
。
屋
根
は
中
央
に
棟
を
も
つ
鉄
骨
ト
ラ
ス
構
造
で
、上
面
で
約
1
／

14
、下
面
で
約
1
／

10
の
登
り
勾
配
を
有
す
る
ト
ラ
ス
が
、短
辺
方
向
約14

m
を
無
柱
で
支
え
る
。
ト
ラ
ス
は
約

2700
m

m

（
9
尺
）間
隔
で
架
か
り
、室
内
側
で
は
天
井
面
下
に
表
出
し
た
梁
型
が
、講
堂
に

チ
ュ
ー
ダ
ー
・ア
ー
チ
形
の
輪
郭
を
与
え
る
。
プ
ラ
ス
タ
ー
に
よ
り
同
じ
白
色
に
仕
上
げ
ら
れ

た
壁
と
天
井
を
、端
部
に
曲
線
を
も
つ

梁
型
が
緩
や
か
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
生
ま

れ
る
大
き
な
空
間
は
、こ
の
建
築
の
重
要

な
特
徴
を
成
す﹇
図
1
│
4
﹈。
な
お
、講
壇

向
か
っ
て
右
側
に
、創
建
当
初
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
が
そ
の
原
形
を
残
し
て
い
る
。

当
時
北
日
本
で
唯
一
の
オ
ル
ガ
ン
だ
っ
た

と
言
わ
れ
る
、
米
国
モ
ー
ラ
ー
社
製
で

あ
る
。一
方
、左
側
に
設
け
ら
れ
た
現
役

の
オ
ル
ガ
ン
は
、ド
イ
ツ
の
ベ
ッ
ケ
ラ
ー
ト

社
製
で
、
昭
和
53（1978

）
年
に
取
り
付

け
ら
れ
た
。

図1-4  講堂内部
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ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

1 

大
須
賀
設
計
事
務
所
旧
蔵Jay H

.

モ
ー
ガ
ン
建
築
図
面
類
﹇
付
表
1
﹈

　

付
表
1（

026
頁
〜

033
頁
）は
、Jay H

.

モ
ー
ガ
ン
建
築
設
計
事
務
所
が
礼
拝
堂
の
設
計
に
際
し

て
作
成
し
た
図
面
の
う
ち
、東
北
学
院
が
複
製
し
て
所
持
す
る
も
の
の
一
覧
で
あ
る
2
。
図
面

総
数
は
86
点
で
、全
て
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
複
製
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
さ
は
、破
損

等
に
よ
り
原
図
の
輪
郭
を
特
定
し
難
い
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、短
辺535

m
m

程
度・
長

辺780
m

m

程
度
の
も
の
を
中
心
に
、そ
の
1
／

2
の
も
の
や
2
倍
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。

た
だ
し
一
覧
中
の
図
面081

-2
,3

,4

と0820

だ
け
は
他
と
や
や
異
な
り
、前
者
は
小
版（
短

辺
約220

m
m

-280
m

m

、長
辺
約280

m
m

-330
m

m

）、
後
者
は
長
物（
短
辺
約600

m
m

、長
辺
約

1640
m

m

）と
な
っ
て
い
る
。

　

図
面
の
内
容
は
、次
の
①
〜
⑤
に
大
別
で
き
る
。
も
と
も
と
何
枚
の
図
面
が
作
成
さ
れ
た

か
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、少
な
く
と
も
現
存
す
る
図
面
を
見
る
限
り
、堂
内
外
に
施
さ
れ

た
彫
刻
の
詳
細
図
や
講
壇
等
の
装
置
、お
よ
び
家
具
等
に
関
す
る
図
面
が
多
い
。
縮
尺
1
／

1（
原
寸
図
）な
い
し
1
／

2
の
図
面
が
多
い
点
も
、宗
教
建
築
と
い
う
特
性
や
、し
ば
し
ば
様

式
的
と
言
わ
れ
る
モ
ー
ガ
ン
の
設
計
傾
向 

3
に
照
ら
し
て
興
味
深
い
。

 

①
試
案（〝A

 P
R

E
LIM

IN
A

R
Y

 ST
U

D
Y

〞）2
点（
大
須
賀02

-001
, 002

）

 

②
一
般
図
10
点（
詳
細
図
を
併
記
し
た
も
の
を
含
む
。
大
須
賀02

-003
~

012

）

 

③
詳
細
図
53
点（
大
須
賀02

-013
~

046
, 060

~
079

）

 
④
構
造
図
13
点（
大
須
賀02

-047
~

059

）

 
⑤
そ
の
他
8
点（
大
須
賀02

-080
~

084

）

　

図
面
に
は
標
題
欄
を
設
け
た
も
の
が
多
く（
62
／

86
）、そ
の
形
式
に
は
3
種
類
を
確
認
で
き

る
。一
方
、標
題
欄
が
な
い
も
の
は
、版
の
大
き
さ
、作
成
時
期
、記
載
内
容
等
か
ら
判
断
し
て
、

元
の
図
面
の
一
部
を
設
計
変
更
す
る
た
め
に
後
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、又
は
工
事

の
進
捗
に
応
じ
て
追
加・
補
足
さ
れ
た
詳
細
図（
複
数
の
原
寸
図
を
含
む
）と
捉
え
ら
れ
る
。

 ﹇
第
一
節
﹈ 

東
北
学
院
が
所
蔵
す
る
建
築
資
料

　

東
北
学
院
に
は
、Jay H

.

モ
ー
ガ
ン
建
築
設
計
事
務
所
が
作
成
し
た
礼
拝
堂
の
設
計
図（
第

二
原
図
）が
残
る
。こ
れ
ら
は
、当
時
モ
ー
ガ
ン
の
事
務
所
で
実
質
的
に
実
務
を
統
括
す
る
立
場

に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
大
須
賀
矢
薙
氏
の
ご
遺
族（
大
須
賀
常
良
氏
）か
ら
、東
北
学
院
が
借
り

受
け
て
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
他
に
も
、東
北
学
院
旧
蔵
資
料
と
し
て
、Jay 

H
.

モ
ー
ガ
ン
建
築
設
計
事
務
所
の
手
に
成
る
礼
拝
堂
の
仕
様
書（
英
文
）や
、工
事
の
際
に
使

用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
青
焼
図
面（
書
き
込
み
の
見
ら
れ
る
図
面
が
散
見
さ
れ
る
）、建
築
家
モ
ー
ガ

ン
と
院
長
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
等
が
複
数
あ
る
。こ
れ
ら
は
、そ
の
設
計

過
程
や
当
初
の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、今
後
の
補
修
や
修
復
の

際
の
重
要
な
資
料
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
リ
ス
ト
を

026
頁
〜

037
頁
に
付
し
た
。
ま
た
、そ

の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、資
料
編
に
掲
載
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
補
完
す
る
資
料
も
一
定
程
度
に
残
る
。
と
り
わ
け
東
北
学
院
の
主
要
な
活
動

を
通
時
的
に
辿
る
こ
と
が
可
能
な『
東
北
学
院
時
報
』（
大
正
5
年
1
月
〜
現
在
）1
は
、キ
ャ
ン

パ
ス
の
形
成
と
展
開
の
歴
史
を
辿
る
際
に
必
須
の
資
料
で
あ
る
。
理
事
会
の
記
録（
議
事
録
）

は
戦
前
期
の
意
思
決
定
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、献
堂
時
、お
よ
び
創
立
70

周
年・

100
周
年
の
節
目
に
発
行
さ
れ
た
絵
葉
書
や
、卒
業
生・
教
職
員
等
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

写
真
類
は
、各
時
代
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
。
そ
の
範
囲
は
一
つ
礼
拝
堂
に
と
ど
ま
ら
ず
、大

学
本
館（
旧
専
門
部
校
舎
）や
正
門
等
の
遺
構
は
も
と
よ
り
、戦
後
の
諸
施
設
や
、現
存
し
な
い

旧
神
学
校（
南
町
通
り
）・
旧
中
学
部（
東
二
番
丁
）の
施
設
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
も
ま
た
、東
北
地

方
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
物
質
文
化
の
展
開
過
程
、或
い
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成
過
程
を
考
え
る
上
で
、多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
建
築
資
料
と
位

置
付
け
ら
れ
る
。

　

標
題
欄
は
、設
計
過
程
や
担
当
者
を
知
る
上
で
有
効
な
情
報
源
に
な
る
。
例
え
ば
右
分

類
①
の
図
面
群（1926

年
2
月
作
成
、2
点
）に
付
さ
れ
た
形
式
は
、3
種
類
の
中
で
は
最
も
簡

素
な
形
式
と
見
ら
れ﹇
図
2
│
1
﹈、三
段
構
成
の
上
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
、図
面
名
、事
務
所

名
を
記
す
。
図
面
番
号
や
作
成
日
は
欄
外
に
記
載
さ
れ
る
。一
方
、最
も
典
型
的
な
も
の
は

同
②
及
び
③
の
図
面
群（1930

年
9
月
〜1932

年
1
月
作
成
、48
点
）に
見
ら
れ
る
形
式
で﹇
図
2

│
2
﹈、全
体
を
四
分
割
し
、そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
と
図
面
名（
右
上
）、担
当
者
名
と
事
務

所
名（
右
下
）、図
面
番
号（
左
上
）、作
成
年
月
日（
左
下
）を
記
す
。
図
面
の
改
訂
履
歴
は
し
ば

し
ば
欄
外
至
近
の
位
置
に
加
筆
さ
れ
る
。そ
の
書
き
方
は
、図
2
│
1
に
比
し
て
内
容
と
体
裁
の

形
式
化
が
進
ん
だ
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
担
当
者
欄
を〝M

A
D

E

〞〝T
R

A
C

E
D

〞

〝C
H

E
C

K
E

D

〞に
分
け
て
記
載
す
る
形
式
が
導
入
さ
れ
た
点
は
、設
計
事
務
所
の
、組
織

と
し
て
の
発
展
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
な
お
、残
る
一
つ
は
構
造
図（1930

年
8
月
〜
同
12
月
作

成
、12
点
）に
の
み
見
ら
れ
る
形
式
で﹇
図
2
│
3
﹈、前
記
し
た
典
型
的
な
形
式
の
最
下
段
に
1

行
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、そ
こ
に
は
例
外
無
く〝T

.H
IR

A
SA

W
A

, C
.E

.

〞と

の
記
載
を
確
認
で
き
る
。こ
のH

IR
A

SA
W

A

氏
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
名
前
を
特
定
で

き
ず
、建
築
経
歴
に
も
不
明
な
点
が
多
く
残
る
が
、氏
が
礼
拝
堂
の
構
造
設
計
を
主
担
当

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
構
造
図
の〝m

ade

〞〝T
raced

〞〝C
hecked

〞欄
に
確
認
で

き
る
名
前
は〝T

.H
.

〞の
み
で
、こ
れ
ら
は
す
べ
てH

IR
A

SA
W

A

氏
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
4
。

　

一
方
、礼
拝
堂
の
設
計
を
成
し
た
人
的
枠
組
み
の
観
点
に
立
て
ば
、構
造
図
以
外
の
図
面
の

担
当
者
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
試
み
に
、図
2
│
2
に
示
す
標
題
欄

形
式
を
有
す
る
48
点
の
図
面
に
つ
い
て
担
当
者
を
抽
出
す
れ
ば
、先
の〝T

.H
.

〞を
除
い
て
、少

な
く
と
も
3
名
の
関
与
を
確
認
で
き
る
。
加
え
て
、そ
の
内
容
を
精
査
す
れ
ば
、一
定
の
役
割

分
担
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

筆
頭
は〝Y

.O
H

SU
G

A

〞つ
ま
り
大
須
賀
矢
薙
氏
で
、48
点
中
16
点
の〝M

A
D

E

〞、1
点
の

〝T
R

A
C

E
D

〞、33
点
の〝C

H
E

C
K

E
D

〞に
名
を
残
す
。
と
り
わ
け〝M

A
D

E

〞の
16
点
中
に

は
、設
計
の
骨
格
を
成
す
基
本
的
な
図
面（
各
階
平
面
図
、立
面
図
、断
面
図
、矩
計
図
）を
9
点
含

み
、こ
れ
は
県
庁
に
提
出
さ
れ
た「
建
築
許
可
申
請
」に
添
付
さ
れ
た
意
匠
図（
11
点
）の
過
半

に
当
た
る
。
ま
た
33
点
の〝C

H
E

C
K

E
D

〞に
関
し
て
言
え
ば
、少
な
く
と
も
礼
拝
堂
の
設
計

図
面
中
に
お
い
て
、当
該
欄
に
大
須
賀
矢
薙
氏
以
外
の
名
は
皆
無
で
あ
る
5
。Jay H

.

モ
ー
ガ

ン
建
築
設
計
事
務
所
に
お
け
る
大
須
賀
氏
の
立
場
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
触
れ
た
通
り
だ
が
、

東
北
学
院
の
礼
拝
堂
の
設
計
に
お
い
て
も
ま
た
、大
須
賀
矢
薙
氏
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
6
。

　

他
の
2
名
は〝T

.M
U

R
A

T
A

〞と〝T
.M

ISA
K

I

〞で
あ
る
7
。M

U
R

A
T

A

氏
は
48
点
中
18

点
の〝M

A
D

E

〞と
12
点
の〝T

R
A

C
E

D

〞に
名
を
記
し
、い
ず
れ
も
欄
別
の
記
名
数
と
し
て
は

最
も
多
い
。
内
容
的
に
は
一
般
図
の〝T

R
A

C
E

D

〞と
、玄
関
や
講
壇
廻
り
の
部
分
詳
細
図
、外

観
を
特
徴
づ
け
る
外
壁
の
付
柱
や
玄
関
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
・
ア
ー
チ
、パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
笠
石
な
ど
、装

飾
性
の
高
い
建
築
部
分
の
詳
細
図（
原
寸
図
も
多
い
）へ
の
関
与（〝M

A
D

E

〞）が
目
に
付
く
。18
点
の
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図2-1  大正15（1926）年作成の「試案」に見られる標題欄形式

図2-2  意匠図（昭和5年～同7年作成）に見られる標題欄形式

図2-3  構造図（昭和5年作成）に見られる標題欄形式



0
1

6

0
1

7

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

T
O

H
O

K
U

 G
A

K
U

-IN
, SE

N
D

A
I

〞と
記
載
し
、
絵

の
右
下
、
植
栽
と
重
な
る
位
置
に
筆
記
体
で〝Jay H

. 

M
organ A

rchitect, Tokyo Japan

〞及
び〝3

/4  1926

〞

と
記
す﹇
図
2
│
4
﹈。「
試
案
」と
は
別
々
に
保
管
さ
れ
て
い
た

が
、内
容
と
作
成
日
の
観
点
か
ら
見
て
、一
連
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

描
か
れ
て
い
る
の
は
、正
門
付
近
か
ら
正
面
広
場（
前
庭
）

越
し
に
礼
拝
堂
を
見
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
左
端
に
見
え

る
隣
棟
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
現
在
の
大
学
本
館（
旧
専
門
部
校
舎
）

で（
こ
の
透
視
図
が
描
か
れ
た
の
は
本
館
竣
工
の
4
ヶ
月
ほ
ど
前
で

あ
る
）、広
場
の
大
き
さ
に
は
や
や
誇
張
が
あ
る
が
、礼
拝
堂

の
玄
関
へ
続
く
曲
線
的
な
通
路
は
当
時
の
配
置
計
画
図
と

よ
く
一
致
す
る
。
東
面（
中
央
に
見
え
る
面
）外
部
に
穿
た
れ
た
窓
の
形
状
や
、縦
長
の
窓
と
付
柱

の
反
復
が
も
た
ら
す
外
観
の
垂
直
的
な
表
現
は
既
に
現
況
に
近
い
形
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
当
初
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
専
門
部
校
舎
と
礼
拝
堂
の

高
さ
が
概
ね
揃
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　

一
方
、こ
れ
を
現
在
の
礼
拝
堂
と
比
較
す
る
と
き
、大
き
な
違
い
も
ま
た
確
か
に
あ
る
。
と

り
わ
け
目
に
つ
く
の
は
、北
面（
右
側
に
見
え
る
面
）に
お
い
て
、現
在
の
礼
拝
堂
の
象
徴
と
言
え
る

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
無
い
点
で
あ
る
。こ
れ
に
相
当
す
る
部
分
に
は
小
さ
な
バ
ラ
窓
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、勾
配
屋
根
で
あ
る
点
や
、玄
関
廻
り
が
現
況
に
比
べ
て
簡
素
な
点
も
、興

味
深
い
違
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

● 

施
設
│
図
面
類02-002

（
126
頁
〜

133
頁
）

　

表
紙
を
含
む
33
枚
を
ピ
ン
で
束
ね
た
構
造
計
算
書
で
あ
る
。
青
焼
で（
青
地
に
白
線
）、表

紙
を
除
い
て
下
部
に
1
〜
32
の
ペ
ー
ジ
番
号
を
付
す
。
そ
の
大
き
さ
は
、1
枚
を
除
い
て
A4
サ

〝M
A

D
E

〞の
う
ち
の
15
点
は
、着
工
後
に
作
成
さ
れ
た
図
面
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　

一
方
、M

ISA
K

I

氏
は
48
点
中
14
点
の〝M

A
D

E

〞と
4
点
の〝T

R
A

C
E

D

〞に
名
を
記
す
。

内
容
的
に
は
一
般
図
の
一
部（
配
置
図
、屋
階
平
面
図
）の
ほ
か
、特
に
設
備
的
な
検
討
が
必
要
な

便
所・
オ
ル
ガ
ン
室・
渡
廊
下（
そ
の
地
下
に
設
備
配
管
用
の
隧
道
を
備
え
る
）の
詳
細
図
や（
ル
ー
フ
ド

レ
イ
ン
の
詳
細
図
もM

ISA
K

I
氏
に
よ
る
）、木
製
建
具・
家
具
の
詳
細
図
へ
の
関
与（〝M

A
D

E

〞）が

目
に
付
く
。
講
堂
内
の
座
席
と
手
摺
、講
壇
に
設
置
さ
れ
た
説
教
台（
向
か
っ
て
右
）と
読
書
台

（
同
左
）、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
下
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
、内
外
の
木
製
ド
ア
の
図
面
に
、そ
の
名

を
確
認
で
き
る
。

2 

東
北
学
院
旧
蔵
建
築
図
面
類
﹇
付
表
2
﹈

　

付
表
2（

034
頁
〜

035
頁
）は
、東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
か
ね
て
所
蔵
す
る
歴
史
的
資
料
の

う
ち
の
、礼
拝
堂
の
建
築
に
関
す
る
設
計
図
面
等
の
一
覧
で
あ
る
。
総
数
は
20
点
で
、建
設
過

程
で
作
成
さ
れ
た
図
面（
施
設
│
図
面
類02

-001
~

015

）と
、竣
工
後
の
維
持
管
理
ま
た
は
改
修

工
事
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
図
面
に
大
別
さ
れ
る（
施
設
│
図
面
類02

-016
~

019
）8
。
前
者
は

1
枚
の
彩
色
透
視
図（
施
設
│
図
面
類02

-001

）と
青
焼
図（
青
地
に
白
線
）か
ら
成
り
、表
や
裏

に
手
書
き
の
加
筆
が
残
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。一
方
後
者
に
は
、ジ
ア
ゾ
式
に
よ
る
白
焼
図

（
白
地
に
青
線
）（
施
設
│
図
面
類02

-016
,019

）と
、ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
描
か
れ
た
も
の（
施

設
│
図
面
類02

-017,018

）と
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、主
な
資
料
の
概
要
を
示
す
。

● 

施
設
│
図
面
類02-001

（
088
頁
）

　

試
案（
大
須
賀02

-001
, 002

: 

〝A
 P

R
E

L
IM

IN
A

R
Y

 ST
U

D
Y

〞）に
対
応
し
た
彩
色
透
視

図
で
あ
る
。
縦
約480

m
m

・
横
約645

m
m

の
洋
紙
の
中
央
部
に
縦
約285

m
m

・
横
約

385
m

m

の
枠
を
囲
い
取
り
、二
点
透
視
図
法
で
礼
拝
堂
を
描
い
て
い
る
。
着
色
手
法
は
水

彩
と
思
わ
れ
る
。
画
面
の
下
部
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
を〝A

 P
R

O
P

O
SE

D
 C

H
A

P
E

L F
O

R
 

イ
ズ
よ
り
や
や
小
さ
く
、ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
若
干
の
差
異
は
あ
る
が
、概
ね
横200

m
m

程
度・

縦270
m

m

程
度
で
あ
る
。
唯
一
、屋
根
の
ト
ラ
ス
に
つ
い
て
図
解
し
た
31
ペ
ー
ジ
の
み
が
、横

395
m

m

程
度
の
半
分
を
折
り
込
む
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

表
紙
に
は
、作
成
年
月
を「
昭
和
五
年
八
月
」と
記
す
。こ
れ
は
構
造
設
計
図
に
記
載
さ
れ

た
日
付
と
も
対
応
す
る
。
中
央
に
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
を「
東
北
學
院
礼
拜
堂
新
築
設
計 

強

度
計
算
書
」と
表
示
し
、そ
の
左
に「
ゼ
ー
エ
ッ
チ 

モ
ル
ガ
ン 

建
築
設
計
事
務
所
」と
記
載
し

た
上
で
、左
下
に
筆
記
体
の
サ
イ
ン
を
付
す
9
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
第
3
章
第
1
節
で
詳

述
す
る
が
、東
北
学
院
旧
蔵
文
書
類﹇
付
表
3
﹈の
う
ち
の﹇
施
設
│
文
書
類02

-19301101

﹈に
よ
れ

ば
、こ
れ
は
昭
和
5（1930

）年
11
月
1
日
付
で
宮
城
県
に
提
出
さ
れ
た「
建
築
許
可
申
請
」

に
も
添
付
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

● 

施
設
│
図
面
類02-007~011

（
125
頁
）

　

窓
の
製
作
図
で
あ
る
。
す
べ
て
青
焼
で（
青
地
に
白
線
）、〝
a1
〞か
ら〝
P
〞ま
で
記
号
を
付
し

た
各
窓
の
サ
ッ
シ
ュ
と
ガ
ラ
ス
の
詳
細
図
が
5
枚
、束
ね
ら
れ
て
い
る
。
標
題
欄
に
は「
合
資
会

社 

栄
進
社
設
計
部
」と
あ
り
、サ
ッ
シ
ュ
の
製
作
を
、我
が
国
に
お
け
る
鋼
製
建
具
の
製
作・

販
売
会
社
と
し
て「
最
も
古
い
歴
史
も
つ
専
門
工
場
」10
と
も
言
わ
れ
る
同
社
に
発
注
し
て
い

た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
な
お
こ
の
図
面
番
号
欄
に
は「
第
2
図
」〜「
第
6
図
」と
あ
り
、実

際
5
枚
の
中
に
は〝
a1
〞型
サ
ッ
シ
ュ
の
詳
細
図
を
欠
く
た
め
、少
な
く
と
も
1
枚
の
欠
落
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。
図
面
の
大
き
さ
は
5
枚
中
4
枚
が
短
辺
約550

m
m

・
長
辺
約790

m
m

で
、第
3
図
の
み
短
辺
約300

m
m

・
長
辺
約550

m
m

と
な
っ
て
い
る
。

　

図
面
の
作
成
年
月
日
は
、昭
和
6（1931

）年
3
月
3
日
〜
4
月
14
日
で
あ
る
。
更
に
、5

枚
の
す
べ
て
で「
決
定
図
」「
昭
和
6
年
4
月
15
日
発
行
」と
の
朱
印
を
認
め
る
。
ま
た
、か
な

り
印
字
が
薄
く
な
っ
て
い
る
が
、少
な
く
と
も
5
枚
中
の
3
枚（
第
4
図
〜
第
6
図
）に
は
、モ
ー

ガ
ン
事
務
所
が
こ
れ
を
承
認
し
た
こ
と
を
示
す「JH

M

」の
ス
タ
ン
プ（
日
付
も
印
字
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
判
読
は
難
し
い
）を
確
認
で
き
る
。

● 

施
設
│
図
面
類02-012~015

（
125
頁
）

　

暖
房
設
備
に
関
す
る
図
面
で
あ
る
。
す
べ
て
青
焼
で（
青
地
に
白
線
）、暖
房
用
配
管
の
経
路

と
、そ
れ
ら
が
建
築（
壁・
床
）を
貫
通
す
る
位
置
を
示
す
。
暖
房
設
備
を
中
心
と
す
る
衛
生
設

備
の
設
計
を
担
当
し
た〝A

.P.T
E

T
E

N
S C

O
N

SU
LT

IN
G

 E
N

G
IN

E
E

R
〞社
に
よ
る
図

面
で
、そ
の
押
印
か
ら
、4
枚
の
う
ち
の
2
枚
は
昭
和
6（1931

）年
4
月
10
日
に
、1
枚
は
同

4
月
14
日
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
他
の
1
枚
は
不
詳
）。
ま
た
サ
ッ
シ
ュ
の
製
作
図

と
同
様
に
、モ
ー
ガ
ン
事
務
所
が
承
認
し
た
こ
と
を
示
す「JH

M

」の
ス
タ
ン
プ
を
、4
枚
の
す

べ
て
で
確
認
で
き
る（
日
付
も
印
字
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
判
読
は
難
し
い
）。
図
面
の
大
き
さ
は
、4

枚
す
べ
て
が
短
辺550

m
m

前
後・
長
辺
約800

m
m

で
あ
る
。

3 

東
北
学
院
旧
蔵
建
築
関
係
文
書
類
﹇
付
表
3
﹈

　

付
表
3（

036
頁
〜

037
頁
）は
、東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
か
ね
て
所
蔵
す
る
歴
史
的
資
料
の

う
ち
の
、礼
拝
堂
の
建
築
に
関
す
る
文
書
類
の
一
覧
で
あ
る
11
。
総
数
は
16
点
で
、建
築
家
モ
ー

ガ
ン
が
院
長
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
礼
拝
堂
の
設
計
業
務
を
受
諾
す
る
旨
を
返
答
し
た
手

紙
に
始
ま
り（
施
設
│

文
書
類02-19300513

）、設
計
、入
札
、建
築
許
可
申
請
、施
工
の
各
段
階

に
お
け
る
種
々
の
応
答
を
経
て
、竣
工
後
の
、材
料
と
施
工
に
対
す
る
瑕
疵
保
証
に
関
す
る

証
書（
施
設
│

文
書
類02

-19320204

）に
至
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
文
書
群
は
、設
計
か
ら
竣

工
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
包
含
す
る
時
間
の
幅
を
有
し
、そ
の
間
に
為
さ
れ
た
建
築
主
と
設

計
者
の
応
答
、或
い
は
設
計
者
と
施
工
者
等
の
応
答
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。こ
こ
か

ら
読
み
取
れ
る
具
体
的
な
設
計
過
程
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
が
、そ
の
中
に
は
、僅
か
だ
が

モ
ー
ガ
ン
の
思
考
や
考
え
方
が
垣
間
見
ら
れ
る
記
述
も
あ
る
。

　

建
築
家Jay H

.

モ
ー
ガ
ン
に
関
し
て
は
、多
く
の
図
面
資
料
と
写
真
資
料
、及
び
い
く
つ
か

の
遺
構
が
あ
り
、そ
の
設
計
内
容
や
建
築
家
と
し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
、豊
か
な
知
見
を
提
供

第
二
章 
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P

T
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図2-4  彩色透視図に書かれた署名



0
1

8

0
1

9

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

館
に
寄
贈
さ
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
東
北
学
院
関
係
の
図
面
は
1
点
し
か
な
く（
礼
拝
堂
の
銘
板
の

詳
細
図
）、東
北
学
院
が
有
す
る
図
面
と
は
重
複
し
な
い
。

3  

建
築
家Jay H

.

モ
ー
ガ
ン
の
経
歴
や
作
品
に
つ
い
て
は
、水
沼
淑
子
博
士
に
よ
る『
ジ
ェ
イ・
H・モ
ー
ガ
ン 

ア
メ
リ
カ

と
日
本
を
生
き
た
建
築
家
』（
関
東
学
院
大
学
出
版
会
、2009

）な
ど
一
連
の
研
究
に
詳
し
い
。

4  

水
沼
前
掲
書
は
こ
の〝T

. H
IR

A
SA

W
A

〞に
つ
い
て
、堀
勇
良
博
士
か
ら
教
示
を
受
け
た
と
し
て「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
出
身
の
構
造
関
連
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
」と
述
べ
る
。
た
だ
し
、礼
拝
堂
の
設
計
図
で
は
、意
匠
図
の
中
に
も（
2

枚
の
み
だ
が
）〝T.H

.

〞の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
残
る
。

5  〝C
H

E
C

K
E

D

〞欄
が
空
欄（
無
記
載
）の
図
面
が
15
点
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
内
の
13
点
は〝M

A
D

E

〞欄
に
大
須
賀
矢

薙
氏
の
名
を
確
認
で
き
る
。

6  

東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
は
、大
須
賀
常
良
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た「
株
式
会
社 

大
須
賀
設
計
事
務
所
」の

『
経
歴
書
』が
あ
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、大
須
賀
矢
薙
氏
は
大
正
8
年（1919

）3
月
に
東
京
高
等
工
業
学
校
建
築
科

を
卒
業
後
、大
正
11（1922

）年
に「J.H

.M
O

R
G

A
N

と
共
に
建
築
設
計
事
務
所
を
横
浜
に
開
設
」し（
傍
線
部
筆
者

加
筆
）、昭
和
12
年（1937

）に「J.H
.M

O
R

G
A

N

建
築
事
務
所
を
継
承
し
大
須
賀
矢
薙
建
築
設
計
事
務
所
開
設
」

（
傍
線
部
同
前
。
な
お
モ
ー
ガ
ン
が
死
去
し
た
の
は
、昭
和
12
年
6
月
6
日
で
あ
る
。）と
あ
る
。
更
に
水
沼
前
掲
書
に
は
、大
須
賀

矢
薙
氏
は
卒
業
後
に
日
本
郵
船
株
式
会
社
の
管
理
課
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
、し
た
が
っ
て
モ
ー
ガ
ン
と
の
出
会
い
は

郵
船
ビ
ル
の
工
事
で
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
3
、77
頁
）。

7  

い
ず
れ
も
氏
名
や
建
築
経
歴
は
特
定
で
き
な
い
。
水
沼
氏
も
両
者
が
モ
ー
ガ
ン
の
事
務
所
に
在
籍
し
て
い
た
事
実
に

は
触
れ
て
い
る
が
、そ
れ
以
上
の
情
報
は
な
い（
註
3
、78
頁
）。

8  

東
北
学
院
旧
蔵
資
料
の
う
ち
、特
に
施
設
に
関
係
す
る
資
料
は
大
分
類
を「
施
設
」と
し
、更
に
中
分
類
を
設
定
し

て「
図
面
類
」（
付
表
2
）と「
文
書
類
」（
付
表
3
）と
に
区
別
し
て
い
る
。こ
れ
に
続
く
数
字
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

大
須
賀
設
計
事
務
所
旧
蔵
図
面
類
と
同
様
で
あ
る（
註
2
参
照
）。

9  

こ
の
サ
イ
ン
が
誰
の
も
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、同
じ
サ
イ
ン
が
複
数
の
図
面
で
散
見
さ

れ
、特
に﹇
大
須
賀02

-059

﹈に
は
こ
れ
が〝J.H

.M

〞の
サ
イ
ン
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。こ
の
点
に
鑑

み
れ
ば
、大
須
賀
矢
薙
氏
の
サ
イ
ン
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

10  

長
澤
發
太
郎
編
：
建
築
材
料
陳
列
場 

綜
合
型
録
、日
本
建
築
協
会 

建
築
材
料
陳
列
場
、1936

.1

、20
頁
。

11  

東
北
学
院
旧
蔵
資
料
の
う
ち
、大
分
類「
施
設
」・
中
分
類「
文
書
類
」に
該
当
す
る
資
料
群
の
整
理
番
号
は
、図
面

類
と
同
様
の「
施
設
番
号
」と「
当
該
文
書
の
日
付（
年
月
日
）」に
よ
っ
た
。「
日
」ま
た
は「
月
日
」が
不
明
な
場
合
に

は
、当
該
箇
所
を「
X
」で
示
し
て
い
る
。

12  

水
沼
前
掲
書（
註
3
）、6
頁
。

し
て
く
れ
る
。一
方
、モ
ー
ガ
ン
が
書
き
残
し
た
言
葉
に
関
し
て
言
え
ば
、水
沼
淑
子
博
士
の

精
緻
な
研
究
成
果
の
中
に
も
必
ず
し
も
紹
介
さ
れ
ず
、寧
ろ
氏
は「
モ
ー
ガ
ン
は
寡
黙
な
建

築
家
で
あ
る
。
彼
自
身
の
残
し
た
文
章
は
皆
無
に
等
し
い
。ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
何
を
考
え
、

ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
建
築
を
つ
く
っ
た
の
か
。
彼
は
一
切
語
ら
ず
、そ
れ
を
知
る
た
め
に

は
彼
の
足
跡
や
作
品
か
ら
類
推
す
る
し
か
な
い
。」12
と
す
る
。こ
の
点
に
お
い
て
、東
北
学
院

が
所
有
す
る
こ
れ
ら
の
文
書
群
は
、東
北
学
院
礼
拝
堂
の
設
計
過
程
と
当
初
の
建
築
の
姿
を

今
に
伝
え
る
点
で
極
め
て
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
、よ
り
広
く
、建
築
家Jay H

.

モ
ー
ガ
ン
に

つ
い
て
考
察
す
る
上
で
も
、興
味
深
い
資
料
群
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

註
1  

東
北
学
院
時
報
は
、同
窓
生
相
互
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て1916

（
大
正
5
）年
1
月
に
創
刊
さ
れ
た
。
当
初
は

同
窓
会
が
発
行
元
と
な
り
、毎
月
一
回
の
頻
度
で
学
院
内
外
の
情
報
を
同
窓
生
に
伝
え
た
。
そ
の
後
、学
校
法
人
東

北
学
院
を
構
成
す
る
大
学・
大
学
院
、中
学
校・
高
等
学
校
、榴
ケ
岡
高
等
学
校
、幼
稚
園
な
ら
び
に
同
窓
生
関
連
の

時
事
を
網
羅
す
る
広
報
紙
と
し
て
、毎
月
15
日
に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
た
だ
し
8
月
は
休
刊
）。2011

年
度
か

ら
は
隔
月
と
な
り
、約
12
万
部
を
発
行
し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
は
、学
校
法
人
東
北
学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
さ
れ
て
い
る
。https://jihou.tohoku-gakuin.jp/about.php

2  

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、大
須
賀
常
良
氏
か
ら
東
北
学
院
が
借
り
受
け
て
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
資
料
の

分
類
に
際
し
て
は
、そ
の
来
歴
を
明
示
す
る
た
め
に
大
分
類
を「
大
須
賀
」と
し
、以
下
、現
在
の
大
学
本
館
と
正
門

の
図
面
に
は「
01
」、礼
拝
堂
の
図
面
に
は「
02
」、旧
中
学
部
施
設（
社
交
館
：
東
二
番
丁
）の
図
面
に
は「
03
」の
施
設

番
号
を
付
し
て
整
理
し
て
い
る
。
末
尾
の
3
桁
は
、施
設
ご
と
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
な
お
礼
拝
堂
に
関
係
す
る
図

面
の
総
数
に
つ
い
て
は
、リ
ス
ト
の
作
成
過
程
で
生
じ
た
欠
番
を
除
き
、東
北
学
院
が
複
製
に
際
し
て
4
枚
の
小
図
面

を
大
判
1
枚
に
収
め
た
も
の（
大
須
賀02

-081
-01

~
04

）を
4
点
と
数
え
る
と
86
点
に
な
る
。
た
だ
し
付
表
1
に
は
、

本
館
設
計
時
に
作
成
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
1
点（
大
須
賀01

-002

）を
、礼
拝
堂
に
も
深
く
関
係
す
る
も
の
と
し

て
特
に
加
え
た
。

 
 　

な
お
、横
浜
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
モ
ー
ガ
ン
の
建
築
図
面
に
つ
い
て
は
、13
件
分1831

点
が
横
浜
開
港
資
料

 ﹇
第
二
節
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土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
と
礼
拝
堂
の
建
設
過
程

　

本
節
で
は
、建
築
資
料
の
整
理
と
読
解
を
通
じ
て
新
た
に
得
た
知
見
に
も
と
づ
い
て
、現
在

の
東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
成
立
過
程
と
礼
拝
堂
の
建
設
過
程
を
整
理
す
る
。
章

末
の
付
表
4（

038
頁
〜

041
頁
）に
は
、創
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
東
北
学
院
の
組
織
と
施
設
の

沿
革
を
ま
と
め
た
13
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン・ス
ク
ー
ル
は
、そ
の
運
営
者
の
考
え
方
や
本
国
伝
道
局
の
考
え
方
、日
本
の
教
育

制
度
と
の
関
係
性
、予
算
規
模
、或
い
は
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
有
り
様
な
ど
、複
雑
な
社
会

的
な
い
し
思
想
的
関
係
性
の
中
で
、当
該
学
校
の
理
念
を
体
現
す
る
の
に
相
応
し
い
建
築
家
を

見
出
し
、ま
た
は
自
ら
設
計
し
て
、そ
の
教
育
の
た
め
の
物
的
環
境
を
整
備
し
た
。
同
志
社
で

教
鞭
を
と
り
な
が
ら
校
舎
を
設
計
し
た
D・
C・
グ
リ
ー
ン
、宣
教
師
と
し
て
来
日
し
、立
教
学

校
の
初
期
の
校
舎
や
聖
公
会
系
の
仕
事
を
多
く
手
が
け
た
J
・M・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
、滋
賀
県
立

商
業
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
来
日

し
、後
に
建
築
家
と
し
て
我
が
国
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
W・
M・ヴ
ォ
ー

リ
ズ
な
ど
が
特
に
有
名
で
あ
る
。

　

東
北
学
院
の
諸
施
設
の
建
設
過

程
に
お
い
て
、
設
計
者
が
如
何
な
る

理
由
か
ら
選
ば
れ
た
の
か
は
必
ず
し

も
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、創
立
か
ら
大
正
中
期
ま
で
の
東

北
学
院
の
歴
史
に
は
、少
な
く
と
も

3
名
の
外
国
人
建
築
家
が
登
場
す

る﹇
例
え
ば
図
2
│
5
﹈。一
方
、現
在
の
本
部
が
置
か
れ
る
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス（
南
六
軒
丁
）の
整
備
は
、

大
正
5
│
6（1916

-17

）年
の
用
地
取
得
に
始
ま
り
、創
立
40
周
年（
大
正
15
年
）を
控
え
た
大

正
末
期
よ
り
本
格
化
す
る
が
、そ
の
際
に
学
院
が
建
築
家
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、米
国
人Jay 

H
.

モ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、モ
ー
ガ
ン
は
米
国
で
建
築
家
と
し
て
の
十
分
な
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
だ
上
で
、丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
建
設
に
際
し
て
フ
ラ
ー
建
築
株
式
会
社
の
主

任
技
師
と
し
て
来
日
し
た（
大
正
9
年
、来
日
時
51
歳
）。
大
正
11（1922

）年
に
は
自
ら
設
計
に

関
わ
っ
た
郵
船
ビ
ル（
東
京
丸
の
内
）に
設
計
事
務
所
を
開
設
し
、大
正
15（1926

）年
に
は
横
浜

へ
移
転
し
て
14
、以
後
横
浜
の
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
作
品
を
残
し
た
。

1 

前
史

　

明
治
中
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
仙
台
は
、大
き
な
発
展
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
明
治
28

（1895

）年
に6.4

万
人
程
度
で
あ
っ
た
人
口
は
同
39（1906

）年
に
初
め
て
10
万
人
を
超
え
15
、

経
済
の
発
展
も
著
し
か
っ
た
。
日
清・
日
露
の
両
大
戦
は
軍
都
と
し
て
の
仙
台
の
地
位
を
高
め
、

明
治
40（1907

）年
に
設
置
さ
れ
た
東
北
帝
国
大
学
は
、更
に
仙
台
が
学
都
と
し
て
発
展
す
る

新
た
な
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
変
化
は
、東
北
学
院
の
発
展
を
後
押
し
し
た
。い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に

象
徴
さ
れ
る
大
正
期
の
社
会
的
変
化
も
追
い
風
と
な
っ
た
。
生
徒
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、

明
治
後
期
の
普
通
科（
大
正
4
年「
中
学
部
」に
改
称
）校
舎
の
整
備
に
続
い
て
、大
正
期
に
は
高

等
教
育
を
担
う
専
門
部
の
整
備
に
着
手
し
た
。
用
地
と
し
て
南
六
軒
丁
が
選
ば
れ
、こ
こ
に

大
正
5
│
6（1916

-17

）年
に
、約5600

坪
の
土
地
を
取
得
し
た
。こ
れ
が
現
在
ま
で
続
く
土

樋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

　

専
門
部
校
舎
の
建
設
は
、大
正
8（1919

）年
初
頭
に
大
き
く
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
16
。

し
か
し
な
が
ら
、折
り
悪
し
く
同
年
3
月
2
日
に
仙
台
市
街
を
襲
っ
た
大
火（
南
町
大
火
）に

第
二
章 
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図2-5  明治38（1905）年に新築された普通科校舎

（設計：G.デ・ラランデ。東北学院史資料センター所蔵）
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ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
次
い
で
東
北
学
院
の
歴
史
に
登
場
す
る
建
築
家
は
、B・
M・ワ
ー
ド
で
あ
る
。

ワ
ー
ド
は
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
出
身
の
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
で
、同
大
の
講
師
を
勤
め
た
後
、

香
港
に
本
店
を
置
く
共
同
信
託
会
社（T

H
E

 U
N

IO
N

 E
ST

A
T

E
 A

N
D

 IN
V

E
ST

M
E

N
T

 C
O

., 

LT
D

.

）の
横
浜
支
店
建
築
部
の
技
師
と
し
て
明
治
40（1907

）
年
3
月
に
来
日
し
、
大
正
10

（1921

）年
に
帰
英
し
た
19
。

　

ワ
ー
ド
は
東
北
学
院
に
実
作
が
な
く
、施
設
の
建
設
計
画
に
ど
こ
ま
で
関
与
し
た
か
も
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、前
記
し
た
動
き
と
前
後
す
る
大
正
8（1919

）年

7
月
13
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、①
東
北
学
院
の
将
来
の
発
展
を
見
据
え
た
敷
地
の
選
定
と

買
収
、②
中
学
部
の
再
建
、③
専
門
部
の
建
設
等
が
議
題
と
な
る
中
で
、「
ワ
ー
ド
氏
ヲ
建
築

技
師
ト
シ
テ
招
聘
ス
ル
件
ヲ
院
長
ニ
一
任
ス
ル
事
ニ
決
ス
」20
と
記
録
さ
れ
た
一
文
に
、そ
の
名

を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。ワ
ー
ド
と
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
接
点
や
招
請
の
目
的
、ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
の

関
係
な
ど
は
、や
は
り
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
、同
年
11
月
18
日
の
議
事
録
に
は
、ワ
ー

ド
が
11
月
21
日
に
来
仙
予
定
で
あ
る
こ
と
を
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
が
報
告
し
て
い
る
。
東
北
学
院
は
、

同
じ
時
期
に
、2
人
の
建
築
家
と
繋
が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

な
お
、ワ
ー
ド
に
関
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、彼
が
、我
が
国
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
多

層・
箱
型
事
務
所
ビ
ル
が
建
ち
始
め
る
揺
籃
期
を
牽
引
し
た
建
築
家
の
1
人
で
あ
る
こ
と
、

結
果
論
だ
が
彼
の
遺
構
で
あ
る
横
浜
の
旧
露
亜
銀
行
横
浜
支
店（
大
正
10
年
頃
）が
、関
東
大

震
災
直
後
の
山
下
町
で
、瓦
礫
の
中
に
残
っ
た
数
少
な
い
建
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
、後
に
東

北
学
院
を
設
計
し
た
モ
ー
ガ
ン
が
、学
院
の
設
計
中
、こ
の
露
亜
銀
行
横
浜
支
店
の
中
に
事
務

所
を
移
し
て
い
る
こ
と
、で
あ
る
。

　

ワ
ー
ド
と
モ
ー
ガ
ン
は
、共
に
企
業
所
属
の
建
築
技
師
と
し
て
来
日
し
た
。
も
ち
ろ
ん
両
者

に
直
接
的
な
交
流
が
あ
っ
た
の
か
は
、管
見
の
及
ぶ
限
り
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、東

北
学
院
が
東
京
や
横
浜
を
中
心
に
活
躍
し
た
外
国
人
建
築
家
達
と
の
繋
が
り
を
得
た
背
景

に
は
、幾
許
か
の
人
的
な
繋
が
り
も
あ
り
そ
う
で
、興
味
深
い
。

よ
っ
て
中
学
部
校
舎
と
寄
宿
舎
が
全
焼
し
、こ
れ
ら
の
復
旧
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
結
果

的
に
専
門
部
の
建
設
計
画
は
大
幅
に
遅
延
し
た
。
た
だ
、仮
に
こ
の
年
に
専
門
部
の
計
画
が

進
ん
で
い
た
な
ら
ば
、当
時（
大
正
8
年
）来
日
前
の
モ
ー
ガ
ン
に
設
計
が
依
頼
さ
れ
る
可
能
性

は
殆
ど
皆
無
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
き
、現
在
の
土
樋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
竣
工
か
ら
約
90
年
を
経
た
2
棟
1
基（
大
学
本
館
、礼
拝
堂
、正
門
）の
モ
ー
ガ
ン
作
品
が
残

り
、彼
の
手
に
成
る
一
群
の
遺
構
と
し
て
国
内
で
唯
一
無
二
の
景
観
を
成
し
て
い
る
の
は
、誠
に

不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
と
言
う
他
な
い
。

　

南
町
大
火
以
後
、東
北
学
院
に
関
係
し
た
最
初
の
建
築
家
は
W・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
で
あ
っ
た
。

彼
は
、立
教
大
学
の
池
袋
移
転
計
画
を
成
し
た
マ
ー
フ
ィ
ー
＆
ダ
ナ
建
築
事
務
所（M

U
R

P
H

Y
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）よ
り
、そ
の
実
施
設
計
と
監
督
の
た
め
大
正
5（1916

）年
に
来
日
し
た

建
築
家
で
あ
る
。
大
正
7（1918

）年
の
秋
に
同
校
の
本
館・
寄
宿
舎・
食
堂・
チ
ャ
ペ
ル
を
、翌

8（1919

）年
5
月
に
同
図
書
館
を
竣
工
さ
せ
る
傍
ら
、日
本
聖
公
会
の
熊
谷
教
会（
大
正
8

年
）や
大
阪
川
口
教
会（
大
正
9
年
）の
設
計
を
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
17
。
理
事
会
議

事
録
に
よ
れ
ば
、中
学
部
の
再
建
方
法
を
検
討
し
て
い
た
東
北
学
院
は
、大
火
か
ら
3
ヶ
月
後

の
大
正
8（1919

）年
6
月
、ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
調
査
を
依
頼
し
た
18
。

　

東
北
学
院
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
招
請
し
た
明
確
な
理
由
は
、記
録
と
し
て
は
残
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、東
北
学
院
と
同
じ
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ス
ク
ー
ル
で
あ
る
立
教
大
学
が
、同
じ
時
期
に

郊
外
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転・
拡
張
を
計
画
し
、本
館・
礼
拝
堂・
図
書
館・
寄
宿
舎
等
の
施
設

群
か
ら
成
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
し
て
い
た
こ
と
を
東
北
学
院
が
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い

だ
ろ
う
し
、寧
ろ
注
目
し
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、東
北

学
院
が
W・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
行
き
着
い
た
の
は
、或
い
は
南
町
大
火
以
前
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
た
だ
、ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
大
正
9（1920

）年
に
帰
米
し
、そ
の
手
に
成
る
東
北
学
院
中

学
部
の
校
舎
が
竣
工
す
る
の
は
、帰
国
後
の
大
正
11（1922

）年
6
月
で
あ
っ
た
。

2 

南
六
軒
丁
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
専
門
部
校
舎
の
建
築

　

中
学
部
校
舎
の
再
建
が
完
了
す
る
と
、東
北
学
院
は
、専
門
部
校
舎
の
建
設
準
備
を
再
開

し
た
。
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
は
建
設
費
用
を
調
達
す
る
た
め
、大
正
12（1923

）年
5
月
か
ら
翌
13

（1924

）年
12
月
ま
で
の
1
年
半
に
渡
っ
て
帰
米
し
、米
国
各
地
で
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

　

仙
台
に
戻
っ
た
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
は
、建
設
計
画
の
作
成
を
進
め
た
。と
り
わ
け
大
正
14（1925

）

年
2
月
5
日
の
理
事
会
で
、次
に
示
す
重
要
な
決
定
が
な
さ
れ
た
21
。

　

南
六
軒
丁
に
土
地
を
取
得
し
つ
つ
も
確
定
で
き
て
い
な
か
っ
た
専
門
部
の
用
地
に
つ
い
て
は
、

①
南
六
軒
丁
、②
北
方
堤
町
附
近
、③
南
方
南
五
十
人
町
、④
向
山
脩
養
學
園
附
近
、を
候

補
地
と
し
て「
数
時
間
ニ
亘
リ
テ
協
議
」し
、最
終
的
に
南
六
軒
丁
に
決
定
し
た
。
将
来
の
発

展
を
考
え
る
と
き
南
六
軒
丁
で
は「
他
ニ
廣
大
ナ
ル
地
面
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ノ
必
要
ヲ
認
ム
ル
」

状
況
で
あ
る
も
の
の
、「
學
院
現
在
ノ
状
況
並
ニ
市
民
ニ
對
シ
宗
教
的
感
化
ヲ
及
ス
便
宜
上
ヨ

リ
考
慮
シ
」（
傍
線
部
筆
者
加
筆
）た
結
果
で
あ
る
と
す
る
。

　

ま
た
施
設
に
つ
い
て
は
、①
校
舎
、②
寄
宿
舎
、③
講
堂（
礼
拝
堂
）の
順
に
建
築
に
着
手
す
べ

き
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
講
堂
ハ
成
ル
ベ
ク
校
舎
ト
共
ニ
着
手
ス
ル
様
希
望
シ
」と
述
べ
る
。
加
え

て「
新
築
校
舎
ノ
設
計
ハ　

ジ
ェ
ー
、エ
イ
チ
、モ
ル
ガ
ン
氏
へ
依
頼
セ
ル
旨
建
築
委
員
ヨ
リ
報
告

ア
リ
之
ヲ
受
ク
」。モ
ー
ガ
ン
へ
は
す
ぐ
に
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年（
大
正
14
年
）

2
月
14
日
付
で
、モ
ー
ガ
ン
か
ら
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
へ
、設
計
依
頼
を
引
き
受
け
る
旨
の
書
簡
が

届
い
て
い
る
。

　

東
北
学
院
専
門
部
建
設
の
た
め
の
建
築
家
と
な
っ
た
モ
ー
ガ
ン
は
、凡
そ
2
ヶ
月
で
校
舎

の
設
計
を
成
し
22
、こ
れ
と
前
後
し
て
、シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン（
087
頁
、大
須
賀01

-002

）と
し
て
描
き
起
こ
し
た
と
見
ら
れ
る
。
大
正
14（1925

）年
6
月
に

は
入
札
が
行
わ
れ
、7
月
4
日
に
は
施
工
者
で
あ
る
仁
田
寅
蔵
と
東
北
学
院
と
の
間
で
請

負
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
ほ
ど
な
く
工
事
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。
同
年
11
月
3
日
に
定
礎
、

翌
15（1926

）年
7
月
に
工
事
は
竣
工
し
た
。
同
じ
仁
田
寅
蔵
に
よ
り
次
い
で
正
門
の
工
事
も

行
わ
れ
た
。
献
堂
式
は
10
月
16
日
、創
立
40
周
年
記
念
式
と
同
時
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、こ
の
間
、大
正
14（1925

）年
7
月
25
日
付
の『
東
北
学
院
時
報
』（
第
61
号
）に
お
い
て
、

モ
ー
ガ
ン
の
描
い
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
専
門
部
校
舎
の
正
面
図
の
模
写
が
掲
載
さ
れ
、キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
の
計
画
概
要
が
公
表
さ
れ
た
。
図
に
添
え
ら
れ
た
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
趣
旨
説
明
は
、

そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

今
度
時
報
に
掲
載
さ
れ
た
カ
ッ
ト
は
、東
北
学
院
専
門
部
が
是
か
ら
発
展
し
や
う
と
す

る
将
来
の
設
計
図
で
あ
り
ま
す
。
将
来
ど
ん
な
建
物
が
必
要
に
な
る
か
を
熟
慮
し
ま
し
て
、

そ
れ
か
ら
各
建
物
並
に
運
動
場
の
位
置
を
定
め
、綜
合
的
設
計
を
作
る
や
う
技
師
に
云
い
つ

け
ま
し
た
。
建
物
は
皆
建
築
の
様
式
や
構
造
の
材
料
を
劃
一
に
す
る
積
り
で
す
。
そ
れ
は
理

想
的
な
一
群
の
建
物
と
な
り
、
其
處
で
将

来
多
く
の
学
生
が
首
尾
よ
く
且
つ
幸
福
に

勉
強
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま

す
。（
後
略
）

　

専
門
部
校
舎﹇
図
2
│
6
﹈の
特
徴
は
、第
一

に
階
段
室
を
納
め
た
中
央
塔
状
部
に
集

中
さ
れ
る
様
式
的
意
匠
、第
二
に
仙
台
近

郊
の
秋
保
で
産
出
さ
れ
る
淡
灰
青
色
の
長

峯
石（
秋
保
石
／

凝
灰
岩
）を
張
り
詰
め
た
重

厚
な
外
観
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
第
一
の

点
に
関
し
て
は
、頂
部
に
バ
ト
ル
メ
ン
ト
と

第
二
章 
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図2-6  旧専門部校舎（現大学本館）



0
2

2

0
2

3

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
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3 

礼
拝
堂
の
建
設

　

モ
ー
ガ
ン
の
設
計
は
、シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
学
院
関
係
者
の
期
待
に
応
え
る
も

の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
結
果
的
に
以
後
、モ
ー
ガ
ン
と
東
北
学
院
の
関
係
は
、少
な
く
と
も

昭
和
7（1932

）年
8
月
ま
で
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
モ
ー
ガ
ン
が
竣
工
さ
せ
た
の
は
、中
学
部
校
地
内（
東
二
番
丁
）の
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
記
念

社
交
館（
昭
和
3
年
）で
あ
っ
た
。
木
造
2
階
建
て
、屋
根
寄
棟
造
の
建
築
で
あ
っ
た
が
、建
物

は
現
存
し
な
い
。
図
面
や
写
真
か
ら
判
断
す
れ
ば
、天
井
や
建
具
廻
り
の
繰
形
、お
よ
び
階
段

手
摺
等
に
モ
ー
ガ
ン
が
学
院
で
繰
り
返
し
用
い
た
装
飾
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、全
体
的
に
は

簡
素
な
建
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
6（1931

）年
に
は
増
築
も
為
さ
れ
、学
生
や
教

職
員
の
ほ
か
、広
く
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
社
交
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　

東
北
学
院
で
モ
ー
ガ
ン
が
手
が
け
た
最
後
の
建
築
が
、ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝

堂
で
あ
っ
た
。
前
述
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
087
頁
、大
須
賀01-002

）に
お
い
て
当
初
か
ら
現
在
地
に

計
画
さ
れ
て
お
り（「
講
堂
」）、す
で
に
専
門
部
校
舎
の
着
工
前
に「
専
門
部
講
堂
建
築
ノ
場
合
ハ

モ
ル
ガ
ン
氏
ヲ
技
師
ニ
依
頼
ス
」る
こ
と
も
決
定
し
て
い
た
24
。
実
際
、専
門
部
校
舎
の
工
事
が

進
む
大
正
15（1926

）年
2
│
3
月
に
は〝A
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〞と
題
さ
れ
た
計
画
案（
大
須
賀02

-001,002

）や
透
視
図（
施
設

│
図
面
類02-001

）が
作
成
さ
れ
て
い
た
。横
浜
開
港
資
料
館
に
残
る
モ
ー
ガ
ン
の
建
築
図
面
を
見

る
と
、モ
ー
ガ
ン
は
設
計
の
検
討
用
に
透
視
図
を
描
く
こ
と
が
間
々
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
、当
初
は
専
門
部
校
舎
と
同
時
に
講
堂（
礼
拝
堂
）も
建
設
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い

た
が
、建
設
計
画
は
そ
の
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。こ
の
間
に
モ
ー
ガ
ン
は
上
述
の
社
交
館
を

設
計
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、礼
拝
堂
の
計
画
が
再
び
動
き
出
す
の
は
昭
和
5（1930

）年

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

記
録
に
よ
れ
ば
、モ
ー
ガ
ン
が
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
か
ら
依
頼
を
受
け
、礼
拝
堂
の
設
計
業
務
を
正

呼
ば
れ
る
中
世
城
郭
の
銃
眼
風
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト（
胸
壁
）を
、正
面
の
車
寄
に
扁
平
ア
ー
チ（
チ
ュ
ー

ダ
ー
・
ア
ー
チ
）を
用
い
、両
側
に
付
柱
を
付
し
て
垂
直
性
を
際
立
た
せ
る
。コ
字
型
に
各
棟
を
配

し
て
中
庭
を
囲
う
形
式
が
連
続
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
087
頁
、大
須
賀01

-002

）も
含
め
て
、様

式
的
に
は
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
に
見
ら
れ
る
チ
ュ
ー
ダ
ー・
ゴ
シ
ッ
ク
を
参
照
源

と
し
、1920

年
頃
の
米
国
大
学
建
築
の
主
流
を
な
し
た
カ
レ
ッ
ジ・
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
着
想
を
得

た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
際
し
て
米
国
で
の
募
金
活
動
を
長
期
的
に
行
っ

た
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
が
米
国
当
時
の
大
学
施
設
に
無
関
心
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
し
、米

国
で
建
築
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
モ
ー
ガ
ン
に
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
或

い
は
そ
う
し
た
米
国
の
最
新
の
動
向
に
造
詣
が
深
い
建
築
家
と
し
て
、東
北
学
院
が
モ
ー
ガ
ン

を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
正
面
に
向
か
っ
て
右
手
に
講
堂
を
兼
ね

た
礼
拝
堂
、反
対
の
左
手
に
は
図
書
館
を
配
す
る
基
本
設
計
は
、知
識
の
訓
練
に
加
え
る
に

霊
の
訓
練
を
持
っ
て
す
る
建
学
の
精
神
の
具
体
的
表
現
で
あ
る
。」23

　

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
の
細
部
意
匠
が
、こ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、関
東
大
震
災
後
の
日
本
に
お
い
て
、と
り
わ
け
中
学
部
を
大

火
で
失
う
苦
難
を
経
験
し
た
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
、校
舎
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
設

計
す
る
こ
と
は
当
然
の
選
択
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
が
目
指
し
た「
様
式
や
構
造

の
材
料
を
劃
一
に
」し
て
建
設
す
る「
理
想
的
な
一
群
の
」施
設
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、モ
ー
ガ
ン
が
具
体
化
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
、
最
初
に
実

現
し
た
専
門
部
校
舎
は
、多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

な
お
、我
が
国
に
お
け
る
本
格
的
な
カ
レ
ッ
ジ・
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
学
施
設
と
し
て
は
立
教
大
学

現
本
館（
マ
ー
フ
ィ
ー
＆
ダ
ナ
建
築
事
務
所, 1918

）が
有
名
だ
が
、東
北
学
院
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
、こ
れ
を
実
現
し
た
本
館
正
面
の
空
間（
3
棟
が
囲
う
）も
ま
た
、同
様
に
米
国
の
キ
ャ
ン
パ
ス

計
画
思
想
の
日
本
へ
の
伝
播
過
程
を
示
す
貴
重
な
計
画
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。モ
ー
ガ
ン

は
東
北
学
院
で
の
仕
事
の
後
の
昭
和
12（1937

）年
、立
教
大
学
に
も
一
棟
の
作
品
を
残
し
た
。

式
に
受
諾
し
た
の
は
昭
和
5（1930

）年
5
月
13
日
で
あ
っ
た（
施
設
│
文
書
類02

-19300513

）。

当
初
モ
ー
ガ
ン
は
、前
述
の
試
案
と
も
異
な
っ
て
礼
拝
堂
を
楕
円
形（〝oval shaped plan

〞）に
す

る
こ
と
を
検
討
し
た
と
述
べ
る
が
、コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
ラ
テ
ン
十
字
型
に
行
き
着
い
た
と
す
る

（
施
設
│
文
書
類02

-19300603

）。
な
お
、こ
の
楕
円
形
に
つ
い
て
は
、そ
れ
以
上
の
内
容
が
知
ら
れ

る
ス
ケ
ッ
チ
や
書
簡
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、発
案
者
も
含
め
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、モ
ー
ガ
ン
は
し
ば
し
ば
コ
ス
ト
規
模
の
異
な
る
複
数
案
を
並
べ
て
設
計
を
検
討
し
て
い

た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。一
方
、同
年
8
月
に
は
構
造
計
算
書
ま
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で（
施
設

│
図
面
類02

-002

）、基
本
的
な
設
計
は
、6
│
7
月
の
2
ヶ
月
ほ
ど
で
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

昭
和
5（1930

）年
の
9
月
中
に
、東
北
学
院
は
建
設
会
社
8
社
に
対
し
て
、完
成
し
た
仕

様
書
と
図
面
を
添
え
て
、建
設
費
の
見
積
り
を
依
頼
す
る
書
簡
を
送
っ
て
い
る（
施
設
│
文
書
類

02
-193009

X
X

）。
依
頼
先
は
、竹
中
工
務
店
、大
林
組
、清
水
組
、大
倉
土
木
会
社
、鴻
池
組
、

石
井
組
、J. W

. R
U

ST
 E

ngineer

、そ
し
て
本
館
の
施
工
を
請
け
負
っ
た
仁
田
工
務
店
で
あ

る
。
と
り
わ
け
地
方
都
市
に
お
い
て
、普
及
し
始
め
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
を
施
工

で
き
る
技
術
を
持
っ
た
建
設
会
社
は
限
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
8
社
の
う
ち
仙
台
に
事
業
所

（
支
店
）を
構
え
て
い
た
の
は
石
井
組
と
仁
田
工
務
店
の
2
社
の
み
で
、他
の
6
社
は
、東
京
や

横
浜
に
し
か
事
業
所
の
な
い
企
業
だ
っ
た
。
応
札
期
限
の
10
月
15
日
に
は
8
社
の
見
積
り
が

揃
い
、そ
の
金
額
と
仙
台
で
の
実
績
等
を
加
味
し
て
、モ
ー
ガ
ン
は
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
に
石
井
組

を
推
薦
し
た
。
同
社
の
応
札
額
は
低
価
側
か
ら
数
え
て
8
社
中
3
番
目
だ
っ
た
が
、そ
の
額

は
モ
ー
ガ
ン
の
考
え
と
ま
さ
に
一
致
す
る
も
の
だ
っ
た
。モ
ー
ガ
ン
は
自
ら
一
社
を
推
す
意
図

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。〝M

y endeavor is to construct the building w
ithin the 

figure you gave and safe guard your interests

〞（
施
設
│
文
書
類02

-19301018

）。
建
築

主
の
立
場
に
立
っ
て
職
務
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
モ
ー
ガ
ン
の
考
え
方
が
読
み
取
れ
る
貴
重

な
一
文
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
は
、そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。

　

昭
和
5（1930

）年
11
月
に
は
、東
北
学
院
と
石
井
組
と
の
間
で
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ

た
。
同
月
、建
築
認
可
申
請
が
東
北
学
院
よ
り
宮
城
県
に
提
出
さ
れ
、ほ
ど
な
く
許
可
が
下

り
て
、着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。
定
礎
は
翌
6（1931

）年
7
月
、昭
和
7（1932

）年
2
月
に
建

物
は
落
成
し
、3
月
19
日
に
献
堂
式
が
行
わ
れ
た
。

 

註
13  

付
表
4
、並
び
に
本
節
に
お
け
る
東
北
学
院
の
歴
史
に
関
す
る
記
述
は
、特
記
な
き
限
り『
東
北
学
院
七
十
年
史
』

（
花
輪
庄
三
郎
、1959

）、『
東
北
学
院
百
年
史
』（
通
史
、同
編
集
委
員
会
編
、1989

.5

）、及
び『
東
北
学
院
の
歴
史
』（
学
校
法
人

東
北
学
院
編
、2017

.10

）に
よ
っ
た
。

14  

当
初
は
山
下
町
の
旧
露
亜
銀
行
横
浜
支
店
の
建
物
内
に
事
務
所
を
置
い
た
が
、昭
和
3
年
に
は
自
ら
設
計
し
た
ユ
ニ

オ
ン・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
横
浜
山
下
町
）内
へ
再
度
移
転
し
た
。

15  

仙
台
市
編
：
仙
台
市
統
計
書（
平
成
30
年
版
）、表
2
│
1
人
口
の
推
移（
明
治
22
年
〜
平
成
30
年
）、に
よ
る
。http

://

w
w

w
.city.sendai.jp/chosatoke/shise/toke/tokesho/h30

-01
/02

.htm
l

16  

東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
：
理
事
会
議
事
録 

大
正
4（1915

）年
3
月
〜
同
8（1919

）年
12
月
。

 
 

大
正
8
年
1
月
の
理
事
会
で
、「
専
門
部
校
舎
ハ
之
ヲ
本
年
中
ニ
建
築
ス
ル
必
要
ア
ル
ヲ
以
テ
先
ニ
募
集
シ
タ
ル
建
築

基
金
ヲ
送
達
セ
ラ
レ
タ
キ
旨
当
地
ミ
ッ
シ
ョ
オ
ン
ヲ
通
シ
北
米
傳
道
會
社
ニ
請
求
」す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。

17  

鈴
木
勇
一
郎「
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
と
ヘ
ン
リ
ー・
K・マ
ー
フ
ィ
ー
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』2012

(9
)

、56
│
80
頁
）

お
よ
び
堀
勇
良「
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
」（『
日
本
の
美
術
』第

447
号
、2003

.8

、至
文
堂
、47
│
49
頁
）。
堀
に
よ
れ
ば
、ウ
ィ
ル

ソ
ン
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
出
身
で
、聖
路
加
国
際
病
院
の
計
画
に
も
関
与
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

18  

同
註
16
。
な
お
、こ
の
時
点
で
学
院
は
、中
学
部
や
専
門
部
等
を
す
べ
て
ま
と
め
て
仙
台
の
郊
外
に
移
転
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

19  

同
註
17（
堀
）、69
頁
、98
頁
。

20  

同
註
16 

21  

東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
：
理
事
会
議
事
録 

大
正
14（1925

）年
2
月
〜
昭
和
3（1928

）年
3
月
。

22  

同
前
。
大
正
14
年
4
月
27
日
の
議
事
録
に「
建
築
委
員
ヨ
リ
提
出
ナ
リ
タ
ル
専
門
部
校
舎
建
築
設
計
ヲ
受
ケ
入
レ
」

と
あ
る
。

23  『
東
北
学
院
百
年
史
』（
通
史
）：
同
編
集
委
員
会
編
、1989

.5

、578
頁

24  

同
註
21
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ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

社
製
の
創
建
当
初
か
ら
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
原
形
を
残
す
。
献
堂
当
時
、北
日
本
で
唯
一
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
。
或
い
は
建
築
的
に
は
、建
具
や
開
閉
金
物
に
、創
建
当
初

か
ら
の
も
の
が
比
較
的
よ
く
残
る
。
本
報
告
書
で
そ
の
全
容
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、講
堂
の
両
側
壁
に
穿
た
れ
た
縦
長
窓
の
枠・
桟・
開
閉
装
置・
ガ
ラ
ス（
一
部
）や
、木
製

扉・
把
手（1920

創
業
の
米
国Sch

lag
e

社
製
の
も
の
が
2
種
類
確
認
さ
れ
る
）・
錠・
蝶
番・
ド
ア
ク
ロ
ー

ザ
ー（
19
世
紀
末
創
業
の
米
国N

orton

社
製
）な
ど
が
代
表
的
な
例
で
、東
北
学
院
で
は
こ
れ
ら
の

記
録
と
リ
ス
ト
化
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、講
堂
内
の
吊
り
照
明
は
、創
建
当
初
の
デ
ザ
イ
ン
を
模
し
て
制
作
し
た
戦
後
の
復
元

で
あ
る
。
ま
た
、建
物
の
四
隅
に
設
け
ら
れ
た
階
段
室
の
手
摺
子
は
、半
数
以
上
が
切
断
さ
れ

た
痕
跡
を
残
す
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
は
戦
時
中
の
金
属
供
出
の
影
響
で
あ
り
、こ
れ

自
体
も
、建
物
の
来
歴
を
物
語
る
重
要
な
歴
史
の
一
部
で
あ
る
。

　

礼
拝
堂
は
現
在
、毎
日
の
礼
拝
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、定
期
的
に
催
さ
れ
る
公
開
礼
拝

や
、学
内
の
諸
行
事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、ミ
ッ
シ
ョ
ン・ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
礼
拝

堂
の
重
要
性
か
ら
、機
能
的
に
は
、特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
主
要
用
途
が
変
更
さ
れ
る
見

込
み
の
な
い
建
物
で
あ
る
。

　

一
方
、唯
一
用
途
の
変
更
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
は
、地
階
で
あ
る
。
日
曜
学
校
と
し
て
の

機
能
を
い
つ
ま
で
維
持
し
た
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、戦
時
中
に
は
空
襲
で
壊
滅
し
た
電
信
局

の
仮
局
舎
と
し
て
建
物
が
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、昭
和
31（1956

）年
に
は
地
階
を「
学
生
食
堂
」

に
改
造
し﹇
図
2
│
7
﹈、こ
れ
に
伴
う
設
備
工
事
が
行
わ
れ
た
。
平
成
7（1995

）年
に
は「
東
北

学
院
計
算
機
セ
ン
タ
ー
」に
改
造
さ
れ﹇
図
2
│
8
﹈、空
調
設
備
と
照
明
設
備
の
大
幅
な
更
新

と
、機
械
室
の
改
修
を
行
っ
た
。
更
に
平
成
13（2001

）年
に
は「
東
北
学
院
資
料
室
」に
用
途

変
更
し
、以
来
一
部
を
収
蔵
庫
、一
部
を
展
示
室
に
あ
て
、学
院
の
歴
史
を
保
存
す
る
役
割
と
、

こ
れ
を
公
開
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
外
部
の
研
究
者
の
求
め
に
応
じ
て
史
料
を
開
示
す

 ﹇
第
三
節
﹈ 

竣
工
後
の
改
修
履
歴
・
修
復
履
歴

　

竣
工
後
の
主
要
な
修
復
履
歴
や
、平
面
・
立
面（
外
観
）・
断
面
に
変
更
を
来
し
た
改
修
履
歴

を
以
下
に
示
す
。

昭
和
18（1943

）年
頃 

講
堂
照
明
、階
段
手
摺
子
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
金
属
を
供
出

昭
和
21（1946

）年 
 

 

戦
災
箇
所
の
修
復
に
着
手
。
焼
夷
弾（
不
発
）が
屋
根
を
貫
通
し
た
と

も
伝
わ
る
が
、被
害
の
実
態
は
不
詳

昭
和
31（1956

）年 
 

地
階
を
学
生
ホ
ー
ル・
食
堂
等
に
改
造（
5
月
頃
）

昭
和
53（1978

）年 
 

新
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置（
独
ベ
ッ
ケ
ラ
ー
ト
社
製
、11
月
）

昭
和
63（1988

）年 
 

地
階
の
学
生
食
堂
を
閉
鎖（
3
月
）

年
不
詳 

 

外
壁
に
石
材
保
護
材
を
塗
布

平
成
7（1995

）年 
 

設
備
更
新（
7
│
9
月
）、地
階
を
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
改
造（
7
│
10
月
）

平
成
13（2001

）年 
 

南
側
扉
改
修
工
事（
4
月
）、地
階
に
東
北
学
院
資
料
室
開
設（
5
月
）

平
成
20（2008

）年 
 

耐
震
補
強
工
事
・
柱
修
復
工
事（
7
│
10
月
）

平
成
23（2011

）年 
 

震
災
復
旧
工
事（
天
井
修
復・
木
下
地
補
強
、9
月
完
了
）

平
成
30（2017

）年 
 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
分
解
修
復
工
事（
翌
年
3
月
ま
で
）

令
和
2（2020

）年 
 

1
階
に
東
北
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー
設
置（
改
修
工
事
4
月
完
了
）

　

創
建
当
初
か
ら
の
装
置
や
設
備
が
多
く
残
る
点
も
ま
た
、こ
の
礼
拝
堂
の
重
要
な
特
徴
で

あ
る
。
最
も
代
表
的
な
も
の
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
だ
が
、こ
れ
は
英
国
ヒ
ー
ト
ン・バ
ト
ラ
ー
＆

バ
イ
ン
工
房
で
制
作
さ
れ
た
国
内
唯
一
の
現
存
作
品
と
し
て
、極
め
て
貴
重
な
も
の
と
言
わ
れ

る
。
宮
城
県
沖
地
震（1978

年
）や
東
日
本
大
震
災（2011

年
）に
も
耐
え
、2017

年
度
に
創

建
以
来
初
め
て
、全
面
的
に
分
解
し
て
修
復
さ
れ
た
25
。
ま
た
、講
壇
に
向
か
っ
て
右
手
に
は
、

現
在
は
演
奏
で
き
な
い
も
の
の
、シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
選
択
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
米
国
モ
ー
ラ
ー

る
場
合
も
あ
る
。

　

な
お
、礼
拝
堂
の
地
下
か
ら
大
学
本
館（
旧
専
門
部
校
舎
）の
地
下
に
か
け
て
、建
設
当
初
に

設
け
ら
れ
た
設
備
用
の
地
下
隧
道
が
現
存
し
、現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
低
圧
蒸
気
暖
房

や
、給
排
水
の
配
管
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
端
部
は
、マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
応
じ
て
施
設
が
将
来
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
時
の
た
め
に
、煉
瓦
壁
で
仮
設
的
に
塞
が
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る﹇
図
2
│
9
﹈。
外
部
か
ら
望
見
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、こ
れ
も
ま
た
持

続
的
な
発
展
を
考
慮
し
て
設
け
ら
れ
た
、貴
重
な
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
遺
産
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、礼
拝
堂
は
、維
持・
保
存
を
旨
と
し
て
使
用
さ
れ
、管
理
さ
れ
て
い
る
。
外
壁
の
秋
保

石
は
年
月
を
経
て
風
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、昭
和
年
代
頃
に
保
護
剤
を
塗
布
し

た
。
平
成
21（2009

）年
に
は
耐
震
補
強
工
事
と
柱
の
修
復
工
事（
ジ
ャ
ン
カ
対
応
）を
行
い
、東

日
本
大
震
災
後
に
は
、被
災
し
た
天
井
と
壁
の
復
旧
工
事
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、い
ず
れ
も
修

復
の
範
囲
と
捉
え
ら
れ
、総
じ
て
言
え
ば
、複
数
回
の
大
規
模
な
自
然
災
害
や
第
二
次
大
戦

に
も
耐
え
、創
建
以
来
の
姿
を
極
め
て
よ
く
残
し
て
い
る
。
平
成
26（2014

）年
に
は
、国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

　

東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、決
し
て
多
作
で
は
な
か
っ
た
建
築
家Jay H

.

モ
ー
ガ

ン
の
、非
住
宅
系
施
設
の
代
表
的
遺
構
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
主
要
施
設
の
配
置
構
成
や
建
築

の
細
部
意
匠
は
、北
日
本
の
重
要
な
伝
道
拠
点
で
あ
っ
た
仙
台
に
お
け
る
、キ
リ
ス
ト
教
物
質

文
化
の
伝
播
過
程
を
今
に
伝
え
る
と
と
も
に
、近
代
日
本
に
お
け
る
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

有
り
様
を
も
示
す
、重
要
な
証
人
と
評
価
で
き
よ
う
。

 

註
25  

修
復
作
業
の
過
程
や
手
法
に
つ
い
て
は
、以
下
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

 
 

平
山
健
雄
編
：
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
修
復
の
記
録
、東
北
学
院
大
学
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
発
行
、2018

.5

 
 

報
告
書
は
東
北
学
院
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。http

s://w
w

w
.toh

ok
u

-g
ak

u
in

.ac.jp
/

theology/info/pdf/stainedglass_report.pdf
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図2-7  学生食堂として使用されていた頃の地階の様子

図2-8  計算機センターとして使用されていた頃の地階の様子

図2-9  礼拝堂～本館の地下隧道に残る煉瓦壁
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付表1  大須賀家旧蔵Jay H.モーガン建築図面類（礼拝堂）

 
資料番号

 
大須賀01-002

 
大須賀02-001

 
大須賀02-002

 
大須賀02-003

 
大須賀02-004

 
大須賀02-005

 
大須賀02-006

 
大須賀02-007

 
大須賀02-008

 
大須賀02-009

 
大須賀02-010

 
大須賀02-011

 
大須賀02-012

 
大須賀02-013

 
大須賀02-014

 
大須賀02-015

 
大須賀02-016

 
大須賀02-017

 
大須賀02-018

 
大須賀02-019

 
大須賀02-020

 
大須賀02-021

 
大須賀02-022

 

 
図面名称

 
PLOT PLAN（南六軒丁敷地配置計画図：マスタープラン）

 
東北学院礼拝堂  試案（１階平面図、バルコニー階平面図）

 
東北学院礼拝堂  試案（地階平面図、立面図、断面図）

 
PLOT PLAN（配置図）

 
PLOT PLAN（配置図）

 
1階平面図

 
地階平面図・バルコニー階平面図

 
東立面図

 
西立面図

 
南立面図・東西（前方部）断面図（「十字外陣「バルコニー」断面」）

 
北立面図・東西（後方部）断面図（「正面「バルコニー」ニ向フ」）

 
南北断面図・部分詳細図

 
屋階平面図・ルーフドレイン詳細図

 
身廊断面詳細図・内外壁詳細図（TYPICAL EXTERIOR WALL）

 
翼廊断面詳細図・内外壁詳細図（EXTERIOR WALL AT TRANSEPT AND BALCONY）

 
窓廻り詳細図・窓明細表（TYPE“a”～TYPE“e”）

 
窓廻り詳細図・窓明細表（TYPE“f”～TYPE“p”）

 
祭壇上部窓（ステンドグラス）方立詳細図

 
祭壇後壁詳細図

 
祭壇上部窓（ステンドグラス）割付図・押え桟詳細図

 
祭壇上部窓（ステンドグラス）保護網戸詳細図

 
木製建具（ドア）詳細図・扉明細表

 
木製建具（ドア）枠詳細図・扉明細表

 

 
内容・縮尺

 
配置計画図（マスタープラン）1/600、正門平面図1/50

 
平面図1/200、収容1030名。“APRELEMINARY STUDY ON CHAPEL FOR TOHOKU 
GAKUIN SENDAI JAPAN”、裏面に“TOHOKUGAKUIN CHAPEL_STUDY”

 
平面図1/200、立面図（４面）1/200、南北断面図1/200。東西立面図は実施案とよく
似ているが、北面にはステンドグラスがなく、屋根は勾配が大きい。
 
配置図1/600、キャンパス現況図に礼拝堂の配置計画を記す。

 
配置図1/600、歩道詳細図1/10、マスタープランの礼拝堂部分を改訂したもの。

 
平面図1/100、収容1111名（1階700名＋バルコニー411名）。“REVISED 1930.12.27-
MAIN ENTRANCE”、“REVISED 1931 .4 .30-ELEC. OUTLETS”
 
地階平面図1/100、バルコニー階平面図1/100。“REVISED 1930 .12 .27-MAIN 
ENTRANCE”、“REVISED 1931 .5 .1 -BRACKET LIGHTS”
 
東立面図1/100。仕上げ等の記載あり。
基礎／正面階段「花崗石」、外壁「長峯石」、渡廊下「人造石」。最高高さ43.5尺
 
西立面図1/100

 
南立面図1/100、断面図1/100

 
北立面図1/100、断面図1/100

 
南北断面図1/100、階段詳細図1/10、階段手摺詳細図1/2、木製幅木詳細図1/2、
木製靴摺詳細図、大理石製靴摺詳細図1/2、他。“REVISED Dec. 2’30, Oct. 10’31”
 
屋根伏図1/100、ルーフドレイン詳細図1/10

 
断面詳細図1/20、外部姿図（部分）1/20、内部姿図（部分）1/20、「人造石磨出シ床仕
上ゲ詳細図」1/10、「床板張リ仕上ゲ詳細図」1/5
 
断面詳細図1/20、外部姿図（部分）1/20、内部姿図（部分）1/20、「人造石磨出シ及
「セメント」床詳細図」1/10、「渡廊下内隧道用鉄枠付キ鉄蓋」1/10
 
詳細図1/2、窓明細表（TYPE“a”～ “e”）。窓明細表TYPE“e”に×を上書きする。

 
詳細図1/2、窓明細表（TYPE“f”~“p”）。ただしTYPE“i”は欠号。

 
祭壇上部窓（ステンドグラス）詳細図1/2、外側半分正面図1/10、内側半分正面図
1/10、平面図1/10
 
祭壇後壁詳細図（平面詳細図1/10、断面詳細図1/10）

 
内側正面図1/10、サッシュ詳細図1/1

 
ステンドグラス保護網戸詳細図（縮尺記載なし）

 
扉詳細図1/1、扉明細表。“REVISED DEC. 30TH. 1930”

 
扉枠詳細図1/2、扉明細表

 

 
図面番号

 
1

 
①

 
②

 
1

 
1A

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 
8

 
9

 
10

 
11

 
12

 
13

 
14

 
14A

 
14A

 
14A

 
15

 
15A

 

 
事務所表示・作図担当者
MADE TRACED CHECKED
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, TOKYO
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, TOKYO, JAPAN
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, TOKYO, JAPAN
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI T.MURATA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI T.MURATA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA T.MURATA 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA T.MISAKI 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
Y.OHSUGA T.MURATA 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA T.MURATA 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
Y.OHSUGA T.MURATA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
Y.OHSUGA T.MURATA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
Y.OHSUGA T.H 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI T.MISAKI Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA T.MURATA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA T.MURATA 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.MISAKI T.MURATA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 

 
年月日

 
［1925］

 
1926 .2 .25

 
1926 .2 .25

 
1930 .10 .27

 
1930 .10 .23

 
1930 .9 .15

 
1930 .9 .15

 
1930 .9 .9

 
1930 .9 .20

 
1930 .9 .9

 
1930 .9 .9

 
1930 .9 .9

 
1930 .8 .1

 
1930 .9 .29

 
1930 .9 .29

 
1930 .9 .29

 
1930 .9 .29

 
1930 .9 .29

 
1931 .2 .18

 
1931 .2 .24

 
無記載

 
1930 .9 .20

 
1931 .1 .29
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大須賀02-023

 
大須賀02-024

 
大須賀02-025

 
大須賀02-026

 
大須賀02-027

 
大須賀02-028

 
大須賀02-029

 
大須賀02-030

 
大須賀02-031

 
大須賀02-032

 
大須賀02-033

 
大須賀02-034

 
大須賀02-035

 
大須賀02-036

 
大須賀02-037

 
大須賀02-038

 
大須賀02-039

 
大須賀02-040

 
大須賀02-041

 
大須賀02-042

 
大須賀02-043

 
大須賀02-044

 
大須賀02-045

 
大須賀02-046

 

 
説教台 (右 )詳細図、読書台 (左 )詳細図、座席及び手摺詳細図

 
欠番

 
祭壇詳細図①

 
便所詳細図

 
オルガン室詳細図

 
パイプオルガン配管図

 
玄関詳細図

 
玄関階段訂正図

 
玄関訂正詳細図

 
渡廊下詳細図

 
北西階段室詳細図

 
翼廊バルコニー詳細図・講壇上部アーチ断面図

 
北西階段室・パイプオルガン配管詳細図

 
地階折戸詳細図

 
座席配置図

 
座席・手摺原寸図

 
洗礼盤詳細図

 
座席端ラジエーターボックス原寸図

 
説教台詳細図

 
説教台スタンド詳細図

 
説教台前面パネル原寸図

 
祭壇詳細図②

 
読書台スタンド詳細図

 
窓下ラジエーターボックス詳細図

 

 
説教台詳細図1/2、説教台正面図1/20、読書台詳細図1/20、読書台正面図1/20、読
書代平面図1/20、座席及び最前列手摺詳細図1/10。説教台上部に×を上書きする。
 

 
祭壇正面図1/10、祭壇断面図1/10、祭壇部分詳細図1/2

 
平面図1/20、断面図（1/20、1/10）、内外壁仕上げ詳細図（1/10）、排水桝詳細図1/20

 
平面詳細図1/50、断面詳細図1/50、「楽士「キャビネット」詳細図1/20、他。
“REVISED APRIL 18TH-1931”
 
パイプオルガン配管図1/50

 
玄関平面詳細図1/20、玄関断面詳細図1/20、正面姿図1/20。“FOR FRONT 
DOORS AND ENTRANCE STAIR, SEE RIVISED DETAIL SHEETS”, “SEE 
SHEET No.20-A,20-B”
 
1階平面図1/20、バルコニー階平面図1/20、地階平面図1/50、地上部分断面図
1/20、地階部分断面図1/50
 
断面詳細図1/20、正面姿図1/20

 
平面図1/20、立面図1/20、断面図1/20、窓及び扉明細表

 
断面詳細図1/20

 
翼廊バルコニー平面図1/20、同姿図1/20、講壇上部アーチ断面図1/10

 
断面詳細図1/20、“REVISED APRIL 18TH-1931”

 
平面図1/50、姿図（1/50、1/20）、平面詳細図1/5、断面詳細図1/2

 
平面図1/50、平面詳細図1/20

 
座席断面詳細図1/1、最前列手摺詳細図1/1。“REVISED JUNE 18TH”

 
平面図1/10、姿図1/10、断面図1/10、部分詳細図1/2。加茂更紗を使用。

 
詳細図1/1。“REVISED JUNE 18TH”

 
断面詳細図1/2、部分詳細図1/2。“REVISED JUNE 18TH”

 
スタンド詳細図1/2

 
詳細図1/1

 
部分詳細図1/2。日付部分に欠損あり。

 
姿図1/20、詳細図1/2

 
姿図1/20、断面詳細図1/2、部分詳細図1/2
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16

 

 
17

 
18

 
19

 
19A

 
20

 
20 .A

 
20 .B

 
21

 
22

 
22

 
22

 
23

 
24

 
25

 
25

 
26

 
27

 
27A

 
28

 
29

 
30

 
31

 

 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA T.H Y.OHSUGA
 

 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA Y.OHSUGA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI T.MISAKI Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA T.MURATA Y.OHSUGA

 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA T.MURATA Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.MURATA T.MISAKI Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
Y.OHSUGA 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MISAKI 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.MISAKI 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 

 
1930 .10 .4

 

 
1930 .10 .4

 
1930 .11 .4

 
1930 .9 .29

 
［1931 .4］

 
1930 .10 .11

 
1930 .12 .27

 
1930 .12 .27

 
1930 .11 .10

 
1930 .10 .21

 
1931 .3 .24

 
無記載

 
1931 .5 .13

 
1931 .5 .21

 
1931 .2 .7

 
1931 .12 .5

 
無記載

 
1931 .2 .16

 
1931 .6 .9

 
1931 .2 .17

 
欠損

 
1931 .6 .29

 
1931 .7 .25
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大須賀02-047

 
大須賀02-048

 
大須賀02-049

 
大須賀02-050

 
大須賀02-051

 
大須賀02-052

 
大須賀02-053

 
大須賀02-054

 
大須賀02-055

 
大須賀02-056

 
大須賀02-057

 
大須賀02-058

 
大須賀02-059

 
大須賀02-060

 
大須賀02-061

 
大須賀02-062

 
大須賀02-063

 
大須賀02-064

 
大須賀02-065

 
大須賀02-066

 
大須賀02-067
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JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
無記載 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT. YOKOHAMA, JAPAN
T. HIRASAWA, C.E.
無記載 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H T.H T.H
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
T.HIRASAWA, C.E.
T.H 無記載 無記載
 
J.H.M／判読不能
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
無記載
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
無記載
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
ヂェー. エッチ. モルガン建築設計事務所
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 

 
1930 .8 .

 
1930 .8 .

 
1930 .8 .

 
1930 .8 .30

 
1930 .9 .9

 
1930 .9 .16

 
1930 .8 .

 
1930 .9 .23

 
1930 .10 .14

 
1930 .10 .7

 
1930 .10 .10

 
1930 .12 .12

 
1930 .12 .29

 
1930 .12 .17

 
1931 .1 .22

 
1931 .6 .6

 
1930 .12 .19

 
1931 .1 .17

 
1931 .2 .25

 
1931 .2 .25

 
1931 .2 .25

 

 
基礎伏図1/100、各部詳細図1/50、1/20。“REVISED OCT. 27’ 30”

 
床伏図1/100、各部詳細図（縮尺無記入）、梁配筋表、スラブ配筋表。“REVISED 
OCT. 27’ 30”

 
床伏図1/100、バルコニー構造（配筋）詳細図（縮尺無記入）、梁配筋表。“REVISED 
OCT. 27 ' 30”, “REVISED DEC. 22’ 30”

 
屋根伏図1/100、小屋組（トラス）詳細図1/20、スラブ配筋表。“REVISED：9/9 /30”

 
屋根伏図1/100、小屋梁詳細図1/20、スラブ配筋表

 
断面詳細図（縮尺無記載）、部分詳細図（縮尺無記載）

 
柱配筋表。“REVISED OCT. 27’ 30”

 
1階床梁配筋詳細図（縮尺無記載）。“REVISED OCT.’ 30”

 
床梁配筋詳細図・小屋梁配筋詳細図（いずれも縮尺無記載）。“Reviced Dec. 22 , 
1930”, 変更点を箇条書きで記す。

 
断面図1/50、部分詳細図1/20。“Reviced Nov. 1 , 1930”, “Reviced Dec. 23 , 
1930”, 12月23日の変更点を付記する。

 
断面図1/50、部分詳細図1/20。“Reviced Dec. 23’ 30”, 変更点を付記する。「不明
ノ点ハ申出ニヨリ詳細ニ圖解スル故直ニ申出ラレ度シ」との注記を付す。

 
玄関周り配筋図1/20、バルコニー配筋図1/20、窓周り配筋詳細図1/20、他

 
石厚詳細図1/20、北立面石厚区分図1/100、南立面石厚区分図1/100

 
断面現寸面1/1。“Reviced Dec. 23’ 30”, “Reviced Jan. 21’ 31”, 
“Reviced Feb. 4’ 31”
 
断面原寸図1/1、壁側終端訂正図1/20。“Reviced beams in both balconies in 
trancepts, Jan. 22’ 31”, “Reviced Feb. 4’ 31”
 
天井照明取り付け詳細図。「大講堂に十ヶ所入用」

 
給排水配管図1/50、配管トラップ詳細図1/20

 
下駄箱及び傘立て（地階／ 1階北東）平面図1/50、下駄箱姿図1/20、下駄箱詳細図
1/10、傘立て姿図1/10、傘立て断面図1/10
 
玄関扉上部（チューダー・アーチ）繰型原寸図1/1

 
玄関上部パネル（彫刻）原寸図1/1

 
玄関上部スパンドレル原寸図1/1

 

 
基礎伏図・基礎詳細図

 
1階床伏図・梁配筋表・スラブ配筋表

 
バルコニー階床伏図・梁配筋表・バルコニー断面詳細図

 
屋根伏図・鉄骨小屋組詳細図・スラブ配筋表

 
屋根伏図・梁詳細図・スラブ配筋表

 
鉄骨フレーム詳細図

 
柱詳細図

 
1階床梁詳細図

 
バルコニー階床梁詳細図・小屋梁詳細図

 
階段室構造詳細図①

 
階段室構造詳細図②

 
配筋部分詳細図

 
石厚詳細図

 
身廊バルコニー手摺（梁）原寸図

 
翼廊バルコニー手摺（梁）原寸図

 
天井吊り照明取付詳細図

 
便所配管図

 
下駄箱詳細図・傘立て詳細図

 
玄関扉上部繰型原寸図

 
玄関上部パネル（彫刻）原寸図

 
玄関上部スパンドレル原寸図

 

 
S-1

 
2 -S

 
3 -S

 
無記載

 
4 -S

 
5 -S

 
6 -S

 
7 -S

 
8 -S

 
9 -S

 
10-S

 
11-S

 
12-S

 
無記載

 
無記載

 
E

 
M-1

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載
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JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
T.MURATA 無記載 Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA 無記載 無記載
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
Y.OHSUGA 無記載 無記載
 
無記載
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
無記載
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
無記載
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
無記載
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA, JAPAN
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
記載欄なし 記載欄なし 記載欄なし
 

 
1931 .2 .25

 
1931 .2 .25

 
1931 .2 .25

 
1931 .3 .25

 
1931 .5 .1

 
1931 .6 .12

 
［1931］7 .28

 
［1931］7 .31

 
［1931］8 .1

 
［1931］8 .10

 
1932 .1 .13

 
1932 .1 .21

 
無記載

 
無記載

 
［1931 .10］

 
無記載

 
［1930 .5-8］

 
無記載

 
1931 .12 .11

 
無記載

 

凡例  1 ：「図面名称」と「内容」は作成者による。ただし出来る限り図面中の語を使用することとし（旧字は原則として常用漢字に改めた）、特に「　」内、“  ”内、及び英語表記は図面からの抜粋で
あることを示す。｜2：「事務所表示・作図担当者」欄の上段には図面標題欄から事務所名を、下段には同様に担当者名を、いずれも図面中の表記にしたがって記載した。図面に表題欄
が無い場合や、表題欄があっても担当者欄が空欄の場合は「無記載」とした。｜3：「図面番号」欄及び「年月日」欄は、いずれも図面中の表記にしたがって記載した。記載が無い場合は
「無記載」とした。また「年月日」欄に内における［　］内は、その内容や他の図面等から作成者が推定したものであることを示す。
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大須賀02-068

 
大須賀02-069

 
大須賀02-070

 
大須賀02-071

 
大須賀02-072

 
大須賀02-073

 
大須賀02-074

 
大須賀02-075

 
大須賀02-076

 
大須賀02-077

 
大須賀02-078

 
大須賀02-079

 
大須賀02-080

 
大須賀02-081-01

 -02

 -03

 -04

 
大須賀02-082

 
大須賀02-083

 
大須賀02-084

 

 
パラペット笠石原寸図1/1

 
外壁付柱上端部原寸図1/1、同柱礎原寸図1/1、窓上部繰型原寸図1/1

 
北面外壁上部彫刻及びパラペット詳細図1/2

 
窓姿図。大須賀02-015 ,016を一部訂正する。

 
定礎石（CORNER STONE）原寸図1/1、定礎箱（LEAD BOX）原寸図1/1、定礎箱位置
図（平面図、立面図、断面図）1/20
 
部分詳細図1/10。大須賀02-34（講壇上部アーチ断面図）の寸法を一部変更する。

 
バルコニー前面手摺断面図1/2、同前面彫刻詳細図1/2。「彫刻ハ石膏模型ヲ作リ
承認ヲ受クベシ」との注記を付す。
 
講壇アーチ付柱及び彫刻詳細図1/2。「彫刻ハ石膏模型ヲ作リ承認ヲ受クベシ」と
の注記を付す。
 
翼廊付柱（柱頭・柱脚）詳細図1/2、玄関ホール付柱（柱頭・柱脚）詳細図1/2。「彫刻ハ
石膏模型ヲ作リ承認ヲ受クベシ」との注記を付す。
 
身廊天井梁型パネル（彫刻）原寸図1/1

 
講壇平面図1/50、椅子正面図1/10、椅子側面図1/10、椅子平面図1/10

 
正面図1/10、側面図1/10、見下げ図1/10、部分原寸図（一般部、隅角部）1/1、天面ブ
ロンズ・グリル原寸図1/1
 
講堂正面右半分立面図

 
ステンドグラス割付図（姿図）、ステンドグラス固定詳細図

 
扉・欄間姿図。“O.K. J.H.M”の署名を記す。大須賀02-011中の加筆内容
（1931 .10 .10付）と寸法が一致するため、この時期の作成と考えられる。
 
姿図。ブロンズ製。ゲルハード夫妻と3人の娘への感謝を記す。

 
配置図1/600。“REVISED AUG. 8TH”. 設計開始時期（1930.5頃）と正面広場の形
状から、1930 .5-8に作成されたものと考えられる。
 
花崗岩にV溝加工で“RAHAUSER MEMORIAL CHURCH”と刻む。

 
姿図1/1、刻印断面図1/1、固定方法詳細図1/1。寄付者名を記す。“12”×15””と
のメモを付す。
 
姿図1/1、寄付者名を記す。

 

 
パラペット笠石原寸図

 
外壁付柱等原寸図

 
北面外壁上部彫刻及びパラペット詳細図

 
窓姿図

 
定礎石及び定礎箱原寸図

 
ステンドグラス（祭壇）上部アーチ詳細図

 
バルコニー前面手摺詳細図

 
講壇アーチ付柱及び彫刻詳細図

 
翼廊付柱詳細図・玄関ホール付柱詳細図

 
身廊天井梁型パネル（彫刻）原寸図

 
講壇椅子詳細図

 
講壇及びオルガン前ラジエーターボックス詳細図

 
講堂正面右半分立面図

 
ステンドグラス設置方法指示図

 
扉姿図（メーター室～トンネル間）

 
銘板詳細図

 
PLOT PLAN（配置図）

 
銘板詳細図

 
銘板詳細図（原寸図）

 
銘板詳細図（原寸図）

 

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
無記載

 
30A

 
NO.3

 
NO.4
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付表2  東北学院旧蔵建築図面類（礼拝堂）

 
資料番号
 
施設 -図面類02-001

 
施設 -図面類02-002

 
施設 -図面類02-003

 
施設 -図面類02-004

 
施設 -図面類02-005

 
施設 -図面類02-006

 
施設 -図面類02-007

 
施設 -図面類02-008

 
施設 -図面類02-009

 
施設 -図面類02-010

 
施設 -図面類02-011

 
施設 -図面類02-012

 
施設 -図面類02-013

 
施設 -図面類02-014

 
施設 -図面類02-015

 
施設 -図面類02-016-01

 -02

 -03

 
施設 -図面類02-017

 
施設 -図面類02-018

 
施設 -図面類02-019

 

 
図面名称
 
東北学院礼拝堂  
試案（彩色透視図）
 
東北学院礼拝堂新築設計 
強度計算書
 
便所配管図

 
講壇及びオルガン前
ラジエーターボックス詳細図
 
欠番

 
各階平面図

 
窓詳細図
（TYPE“a2” “a3” “a4”）
 
窓詳細図
（TYPE“q” “r”）
 
窓詳細図
（TYPE“c” “f” “g” “h”）
 
窓詳細図
（TYPE“J” “l” “m” “n” “o” “P”）
 
窓明細表
（TYPE“a1”~“P”）
 
地階暖房用管路図

 
地階暖房用鉄管壁貫通部
詳細図
 
1階暖房用ブリキ筒床貫通部
詳細図
 
2階暖房及び換気装置用
床貫通位置図
 
地階改装工事平面図

 
1階及び中2階ラジエーター
修繕工事平面図
 
地階暖房設備工事平面図

 
1階平面図・求積図・求積表

 
地階平面図・2階平面図

 
礼拝堂建物平面図

 

 
内容・縮尺
 
「大須賀02-001」及び「大須賀02-002」に対応する。洋紙に、正門側（北東）より礼拝堂を見たイメージ
を二点透視図法で描く。“A PROPOSED CHAPEL FOR TOHOKU GAKU-IN, SENDAI”と記す。
 
B5サイズより稍大きい青焼図面。表紙と折込図を含み、33枚をピンで綴じる。表紙に署名を付す。

 
大須賀02-063の青焼図の一部に手書きで上書きしたもの。裏面には “New Drawing for piping in 
toilet” として2点を付記する。
 
大須賀02-079の青焼図。

 

 
地階平面図、1階平面図、バルコニー階平面図。青焼図。講堂より南側のみ記載し、北側は外壁輪郭
線のみとする。地階平面図に便所の給排水設備を記載する。
 
講堂側窓姿図1/20、同サッシュ及びスパンドレルパネル詳細図1/1。青焼図に補足的なメモや訂正
を朱書きし、余白に「決定図」「昭和6年4月15日発行」と押印する。標題欄に「No.1012 第2図」と記す。
 
ステンドグラス割付図1/20。青焼図。余白に「決定図」「昭和6年4月15日発行」と押印する。標題欄
に「No.1012  第3図」と記す。
 
講堂及び階段室窓姿図1/20、同サッシュ断面詳細図1/1。青焼図。余白に「決定図」「昭和6年4月
15日発行」と押印する。標題欄に「No.1012 第4図」と記す。「JHM」のスタンプを認める（日付は判読難）。
 
姿図1/20、サッシュ断面詳細図1/1。青焼図に注記を朱書きし、余白に「決定図」「昭和6年4月15
日発行」と押印する。標題欄に「No.1012  第5図」と記す。「JHM」のスタンプを認める（日付は判読難）。
 
窓明細表1/50。青焼図に注記や訂正を朱書きし、余白に「決定図」「昭和6年4月15日発行」と押印
する。標題欄に「No.1012  第6図」と記す。「JHM」のスタンプを認める（日付は判読難）。
 
地階平面図1/100。青焼図に管路を上書き（朱書き）する。図番4089。「JHM」のスタンプを認める（日付
は判読難）。
 
地階平面図1/100、詳細図（縮尺不詳）。青焼図。図番4371。“ISSUED APR.10.1931”と記されたテー
テンス事務所の角印を押す。「JHM」のスタンプを認める（日付は判読難）。
 
1階平面図1/100、詳細図（縮尺不詳）。青焼図。図番4375。“ISSUED APR.14 .1931”と記されたテー
テンス事務所の角印を押す。朱書きの“O.K”サイン及び「JHM」のスタンプを認める（日付は判読難）。
 
バルコニー階平面図1/100。青焼図。図番4376。“ISSUED APR.14.1931”と記されたテーテンス事
務所の角印を押す。朱書きの“O.K”サイン及び「JHM」のスタンプを認める（“APR. 21”）。
 
旧平面図1/100、新平面図1/100、仕上表。ジアゾ式による白焼図（白地に青線）。内部では「教職員食
堂」「学生食堂」「協同組合」等を設置し、外部ではドライエリアを拡大する。図面番号1/3。
 
1階平面図1/100（既設16台の部品交換・シルバー補修）、中2階平面図1/100（既設4台に対して同前）。ジア
ゾ式による白焼図（白地に青線）。他の建物を含む一式工事の一部。図面番号7/9。
 
地階平面図1/100。ジアゾ式による白焼図（白地に青線）。他の建物を含む一式工事の一部。図面番号
6/9。
 
1階平面図1/100、求積図。建築面積716 .148㎡、延床面積1696 .118m2（1階床面積640 .041m2）。ト
レーシングペーパー。
 
地階平面図1/100、2階平面図1/100。地階床面積716.148m2、2階床面積339.929m2。地階は「食
堂」「調理室」「売店」等として利用する。トレーシングペーパー。
 
地階平面図1/200、1階平面図1/200、中2階平面図1/200。ジアゾ式による白焼図（白地に青線）。「施
設 -図面類02-016-01」より新しく「施設 -図面類02-016-03」より古い。

 

 
年月日
 
1926 .3 .4

 
1930 .8 .

 
1930 .12 .19

 
1932 .1 .21

 

 
無記載

 
1931 .4 .14

 
1931 .3 .3

 
1931 .3 .20

 
1931 .3 .27

 
1931 .4 .14

 
1931 .3 .14

 
1931 .4 .9

 
1931 .4 .13

 
1931 .4 .13

 
1956 .1 .31

 
1966 .9 .13

 
1966 .9 .13

 
1973 .5 .1

 
1973 .5 .1

 
無記載

 

 
作成者
 
Jay H. Morgan, Architect, Tokyo, Japan

 
ゼーエッチ モルガン 建築設計事務所

 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
MADE：T.MURATA,  TRACED：無記載 ,  CHECKED：Y.OHSUGA
 
JAY H. MORGAN, ARCHITECT, YOKOHAMA
MADE：Y.OHSUGA,  TRACED/CHECKED：無記載
 

 
無記載

 
栄進社設計部（東京）
無記載
 
栄進社設計部（東京）
無記載
 
栄進社設計部（東京）
無記載
 
栄進社設計部（東京）
無記載
 
栄進社設計部（東京）
無記載
 
A.P.TETENS CONSULTING ENGENEER
W.
 
A.P.TETENS CONSULTING ENGENEER
判読難
 
A.P.TETENS CONSULTING ENGENEER
判読難
 
A.P.TETENS CONSULTING ENGENEER
判読難
 
山下壽郎設計事務所仙台支社
製図：判読難、検閲：津、設計責任者：津田
 
山下壽郎設計事務所仙台支社
DRAWN：判読難、CHECKED：判読難、SUBMITTED：浜田
 
山下壽郎設計事務所仙台支社
DRAWN：判読難、CHECKED：判読難、SUBMITTED：浜田
 
管理課
復製：鈴木国太郎（2級建築士宮4837号）
 
管理課
復製：鈴木国太郎（2級建築士宮4837号）
 
無記載

 

凡例  1 ：「図面名称」と「内容」は作成者による。ただし出来る限り図面中の語を使用することとし（旧字は原則として常用漢字に改めた）、特に「　」内、“  ”内、及び英語表記は図面からの抜粋であるこ
とを示す。｜2：「作成者」欄の上段には図面標題欄から事務所名を、下段には同様に担当者名を、いずれも図面中の表記にしたがって記載した。図面に表題欄が無い場合や、表題欄
があっても担当者欄が空欄の場合は「無記載」とした。｜3：「年月日」欄は、いずれも図面中の表記にしたがって記載した。記載が無い場合は「無記載」とした。
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付表3  東北学院旧蔵建築関係文書類（礼拝堂）

 
資料番号
 
施設 -文書類02-19300513

 
施設 -文書類02-19300603

 
施設 -文書類02-193009XX

 
施設 -文書類02-19301004

 
施設 -文書類02-19301015

 
施設 -文書類02-19301018

 
施設 -文書類02-19301029
 
施設 -文書類02-19301030

 
施設 -文書類02-19301101

 
施設 -文書類02-19301105

 
施設 -文書類02-193011XX

 
施設 -文書類02-19310404

 
施設 -文書類02-19310606

 
施設 -文書類02-19310701

 
施設 -文書類02-1931XXXX

 
施設 -文書類02-19320204

 

 
作成者（発信者）
 
Jay H. Morgan

 
Jay H. Morgan

 
Jay H. Morgan, Architect, Yokohama

 
A.P.Tetens

 
株式会社大林組東京支店
大倉土木株式会社｜石井組｜清水組
鴻池組株式会社東京支店
合名会社竹中工務店東京支店
仁田寅蔵（仁田工務店）
J.W.RUST ENGINEER
 
Jay H. Morgan

 
A.P.Tetens
 
A.P.Tetens

 
デー、ビー、シュネーダー

 
Jay H. Morgan, Architect

 
石井権蔵 代 浅野真夫

 
A.P.Tetens

 
Jay H. Morgan

 
Singleton, Benda & Co.,Ltd.,（Mr.Brockhurst）

 
石井権蔵
Ishii Gumi
A.P.Tetens

 
Jay H. Morgan

 

 
宛先（受信者）
 
D. B. Schneder

 
D. B. Schneder

 
─

 
Jay H. Morgan

 
東北学院 院長

 
D. B. Schneder

 
Jay H. Morgan
 
Jay H. Morgan

 
宮城県知事 湯澤三千男

 
─

 
東北学院

 
Jay H. Morgan

 
D. B. Schneder

 
D. B. Schneder（c/o Jay H. Morgan）

 
デー、ビー、シュネーダー
Jay H. Morgan
Jay H. Morgan

 
D. B. Schneder

 

 
年月日（起案／発送）
 
1930 .5 .13

 
1930 .6 .3

 
1930 .9 .

 
1930 .10 .4

 
1930 .10 .15

 
1930 .10 .18

 
1930 .10 .29
 
1930 .10 .30

 
1930 .11 .1

 
1930 .10 .24
1930 .11 .5

 
1930 .11 .

 
1931 .4 .4

 
1931 .6 .6

 
1931 .7 .1

 
1931 .

 
1932 .2 .4

 

 
紙数
 
2 

 
1 

 
58 

 
9 

 
16 

 
2 

 
2 
 
1 

 
44 

 
21 

 
3 

 
12 

 
7 

 
5 

 
65 

 
2 

 

 
概要
 
モーガン事務所の封筒と便箋を用いる。モーガンが礼拝堂の設計業務を受諾する旨を返答し、あわせて契約条件を提示する。設計料は工事費の6%
とし、進捗に応じて5回に分けて支払うこととする（基本計画の完成時に1/5、入札と建築認可申請に必要な設計図書の完成時に2/5、残りは工事の進捗に応じて）。
シュネーダーは5月15日にモーガンの提示した条件に同意する。
 
モーガン事務所の封筒と便箋を用いる。モーガンが当初、礼拝堂を楕円形の建物として計画したことを述べる。しかしながら、コストの面から最終的には
ラテン十字形に行き着いたとする。あわせてパイプオルガンに関する情報の提供をシュネーダーに依頼しており、パイプオルガンの選定はシュネーダー
によるものであることを見て取れる。
 
入札の招請状（“INVITATION”）と仕様書（“SPECIFICATION”）の控え。応札期限は10月15日正午。仕様書はA（一般条件）、B（土工事・コンクリート及び
鉄筋）、C（床工事）、D（石工事）、E（左官工事）、F（建具工事）、G（木工事）、H（鉄製建具）、I（金物）、J（屋根工事）、K（ガラス工事）、L（塗装 /仕上）、M（鉄製装
飾）、N（鉄骨）、O（タイル工事）、P（電気設備）、Q（スチーム暖房）、R（衛生設備）の各項目から成るとするが、Qを欠く。
 
暖房設備の見積書（見積書番号3961）。モーガンからの依頼への返答の形式をとる。A（ボイラー設備）、B（ラジエーター設備）、C（講堂用温風暖房設備）の
各項目から成る。温風暖房形式の方がラジエーター形式より望ましいが、イニシャルコストが4000円程度高価になる（ランニングコストは同等）と説明する。
AとBでは主にドイツ製の、Cではアメリカ製の部品を用いていることがわかる。
 
建設会社8社からの見積書と、モーガン事務所の洋紙にまとめられた各社見積額の一覧から成る。
設備工事を除く建物築本体工事の金額で見るとき、最も低価の見積りを出したのは横浜のJ. W. RUST Engineerで88 ,865円。逆に最も高価だったの
は大倉土木会社で141 ,555円となっている。実際に請負業者に選定され現在の礼拝堂を施工した石井組は、低価から数えて3番目であった。

 
礼拝堂の見積結果に対するモーガンの意見。シュネーダーからの照会に対する返答の形式をとる。モーガンは設計者の立場から正味建設費を9~10
万円と積算し、間接経費や建設会社が受け取るべき利益をその20%内外と概算して、妥当な額を検討する。その結果、モーガンは石井組が妥当と判断
し、シュネーダーに進言する。東京での46年の事業経歴や、仙台における20年の実績も（石井組は東北帝大の施工も請け負った）理由の一つに挙げる。
 
暖房用ボイラー設備に関する見積書（見積書番号3990）。“Kawabe”式オイルバーナー等が用いられている。
 
オイルバーナー装置の見積書と同時に送られた送付状。日本製だが同年に東京で設置実績があることが述べられ、年末頃にはその結果を提示できると
する。日付が1日ずれるが、上記「施設 -文書類02-19301029」に対応するものと見做される。
 
建築許可申請書の東北学院控（副本）。「東北学院専門部」の罫紙に書かれた申請書、「ヂェー、エッチ、モルガン建築設計事務所」の罫紙に書かれ
た「東北学院礼拝堂新築工事仕様書」（1930 .10 .25付 /和文）、同じく「東北学院礼拝堂新築工事数量書」（1930 .10付 /和文）、青焼図面21枚から成
る。申請書によれば、強度計算書（施設 -図面類02-002）も同時に提出されたと見做される。
 
石井権蔵と東北学院の間で締結された「東北学院礼拝堂新築工事請負契約書」の“Owner's Copy”。モーガン事務所の洋紙にタイプ打ちされた英
語版に「ヂェー、エッチ、モルガン建築設計事務所」の罫紙に手書きされた日本語版（「訳文」）を付す。英語版は契約締結日を10/24とするが、11/5付
で修正（工事日数350日とあったのは300日の誤記であったことに対する）が行われている。証人欄にはモーガン事務所より「Y.Ohsuga」が署名する。
 
石井組から東北学院へ提出された工事工程表。石井組の罫紙に記載。1930 .11の「根伐」着手から始まり（1930 .12 .25~1931 .2 .22は冬季休工期間と

する）、1931 .11 .30の「内部各造作」完成までを記す。
 
モーガンからの依頼への返答の形式をとる。モーガンの変更案に合意して作成された低圧蒸気暖房の改訂見積書（番号4285 , 4285-A）と2葉の青焼
図面から成る。青焼図面には、ラジエーターの位置が上描きされている。図面の作成日は1931.4.4で、それぞれ“4349”（1階ラジエーター配置図）と“4350”
（地階及びバルコニー階同前）の図番を付す。シュネーダーの署名のある注文書を付す。
 
モーガン事務所の封筒と便箋を用いる。照明器具の購入に関するモーガンからシュネーダーへの提案。6/5付の見積書を添付し、米国の高級ランプ
「Mazda」のライセンスを受けた東京電気会社ならば、仙台で購入するよりも廉価で質の良いランプを入手できると述べる。シュネーダーの署名が残る
副本（学院控）を付す。
 
ステンドグラスに関するシングルトン・ベンダ商会（Singleton, Benda & Co., Ltd.,）からモーガン経由シュネーダー宛の確認書。デザインはヒートン・バトラー
&バインの14068番のスケッチに似たものとし、これにいくつかの点で変更を加えたものとする。価格は4800円。保険や免責事項、支払い方法に関する
説明がある。同日付で、内容を了承する旨の返答がモーガンからシングルトン・ベンダ商会へ送付されている（その控えを付す）。
 
石井権蔵及びテーテンスからシュネーダー又はモーガンへ提出された出来形や支払い等に関する一群の書類。「東北学院専門部礼拝堂新築工事
請負金内訳書」（石井組罫紙）、「第一回内払請求書」（1931年4月17日, 石井組罫紙）、「第二回内払請求書」（1931年6月, 同前）、「第三回内払請求
書」（1931年8月, 同前）「第四回内払請求書」（1931年9月16日, 同前）、「第五回内払請求書」（1931年10月, 同前）、「第六回内払請求書」（1931年12

月, 同前）、及び低圧蒸気暖房設備に関する“STATEMENT”（1931年10月19-20日, テーテンス事務所用紙）、モーガンによる出来型の確認書（1931年6

月, 1931年10月）から成る。モーガンからE.H.Zauggへ宛てた手紙、及びモーガン発F.B.Nicodemsu宛の封筒を付す。
 
材料と施工に対する竣工後2年間の瑕疵保証に関する証書の“Owner's Copy”。モーガン事務所の洋紙にタイプ打ちされた英文書類で石井権蔵の
署名と捺印がある。証人欄には「T.Hirasawa」が署名する。

 

凡例  1：「概要」は作成者による。ただし出来る限り文書中の語を使用することとし（旧字は原則として常用漢字に改めた）、特に「　」内、“  ”内、及び英語表記は文書からの引用であることを示す。
 2：「作成者」「宛先」「年月日」欄は、いずれも文書中の表記に基づいて記載した（ただし和暦は西暦に統一した）。宛先が記載されない文書は当該欄に「─（ハイフン）」を記載した。
 3：文書群のまとまりや紙順は、保管されていた状態を基準に決定した。
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年代 東北学院の変遷概要・社会事項
 
1886（明治19）年 押川方義とW.E.ホーイにより仙台市木町通北六番丁通角（借家）に仙台神学校設置（5月）。
 
1887（明治20）年 東二番丁の本願寺別院跡を取得し、仙台教会と仙台神学校を移転（5月）。
 
1888（明治21）年 D.B.シュネーダー夫妻仙台着任（1月）。
 
1891（明治24）年 校名を「東北学院」と改称。神学生のみに限らず、広く生徒を募集。学制を予科2（翌年、3年に変更）・本科4年・神学部3年とする。
 
1892（明治25）年 東北学院理事局を組織し、初代院長に押川、副院長と理事局長にホーイが就任（8月）。東北学院開院式（11月）。
 
1895（明治28）年 予科と本科を改組し、普通科5年、その上に専修部（文科、理科）2年を設置。
 
1900（明治33）年 第2代理事局長にシュネーダー就任（10月）。
 
1901（明治34）年 押川辞任、第2代院長にシュネーダー就任（4月）。普通科に制帽と徽章TG章制定。
 
1902（明治35）年 普通科が徴兵猶予の資格を得る。
 
1903（明治36）年 普通科が専門学校への入学資格を得る。
 
1904（明治37）年 全校を普通科と専門学校令による専門科に分け、専門科に文学部と神学部を設置。
 
1905（明治38）年 専門科を「専門部」、文学部を「文科」、神学部を「神学科」と改称。専門部に角帽を制定。
 

 
1908（明治41）年 社団法人東北学院を設置（5月）。創立記念日を5月15日に制定。
 
1915（大正4）年 普通科を「中学部」と改称（5月、生徒数357名）
 

 
1918（大正7）年 専門部を改組、神学科（第一部、第二部）、文科、師範科、商科を設置。
 

 
1923（大正12）年 東北学院教会設立（5月）。関東大震災（9月）。
 
1925（大正14）年 神学科を専門部より分離し、神学部を設置。専門部は文科、師範科、商科となる（8月）。
 

 
1927（昭和2）年 ホーイ死去（3月）
 
1928（昭和3）年 押川死去（1月）。専門部3科とも予科を廃止、4年制とする（1月）。
 
1929（昭和4）年 財団法人東北学院に改組。専門部を「高等学部」と改称。（8月）
 

 
1931（昭和6）年 満州事変勃発（6月）。
 

 
1934（昭和9）年 神学部が南六軒庁のブラッドショウ館に移る（4月）。
 
1936（昭和11）年 創立50周年記念式典を挙行。シュネーダー院長辞任（3月）。第3代院長に出村悌三郎就任（5月）。第3代理事長にE.H.ゾーグ就任（6月）。
 
1937（昭和12）年 神学部廃止（日本神学校と合同）。高等学部を3年制に改定（3月）。日中戦争勃発（7月）
 
1938（昭和13）年 シュネーダー死去（10月）。
 
1939（昭和14）年 第二次大戦勃発（9月）
 
1940（昭和15）年 第4代理事長に出村悌三郎就任（4月）。
 

 
1943（昭和18）年 高等学部商科を「高等商業部」、中学部を「中学校」と改称（4月）。学徒出陣（10月）。
 
1944（昭和19）年 航空工業専門学校（航空工専）設立。第5代理事長に杉山元治郎就任。（6月）
 
1945（昭和20）年 仙台空襲（7月）。終戦（8月）。航空工業専門学校を「工業専門学校」と改称（12月）。
 
1946（昭和21）年 高等商業部・同第二部を廃止。東北学院専門学校（英文科、経済科）・同二部を設置（3月）。日本国憲法交付（11月）。第4代院長に出村剛就任（11月）。
 
1947（昭和22）年 工業専門学校廃止（3月）。新制中学校設置（4月）。第6代理事長に鈴木義男就任（7月）。
 
1948（昭和23）年 新制高等学校、同第二部を設置（4月）。
 
1949（昭和24）年 東北学院大学（新制大学）設立。文経学部を設置（4月）。初代学長に小田忠夫就任（4月）。出村剛死去（9月）。出村悌三郎死去（12月）。
 
1950（昭和25）年 専門学校第二部を「短期大学部」（2年制、英文科、経済科）と改称（4月）。第5代院長にA.アンケニー就任（5月）。朝鮮戦争勃発（6月）。
 
1951（昭和26）年 アンケニー死去（2月）。「学校法人東北学院」を設置（2月）。専門学校廃止。短期大学部別科設置。第6代院長に小田忠夫就任（学長兼任）。（4月）
 
1953（昭和28）年 中学校と高等学校を分離（4月）。
 

 
1955（昭和30）年 創立70周年記念式典を挙行（5月）。『東北学院創立七十年写真誌』を発行（5月）。在米卒業生が創立70年記念に礼拝用鐘を寄贈（12月、本館屋上に設置）
 

 
年代 東北学院施設の設置改廃概要
 

 
1888（明治21）年 オールト記念館（寄宿舎）完成。
 
1891（明治24）年 オールト記念館の隣接地（南町通り）に仙台神学校校舎完成（9月、設計者不詳）。
 

 
1904（明治37）年 東二番丁に普通科新校舎着工（設計：G.デ・ラランデ）。
 
1905（明治38）年 普通科新校舎完成（9月より授業開始）。落成式を挙行（11月）
 
1906（明治39）年 普通科寄宿舎完成。
 

 
1916（大正5）年 南六軒丁（現在の大学土樋キャンパス）に専門部校地取得
 

 
1919（大正8）年 南町大火により中学部（東二番丁）校舎と寄宿舎を全焼（3月）。仮校舎建築（9月）。
 
1922（大正10）年 中学部校舎・寄宿舎再建工事着工（6月）。寄宿舎完成（9月）。
 
1923（大正11）年 中学部校舎完成（6月、旧校舎の土台を用いて建築、鉄筋コンクリート造、設計：W.ウィルソン）
 
1925（大正14）年  『東北学院時報』に南六軒丁校地の整備計画案を掲載（7月）。南六軒丁に専門部校舎（現大学本館）着工（鉄筋コンクリート造、設計：Jay H.モーガン）
 
1926（大正15）年 モーガンが礼拝堂の計画案（試案）を作成（2月）。
  
 専門部校舎完成（7月）。正門完成。創立40周年記念式ならびに専門部校舎落成式を挙行（10月）。
 
1928（昭和3）年 中学部にハウスキーパー記念社交館完成（3月、木造、設計：Jay H.モーガン）。
 

 
1930（昭和5）年 ラーハウザー記念東北学院礼拝堂着工（11月、鉄筋コンクリート(一部鉄骨鉄筋コンクリート)造、設計：Jay H.モーガン）。
 
1931（昭和6）年 ハウスキーパー記念社交館増築（3月）。
 
1932（昭和7）年 ラーハウザー 記念東北学院礼拝堂完成（2月）。献堂式を挙行（3月）。
 

 
1936（昭和11）年 野間記念道場落成式を挙行（6月）。
 

 
1940（昭和15）年 南町通旧神学部校舎および敷地（南町通り）を売却（5月）。
 
1941（昭和16）年 御真影奉安殿落成（11月）
 
1943（昭和18）年 正門・本館・礼拝堂等より金属を供出（「昭和18年以降のある日」と伝わる。）
 

 
1945（昭和20）年 中学校校舎が仙台空襲により焼失（7月）。
 
1946（昭和21）年 本館屋上の補修に着手（4月）。礼拝堂の補修に着手（4月）。
 
1947（昭和22）年 中学校に木造校舎6教室完成。
 

 
1950（昭和25）年 寄宿舎（東九番丁）献堂式。大学総合大講義室・教授研究室献堂式。（4月）
 
1951（昭和26）年 中高理科教室RC造3階建完成。
 
1953（昭和28）年 シュネーダー記念図書館献堂式（10月、RC造、設計：山下設計仙台支社）。大学の総合運動場を多賀城町（現多賀城市）に設置（10月）。
 
1954（昭和29）年 中学校理科棟落成式（1月）。中学校校舎（RC造、3階建6教室）増築完成。
 
1955（昭和30）年 中学校校舎（RC造、3階建9教室）増築完成。
 

付表4  東北学院の組織と施設の変遷（左ページに組織の変遷と社会事項を、右ページに施設の建設に関する事項を示す。）
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1959（昭和34）年 大学に文経学部二部を設置（3月）。高等学校榴ヶ岡校舎を開設（4月）。『東北学院七十年史』刊行（7月）。
 
1960（昭和35）年 短期大学部を廃止（3月）。三陸チリ地震津波来襲（5月）
 
1961（昭和36）年 大学文経学部英文学科に専攻科を設置（4月）。
 
1962（昭和37）年 工学部設置認可（2月、機械・電気・応用物理）。工学部開学式（4月）。幼稚園開設（4月）。
 
1963（昭和38）年 鈴木義男死去（8月）。第7代理事長に杉山元治郎就任（9月）。学生運動生起。
 
1964（昭和39）年 大学文経学部を文学部一部・二部、経済学部一部・二部に分離。大学院文学研究科（修士課程）を設置。杉山元治郎死去（10月）。
 
1965（昭和40）年 大学土樋寄宿舎開設。大学院経済学研究科（修士課程）と法学部を設置。
 
1966（昭和41）年 中・高校校旗完成（8月）。大学院文学研究科（博士課程）、工学研究科（修士課程）を設置
 
1967（昭和42）年 工学部に土木工学科を増設。中高向山寄宿舎開設。
 
1968（昭和43）年 東大紛争生起（1月）。大学紛争が東北学院にも波及（1-2月）。
 
1969（昭和44）年 大学紛争再燃、機動隊導入（6-7月）。『東北学院大学学報』創刊（10月）。
 
1972（昭和47）年 榴ケ岡高校が独立校に（2月）。大学紛争激化により機動隊導入（2月）。
 
1978（昭和53）年 宮城県沖地震（6月）。
 

 
1981（昭和56）年 『東北学院報』創刊（4月『東北学院大学学報』を改称）。
 
1982（昭和57）年 小田忠夫死去（3月）。第7代院長・第2代学長に情野鉄雄就任（4月）。
 
1983（昭和58）年 高校二部閉校（3月）。
 

 
1985（昭和60）年 大学整備計画案（教養部泉校地移転等）公表（1月）。
 
1986（昭和61）年 創立100周年記念式典を挙行（5月）。
 
1988（昭和63）年 教養部を泉キャンパスに移転（4月）。教養学部増設認可（12月）。
 
1989（平成元）年 教養学部開設（4月）。
 
1990（平成2）年 『東北学院百年史』刊行（5月）。
 

 
1995（平成7）年 榴ケ岡高校を男女共学制に。第8代院長に田口誠一、第3代学長に倉松功就任（4月）。
 
1999（平成11）年 大学設置50周年記念式典を挙行。
 

 
2001（平成13）年 文学部基督教学科をキリスト教学科に、経済学部商学科を経営学科に改称（4月）。教養学部教養学科言語科学専攻を言語文化専攻に名称を変更（4月）。
 
2002（平成14）年 工学部機械工学科を機械創成工学科に、電気工学科を電気情報工学科に改称。工学部応用物理学科を物理情報工学科に、土木工学科を環境土木工学科に改称。
 
2003（平成15）年 第9代院長に倉松功就任（4月）。
 

 
2005（平成17）年 文学部史学科を歴史学科に、教養学部3専攻を学科に改組。地域構想学科新設（4月）。
 
2006（平成18）年 工学部を機械知能工学科、電気情報工学科、電子工学科、環境建設工学科に改称（4月）。情野鉄雄死去（4月）。創立120周年記念式典挙行（5月）。
 
2007（平成19）年 第10代院長に星宮望就任（4月）。
 

 
2009（平成21）年 経済学部経営学科を経営学部経営学科に改組。経済学部に共生社会経済学科を新設（4月）。
 

 
2011（平成23）年 東日本大震災（3月）。文学部キリスト教学科を総合人文学科に改組（4月）。
 

 
2014（平成26）年 『デフォレスト館建造物調査報告書』刊行（2月）。東北学院資料室を「東北学院史資料センター」に改称（4月）。
 
2015（平成27）年 第11代院長に佐々木哲夫就任（4月）。
 
2016（平成28）年 創立130周年記念式典を挙行（5月）。
 
2017（平成29）年 星宮望死去（1月）。『東北学院の歴史』刊行（10月）。工学部電気情報工学科を電気電子工学科に改称し、情報基盤工学科を新設（4月）。
 
2018（平成30）年 文学部に教育学科を新たに設置（4月）
 

 
1956（昭和31）年 礼拝堂地下を改造し学生ホール・食堂等に充てる（5月頃）。大学音楽館完成（10月）。
 
1958（昭和33）年 中学校赤レンガ校舎（大正11年竣工）が都市計画により9教室（片翼）を失う。中学校・高等学校北校舎（RC造、4階建8教室）完成（4月）。大学体育館献堂式（9月）。
 

 
1961（昭和36）年 野間清治記念柔道場再建完成（東二番丁、設計：山下設計事務所）
 
1962（昭和37）年 工学部校舎完成（9月、設計：山下設計仙台支社）。落成式（10月）
 
1963（昭和38）年 中学・高等学校礼拝堂起工式（5月）。文学部・経済学部校舎起工式（10月）。
 
1964（昭和39）年 大学64年館完成（10月）。
 
1965（昭和40）年 泉町に10万坪の校地を取得（5月）。中学校新校舎および中高礼拝堂完成（11月）。
 
1966（昭和41）年 大学66年館完成（6月）。泉町に寄宿舎完成。
 
1967（昭和42）年 大学67年館完成。
 

 
1972（昭和47）年 榴ケ岡高校新校舎完成（8月）。同体育館完成献堂式（12月）。
 
1978（昭和53）年 大学90周年記念館定礎・献堂式（2月）。中・高校赤レンガ校舎地震により一部倒壊。礼拝堂に新パイプオルガンを設置（ベッケラート社製、11月）。
 
1979（昭和54）年 中・高校赤レンガ校舎見送り式（3月）。大学78年館および部室棟定礎・献堂式（9月）。
 
1980（昭和55）年 中・高校シュネーダー記念館定礎・献堂式（3月、赤レンガ校舎跡地）。
 
1981（昭和56）年 大学81年館定礎・献堂式（3月）。工学部体育館定礎・献堂式（10月）。
 
1982（昭和57）年 図書館工学部分館定礎・献堂式（11月。翌年5月開館）
 
1983（昭和58）年 本館外壁改修、内部改修（7-9月、各階廊下塗装替え）工学部礼拝堂定礎・献堂式（10月）。
 
1984（昭和59）年 新シュネーダー記念図書館（現大学中央図書館）落成式（11月）。
 
1985（昭和60）年 ラーハウザー記念礼拝堂外壁改修・窓ガラス補修、正門・前庭整備（7-9月）。旧シュネーダー記念図書館を大学院校舎に改装（11月）。新幼稚園舎定礎・献堂式（12月）
 

 
1988（昭和63）年 礼拝堂地下の学生食堂を閉鎖（3月）。大学泉キャンパス校舎定礎・献堂式（3月）。
 
1989（平成元）年 大学泉キャンパス礼拝堂にパイプオルガン設置完了（礼拝堂設置では当時日本最大）。
 

 
1993（平成5）年 中学校・高校移転決定（3月）。
 
1995（平成7）年 礼拝堂の設備更新（7-9月）、同地下を計算機センターに改造（7-10月）。
 
1999（平成11）年 大学体育館、押川記念会館などを撤去（大学土樋キャンパス）。
 
2000（平成12）年 旧体育館・押川記念会館等の跡地に8号館・体育館完成（9月）。仙台市宮城野区小鶴に中学校・高校用校地3万1000坪を取得。
 
2001（平成13）年 礼拝堂南側扉改修（4月）、地下に東北学院資料室開設（5月）。
 

 
2003（平成15）年 青根セミナーハウス旧館を川崎町に「青根洋館」として移築、落成式（4月）。
 
2004（平成16）年 大学土樋キャンパス法科大学院・総合研究棟定礎・献堂式（2月）。多賀城キャンパス礼拝堂パイプオルガン設置、奉献式（5月）。
 
2005（平成17）年 中・高校小鶴新キャンパス定礎・献堂式（1月）。東北学院中・高跡地売却（11月）。
 
2006（平成18）年 工学基礎教育センター定礎・献堂式（3月）。
 
2007（平成19）年 中学校・高校新寄宿舎完成（3月）。ハイテク・リサーチ・センター定礎・献堂式（3月）。
 
2008（平成20）年 榴ヶ岡高校体育館・管理棟定礎・献堂式（9月）。
 
2009（平成21）年 礼拝堂耐震補強工事・柱修復工事（7-10月）。東北学院大学博物館設置（11月）。
 
2010（平成22）年 バイオテクノロジー・リサーチ・コモン棟完成（3月）。
 
2011（平成23）年 礼拝堂震災復旧工事完了（9月、天井修復・木下地補強）
 
2012（平成24）年 デフォレスト館が国の登録有形文化財に（9月）。
 
2014（平成26）年 大学本館・礼拝堂・大学院棟が国の登録有形文化財に（12月）。
 

 
2016（平成28）年 ホーイ記念館完成（3月）。東北学院宣教師館（デフォレスト館）が重要文化財に（7月）。
 
2017（平成29）年 礼拝堂のステンドグラス修復工事（翌年3月まで）。仙台市立病院跡地（五橋）を購入（3月）。
 
2018（平成30）年 五橋キャンパス基本設計概要を公表（5月）。
 
2020（令和2）年 礼拝堂に東北学院宗教センターを設置（改修工事4月完了）。五橋キャンパス起工式を挙行（9月）。
 

凡例  本表は、『東北学院百年史』（通史、同編集委員会編、1989.5）、『東北学院の歴史』（河北新報出版センター、2017 .10）、東北学院時報（東北学院編）、東北学院報（同）、
 その他の各種資料（理事会記録、建築図面類、古写真等：いずれも東北学院史資料センター蔵）より筆者らが作成した。
 表中網掛け箇所は、特に礼拝堂の改造や修復に関する事項を示す。
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ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

な
お
計
算
書
は
ヤ
ー
ド・
ポ
ン
ド
法
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
文
献
(1 )

に
よ
る
と
、当
時
の
建
築

系
技
術
者
は「
英
米
」
系
の
ヤ
ー
ド・
ポ
ン
ド
法
、土
木
技
術
者
は「
独
墺
」
系
の
メ
ー
ト
ル
法

を
用
い
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
の
で
、本
構
造
計
算
は
建
築
系
技
術
者
の
設
計
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

（
a
）屋
根 

：30
~

40
lb/ft

2（1430
~

1911
N

/m
2

）

（
b
）バ
ル
コ
ニ
ー 

：85
lb/ft

2（4067
N

/m
2

）

（
c
）1
階
礼
拝
堂
床 

：85
lb/ft

2（4067
N

/m
2

）

（
d
）そ
の
他
の
床 

：85
lb/ft

2（4067
N

/m
2

）

　

風
圧
力
は40

lb/ft
2（1911

N
/m

2

）を
仮
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
基
準
風
速V

0 =
30

m
/s

、ガ

ス
ト
影
響
係
数G

f=
2

.0

を
仮
定
す
る
と
現
行
基
準
の
風
圧
力
は1640

N
/m

2

で
あ
る
か

ら
お
お
よ
そ
整
合
し
て
い
る
。
ま
た
地
震
力
は
震
度
0.1
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。
市
街
地
建
築

物
法
で
は
大
正
12
年
関
東
地
震
以
後
は
水
平
震
度
0.1
以
上
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
当

時
の
RC
規
準
で
は
地
震
力
を
計
算
す
る
際
に
積
載
荷
重
を
半
減
し
て
よ
い
と
の
記
載
が
あ

り（
現
行
基
準
で
は
1
／
3
程
度
と
し
て
い
る
）、本
計
算
書
で
も
こ
れ
に
準
じ
て
い
た
が
、RC
規
準
で

は
但
し
書
き
と
し
て
、倉
庫
、書
庫
、集
会
室
な
ど
は
荷
重
を
軽
減
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
が
、本
計
算
書
で
は
そ
の
こ
と
に
対
す
る
考
慮
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。

2 
材
料
強
度

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
許
容
応
力
度
は
、市
街
地
建
築
物
法
施
行
規
則
第
102
条
に
記
載
さ
れ
て

い
る
圧
縮45.0

k
g

f/cm
2（4

.4
N

/m
m

2

）、せ
ん
断4

.5k
g

f/cm
2（0

.44
N

/m
m

2

）、付
着7

k
g

f/

 ﹇
第
一
節
﹈ 

東
北
学
院
礼
拝
堂
強
度
計
算
書
に
つ
い
て

　

計
算
書（
昭
和
5
年
8
月
）は
31
頁
確
認
で
き

た
。
仮
定
荷
重
、材
料
強
度
、地
耐
力
、地
震
力

の
算
定
、応
力
計
算（
各
部
材
応
力
）、部
材
強
度

計
算（
床・
梁
、柱
）、基
礎
、ト
ラ
ス
の
計
算
が
確
認

で
き
た
。
設
計
方
針
と
し
て
は
、各
部
材
の
断
面

応
力
度
を
算
出
し
て
こ
れ
が
材
料
の
許
容
応
力

度
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
設
計
図
書
の
3
年

後
に
発
行
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準
と
見
比
べ
る
と
、特
に
曲
げ
や
せ
ん
断

に
関
し
て
は
略
算
的
に
計
算
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。一
方
で
鉛
直
荷
重
に
対
し
て

は
、固
定
荷
重
を
大
き
く
設
定
し
て
安
全
側
に
設
計
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
な
お
、当
時

の
学
会
規
準
は
メ
ー
ト
ル
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、本
計
算
書
は
ヤ
ー
ド・
ポ
ン
ド
法
が
使

わ
れ
て
お
り
、学
会
規
準
に
準
拠
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
以

下
に
各
設
計
項
目
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1 

仮
定
荷
重

　

積
載
荷
重
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
屋
根
の
積
載
荷
重
は
現
行
基
準

（1000
N

/m
2

）と
比
べ
る
と
や
や
大
き
め
だ
が
、1933

年
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
計
算
規
準

（
建
築
学
会
、以
後
RC
規
準
と
称
す
）で
は
陸
屋
根
の
場
合200

k
g

/m
2（1800

N
/m

2

）と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、お
お
よ
そ
妥
当
な
値
で
あ
る
。
バ
ル
コ
ニ
ー
や
礼
拝
堂
床
、そ
の
他
の
床
に
つ
い
て

も
、当
時
の
RC
規
準
の
集
会
室500

k
g

/m
2（4500

N
/m

2

）と
整
合
す
る
よ
う
な
値
が
と
ら
れ

て
い
る
。
計
算
書
に
は「
学
校
ノ
規
定
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
ス
」と
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、そ
の
規
定
に

cm
2（0

.63
N

/m
m

2

）に
準
じ
た
値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、せ
ん
断
応
力
度
に
つ
い
て
は

「
充
分
ニ「
ス
タ
ー
ラ
ッ
プ
」
使
用
セ
ル
場
合
ハ120

#
/

□〞
ト
ス
」と
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
付

着
に
関
し
て
も「
充
分
ニ
埋
メ
込
ム
カ180˚

曲
ゲ
タ
ル
ト
キ
ハ100

#
/

□〞
ト
ス
」と
の
記
載
が

見
ら
れ
る
。せ
ん
断
や
付
着
に
関
し
て
十
分
な
知
見
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
許
容
応
力
度
の
割
り
増
し
が
通
例
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

鉄
筋
の
引
張・
圧
縮
の
許
容
応
力
度
に
関
し
て
は
、市
街
地
建
築
物
法
施
行
規
則
第
102

条
で
は1150

k
g

f/cm
2（113

N
/m

m
2

）、当
時
の
RC
規
準
で
も1200

k
g

f/cm
2（118

N
/m

m
2

）

と
な
っ
て
お
り
、本
計
算
書
は
こ
れ
ら
に
準
じ
た
値
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、鉄
骨
に
関
し
て

も
前
述
の
鉄
筋
と
同
様
に
引
張・
圧
縮
方
向
に
加
え
て
、せ
ん
断
は
市
街
地
建
築
物
法
施

行
規
則
第
102
条
の750

k
g

f/cm
2（74

N
/m

m
2

）と
よ
く
対
応
し
て
い
る
が
、曲
げ
に
関
し
て
は

1150
k

g
f/cm

2（113
N

/m
m

2

）と
比
べ
る
と
や
や
大
き
な
値
を
採
用
し
て
い
る
。
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
用
い
る
場
合
だ
か
ら
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
A
） 

コ
ン
ク
リ
ー
ト

 
 

（
a
） 

fc=
600

lb/in
2（4

.1
N

/m
m

2

）  

《
圧
縮
》

 
 

（
b
） 

v=
40

lb/in
2（0.3

N
/m

m
2

） 
 

《
せ
ん
断
》

 
 

（
c
） 

u=
80

lb/in
2（0

.6
N

/m
m

2

） 
 

《
付
着
》

（
B
） 

鉄
筋

 
 

（
a
） 

fs=
16000

lb/in
2（110

N
/m

m
2

） 

《
圧
縮・
引
張
》

（
C
） 

鉄
骨

 
 

（
a
） 

f’t=
16000

lb/in
2（110

N
/m

m
2

） 

《
引
張
》

 
 

（
b
） 

f’c=
15000

lb/in
2（100

N
/m

m
2

） 

《
圧
縮
》

 
 

（
c
） 

f’s=
11000

lb/in
2（75

N
/m

m
2

） 

《
せ
ん
断
》

 
 

（
d
） 

f’b=
22000

lb/in
2（150

N
/m

m
2

） 

《
曲
げ
》

3 

地
耐
力

　

地
耐
力
は4000

lb
/ft

2（191
k

N
/m

2

）と
し
て
い
る
。
当
時
の
RC
規
準
の
許
容
地
耐
力
が
、

10
~

40
tonf/m

2（98
~

392
kN

/m
2

）で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
妥
当
な
値
で
あ
る
。

4 

地
震
力
の
算
定

　

水
平
方
向
の
応
力
解
析
は
D
値
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
RC
規
準
な
ど
に
も
採
用

さ
れ
て
い
た
方
法
で
あ
る
。
1
階
は
x（
張
間
）方
向
11
構
面
、y（
桁
行
）方
向
8
構
面
、バ
ル

コ
ニ
ー
階
と
R
階
は
x
方
向
8
構
面
、y
方
向
8
構
面
と
し
て
横
力
分
布
係
数（
計
算
書
で
は

「
結
構
係
数
」と
記
載
）を
設
定
し
て
い
る
。

第
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図3-1  強度計算書表紙

図3-2  横力分布係数の設定
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次
に
各
構
面
の
剛
比
に
よ
り
各
部
材
の
応
力
を
算
出
し
て
い
る
。
固
定
法
を
用
い
た
略
算

公
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、例
え
ば
文
献
(3 )

な
ど
で
も
当
時
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
各
部
材
節
点
の
モ
ー
メ
ン
ト
が
算
出
さ
れ
、最
後
に「
以
上
ノ
結
果
ヨ
リ
垂
直
荷
重
ニ
因

ル
曲
能
率
ハ
横
力
ヨ
リ
モ
影
響
大
ナ
ル
ヿ
ヲ
知
ル
。
風
圧40

#
/

□〞
ノ
場
合
ハ
横
力
ノ
影
響

可
成
大
ナ
ル
モ
斯
カ
ル
暴
風
ニ
ハ
垂
直
荷
重
ハ
約
半
減
ス
ル
モ
ノ
ト
見
テ
可
ナ
リ
故
ニ
地
震
ノ

場
合
ト
垂
直
荷
重
ノ
場
合
ノ
合
計
曲
能
率
ニ
テ
柱
ノ
強
度
ヲ
定
メ
ル
ヲ
便
利
ト
ス
」と
の
記

載
が
あ
り
、本
計
算
に
お
い
て
横
力
は
地
震
力
に
よ
り
設
計
さ
れ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
物
に
お
い
て
は
、風
荷
重
よ
り
も
地
震
力
の
方
が
大
き
く
妥
当

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

地
震
力
は
各
階
に
お
い
て
、床（
固
定
荷
重
と
積
載
荷
重
の
和
）、お
よ
び
外
壁
、内
壁
の
均
し

重
量
を
設
定
し
、面
積
を
乗
じ
て
建
物
重
量
を
求
め
て
、こ
れ
に
震
度
0.1
を
乗
じ
て
算
出
し
て

い
る
。こ
こ
で
、壁
重
量
に
関
し
て
は「
内
部
壁
ハ
木
造
ノ
ケ
所
モ「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
壁
ニ
含
メ

タ
リ
」、「
窓
ノ
開
キ
ヲ
差
シ
引
カ
ズ
但
シ
壁
厚
ヲequivalent thickness

換
算
均
厚
ト
ス
」

と
の
記
載
が
あ
る
。
例
え
ば
、次
図
に
は
屋
根
面
の
算
定
例
を
示
す
。
屋
根
は
鉄
骨
ト
ラ
ス

屋
根
部
分
が50

=
20

+
30

lb
/ft

2（950
+

1430
N

/m
2

）、RC
の
陸
屋
根
部
分
が105

=
75

+
30 

lb
/ft

2（3575
+

1430
N

/m
2

）、外
壁
は160

lb
/ft

2（7627
N

/m
2

）、内
壁
は
、90

lb
/ft

2（4290
N

/

m
2

）で
計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
単
位
体
積
重
量
を24

k
N

/m
3

と
仮
定
す
る
と
、外
壁
は
約320

m
m

、内
壁
は180

m
m

と
な
る
。

5 

床・
梁
の
強
度
計
算

　

床
ス
ラ
ブ
の
検
討
に
つ
い
て
は
、単
純
支
持
を
仮
定
し
、単
位
長
さ
あ
た
り
で
検
討
を
し

て
い
る
。
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
よ
り
鉄
筋
の
応
力
度
を
算
出
す
る
際
は
、引
張
鉄
筋
の
み
を
考

慮
しfs=

M
b/(A

s·j)

に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。こ
こ
で
fs
は
引
張
鉄
筋
の
応
力
度
、Mb
は
曲

げ
モ
ー
メ
ン
ト
、
As
は
引
張
鉄
筋
の
断
面
積
、
j
は
応
力
中
心
間
距
離
で
あ
る
。
当
時
の

RC
規
準
で
は
応
力
中
心
間
距
離
は
梁
の
有
効
せ
い
d
を
用
い
て
略
算
的
にj=

7
/8

d

と
し

て
よ
く
、こ
れ
は
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の（
圧
縮
）
応
力
度
fc
に
つ
い
て
は
、

弾
率
比（
ヤ
ン
グ
係
数
比
）n=

15

を
用
い
て
算
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、不
明
な
係
数

k=
.322

の
記
載
が
見
ら
れ
、ど
の
よ
う
な
仮
定
で
算
出
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
当

時
の
RC
規
準
や
市
街
地
建
築
物
法
施
行
規
則
で
は
見
ら
れ
な
い
係
数
で
あ
っ
た
。
鉄
筋
の

応
力
度
を
ヤ
ン
グ
係
数
比
で
除
し
て
い
る
こ
と
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
応
力
度
で
あ
る
と
推

察
さ
れ
る
が
、断
面
内
の
ど
の
位
置
を
指
し
て
い
る
の
か
は
、本
計
算
書
だ
け
か
ら
は
判
断

で
き
な
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ス
屋
根
は
、上
記
と
同
様
にM

=
w

l
2/12

よ
り
モ
ー
メ
ン
ト
を
求
め
て
、ト
ラ
ス
応
力

は
断
面
係
数
S
を
用
い
てf=

M
/S

に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。
斜
材（diagonal

）の
応
力
も
算
出

さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
一
部
の
ト
ラ
ス
で
持

送
り（
梁
受
け
）が
付
い
て
い
る
場
合
はM

=
w

l
2/10

を
用
い
る
と
の
記
述
が
さ
れ
て
い
た
。
以

上
、梁
に
つ
い
て
は
、圧
縮
側
の
鉄
筋
を
無
視
し
た
略
算
的
な
算
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

せ
ん
断
応
力
度
、付
着
応
力
度
の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
は
記
述
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、当
時

の
RC
規
準
に
基
づ
い
て
算
定
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

図3-3  床面積の算定と地震力計算

図3-5  床・梁の強度計算

図3-4  代表構面の地震力
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7 

基
礎

　

基
礎
に
関
し
て
は
、支
点
反
力
を
フ
ー
チ
ン
グ
断
面
積

で
除
し
た
応
力
度
が
地
耐
力
以
下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

確
認
し
て
い
る
。
地
耐
力4000

lb
/ft

2（191
k

N
/m

2

）に
対

し
て
、検
討
結
果
は2500

lb/ft
2（119

kN
/m

2

）程
度
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
配
筋
は
付
着
応
力
度
で
決
定
さ
れ
る
と
の

記
載
が
あ
る
。

8 

ト
ラ
ス

　

ト
ラ
ス
は
図
解
法
で
解
き
応
力
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。

6 
柱

　

柱
は
、
柱
脚
モ
ー
メ
ン
ト
を
柱
全
体
の
断

面
係
数
で
除
す
る
こ
と
で
算
定
応
力
を
算

出
し
、軸
力
に
関
し
て
は
内
蔵
鉄
骨
と
主
筋

で
負
担
す
る
設
計
と
し
て
い
る
。
ま
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
圧
縮
応
力
は
、
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト

と
軸
力
と
の
関
係
を
偏
心
軸
力
と
考
え
て
、

f=
M

/kbd
2

よ
り
算
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、係
数
k
の
考
え
方
に
関
し
て
説
明
が
な

か
っ
た
。
な
お
、次
図
は
講
堂
の
柱
の
設
計
例

で
あ
る
。
袖
壁
付
き
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、袖

壁
は
無
視
し
て
い
る
。こ
の
設
計
例
で
は
壁
の

強
度
は
計
算
さ
れ
て
い
な
い
が
、剛
比
や
D
値

で
は
考
慮
し
て
応
力
の
負
担
割
合
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。「
柱25

,27
,28

,30
,26

,29

ヲ
除

ク
他
ノ
柱
ハ
壁
付
ナ
レ
バ
曲
能
率
ノ
影
響
ハ
間

接
的
ナ
リ  

故
ニ
垂
直
荷
重
ニ
因
リ
強
度
ハ

決
定
サ
ル
ゝ
モ
ノ
多
シ
」と
の
記
載
か
ら
も
、

本
建
物
は
壁
量
が
多
く
、
柱
の
ほ
と
ん
ど
は

鉛
直
荷
重
で
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
た
だ
し
、曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
が
小
さ
い

柱
に
お
い
て
も
、主
筋
比
で
1
％
相
当
の
鉄
筋

は
確
保
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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第
二
節
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常
時
微
動
観
測
に
よ
る
建
物
振
動
特
性
に
つ
い
て

　

交
通
や
機
械
、人
の
歩
行
や
風
雨
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
す
る
、通
常
の
状
態
で
は
人
が
感
じ

な
い
程
度
の
小
さ
な
振
幅
で
地
盤
や
建
物
を
伝
わ
る
微
小
な
振
動
の
こ
と
を
常
時
微
動
と

呼
ん
で
い
る
。
地
盤
や
建
物
に
セ
ン
サ
ー
（
加
速
度
計
や
速
度
計
）を
設
置
し
て
常
時
微
動
を
観

測
し
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
波
と
し
て
の
性
質
を
解
析
す
る
こ
と
で
、地
盤
や
建
物
の
振
動
特
性

（
固
有
周
期
や
減
衰
性
能
な
ど
）を
推
定
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
に
お
い
て
、建
物
の
振
動
特
性
を
把
握
す
る
た
め

の
常
時
微
動
観
測
を
実
施
し
た
。
観
測
実
施
日
は2020

年
9
月
9
日
で
、当
日
の
気
象
条

件
と
し
て
は
、天
候
は
曇
り
、気
温
は
高
く
、仙
台
市
の
最
高
気
温
で
32・
6
度（
気
象
庁
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
よ
り
）、時
々
微
風
が
吹
い
て
い
た
。

　

観
測
に
用
い
た
セ
ン
サ
ー
は
応
用
地
質
社M

cSE
IS-M

T
 N

E
O

（
サ
ー
ボ
型
加
速
度
計
：
デ
ー

タ
収
録
部
と
の
一
体
型
）お
よ
び
東
京
測
振
社V

SE
-15

A

（
サ
ー
ボ
型
速
度
計
：
デ
ー
タ
収
録
は

SP
C

-51

）で
あ
る
。

　

図
3
│
9
に
は
1
階
お
よ
び
2
階
の
平
面
概
略
図
、図
3
│
10
に
は
梁
間
方
向
お
よ
び
桁
行
方

向
の
断
面
概
略
図
を
示
す
。
図
中
の
星
印
が
観
測
点
を
示
し
、〝
E
〞は
建
物
東
側
構
面
を

〝
W
〞は
西
側
構
面
を
、〝
F1
〞か
ら〝
F4
〞は
構
造
骨
組（
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
）の
番
号
を
示
し
て
い

る
。
な
お
、観
測
はM

cSE
IS-M

T
 N

E
O

に
よ
り
11
回
、VSE

-15
A

に
よ
り
9
回
、目
的
に

あ
わ
せ
て
セ
ン
サ
ー
の
設
置
位
置
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。V

SE
-15

A

に
よ
る
観

測
は
主
にM

cSE
IS-M

T
 N

E
O

で
得
ら
れ
た
観
測
デ
ー
タ
の
確
認
を
目
的
に
行
っ
た
。図
3

│
10
に
はM

cSE
IS-M

T
 N

E
O

に
よ
る
観
測
の
う
ち
、観
測N

o.1

お
よ
び
10
の
ケ
ー
ス
で
の
セ

ン
サ
ー
配
置
を
示
し
て
い
る
。M

cSE
IS-M

T
 N

E
O

に
よ
る
観
測
点
の
配
置
に
つ
い
て
は
表
3

│
1
の
通
り
で
あ
る
。こ
こ
で
、#1
か
ら
#4
は
セ
ン
サ
ー
番
号
を
示
し
、〝F

F
(F

ree F
ield

)

〞は
自

由
地
盤
、〝G

F
(G

round Floor)

〞は
地
階
、〝
1F
〞は
1
階
、〝
2F
〞は
2
階
を
意
味
し
て
い
る
。
表

中
の〝
F1
〞か
ら〝
F4
〞は
図
3
│
9
に
示
し
た
フ
レ
ー
ム
の
番
号
を
示
し
て
い
る
。
観
測N

o.1-4

は
南
側
の
F1
フ
レ
ー
ム
の
特
性
を
求
め
る
た
め
に
実
施
し
た
。
自
由
地
盤（
FF
）の
観
測
点
は

観
測N

o.1

お
よ
び
2
の
み
で
あ
る
。
観
測N

o.5

は
南
側
の
正
面
バ
ル
コ
ニ
ー
に
接
す
る
F2
フ

レ
ー
ム
、観
測N

o.6
-8

で
は
北
側
の
F4
フ
レ
ー
ム
、観
測N

o.9

で
は
F3
フ
レ
ー
ム
の
観
測
を

実
施
し
た
。観
測N

o.10

で
は
北
東
側
に
あ
る
側
面
バ
ル
コ
ニ
ー
に
か
か
る
F3
│
F4
間
の
フ
レ
ー

ム
の
観
測
を
行
い
、観
測N

o.11

で
は
2
階
位
置
で
F1
と
F4
の
2
つ
の
フ
レ
ー
ム
間
の
特
性
を

観
測
し
た
。

　

本
報
告
で
は
、観
測
さ
れ
る
複
雑
な
常
時
微
動
の
振
動
を
様
々
な
振
動
数
成
分
を
持
つ

単
純
な
振
動（
正
弦
波
な
ど
）に
分
解
す
る
こ
と
で
2
階（
バ
ル
コ
ニ
ー
）部
分
と
地
階
、地
盤
、1
階

の
振
幅
比
を
議
論
し
、各
フ
レ
ー
ム
の
最
も
揺
れ
や
す
い
振
動
数
で
あ
る
1
次
固
有
振
動
数

お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
能
力
を
示
す
減
衰
定
数
を
評
価
す
る
。

　

図
3
│
11
〜
17
に
は
建
物
正
面
お
よ
び
各
観
測
点
の
様
子
を
載
せ
て
い
る
。図
3
│
12
が
示
す
よ

図3-6  柱の強度計算

図3-7  基礎の強度計算図3-8  トラスの応力計算（図解法）
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う
に
地
盤
観
測
点（
FF
）は
建
物
南
西
角
か
ら
2m
程
度
離
れ
た
位
置
に
、図
3
│
13
〜
16
に
あ
る
よ

う
に
建
物
の
振
動
特
性
を
求
め
る
た
め
の
セ
ン
サ
ー
は
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
の
柱
際
に
設
置
し
て
い

る
。図
3
│
17
に
は
北
東
側
の
F3
│
F4
間
に
あ
る
バ
ル
コ
ニ
ー
を
含
む
礼
拝
堂
内
部
の
様
子
を
示

す
。
写
真
中
に
は〝
F1
〞か
ら〝
F4
〞の
フ
レ
ー
ム
位
置
と
観
測N

o.10

の
セ
ン
サ
ー
配
置（
#1
│

#4
）を
あ
わ
せ
て
載
せ
て
い
る
。

図3-9  平面概略図とセンサーの設置位置

図3-11  礼拝堂正面

図3-13  1F観測点（F1）

図3-15  GF観測点（F1）

図3-17  礼拝堂内部と北東側バルコニーの観測点（No.10の配置）

図3-12  地盤観測点（FF）

図3-14  2F観測点（F1）

図3-16  GF観測点（F1別角度から）

図3-10  断面概略図とセンサーの設置位置

表3-1  各観測でのセンサー配置

1階

梁間方向（観測No.1）

2階

桁行方向（観測No.10）



0
5

2

0
5

3

ラ
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ハ
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ザ
ー
記
念
東
北
学
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拝
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調
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報
告
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お
い
て
、F1
フ
レ
ー
ム
西
側
で
東
側（
観
測N

o.1

）と
同
様

の
観
測
を
行
い
、ほ
ぼ
同
じ
結
果
を
得
て
い
る
が
、観
測

N
o.3

の
結
果
か
ら
も
建
物
2
階
、1
階
と
も
東
西
で

ほ
ぼ
同
じ
挙
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。図
3
│
20
の
上

下
動（
UD
）の
比
較
に
つ
い
て
は
、2
階
で0

.5
H

z
、1
階

で
は2

H
z

付
近
よ
り
も
低
振
動
数
側
で
増
幅
が
見
ら

れ
る
。
原
因
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、一
般
に
建
物

の
上
下
動
は
高
振
動
数
で
の
振
動
成
分
が
多
く
、こ
の

低
振
動
数
域
で
の
上
下
動
の
建
物
へ
の
影
響
は
ほ
ぼ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
3
│
21
に
は
観
測N

o.5

よ
り
F2
フ
レ
ー
ム
、図
3
│
22

に
は
観
測N

o.9

よ
り
F3
フ
レ
ー
ム
、図
3
│
23
に
は
観
測

N
o.6

,7

よ
り
F4
フ
レ
ー
ム
の
振
動
特
性
を
示
す
。
前
述

し
た
F1
フ
レ
ー
ム
と
同
様
に
、各
フ
レ
ー
ム
で
の
1
次
固

有
振
動
数
を
読
み
取
っ
た
結
果
を
表
3
│
3
に
示
す
。
振

幅
比
の
形
状
は
図
3
│
19
に
示
し
た
F1
フ
レ
ー
ム
の
結
果
も

含
め
て
お
お
む
ね
同
様
で
あ
る
が
、図
3
│
23
に
示
す
北
側

の
F4
フ
レ
ー
ム
は
他
の
フ
レ
ー
ム
に
比
べ
て
1
次
固
有
振

動
数
で
の
振
幅
比
が
大
き
く
、ま
た
高
振
動
数
成
分
で

の
増
幅
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

表
3
│
2
お
よ
び
表
3
│
3
の
結
果
か
ら
、1
次
固
有
振

動
数
の
平
均
値
を
求
め
る
と
、2F

/1
F

の
比
か
ら
長
辺

方
向（
NS
）は6

.0
H

z

、短
辺
方
向（
EW
）は5

.6
H

z

、2F
/

正
弦
波
の
よ
う
な
あ
る
振
動
数
成
分
を
持
つ
単
純
な
波
の
重
ね
合
わ
せ
に
分
解
し
た
と
き

に
、ど
の
振
動
数
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
を
表
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、図
中
の
大
き

な
ピ
ー
ク
を
示
し
て
い
る
振
動
数
で
は
、そ
の
振
動
数
で
建
物
が
揺
れ
や
す
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
図
中
の〝
LN
〞は
桁
行（
長
辺
）方
向
、〝
TR
〞は
梁
間（
短
辺
）方
向
を
意
味
し
、〝
NS
〞、〝

EW
〞、

〝
UD
〞は
南
北
、東
西
、上
下
方
向
を
示
し
て
い
る
。一
般
に
建
物
振
動
の
場
合
、低
振
動
数

か
ら
高
振
動
数
に
向
か
っ
て
最
初
に
現
れ
る
ピ
ー
ク
を
取
る
振
動
数
が
、建
物
が
も
っ
と
も

揺
れ
や
す
い
1
次
固
有
振
動
数
を
表
し
て
お
り
、各
図
か
ら
1
次
固
有
振
動
数
を
読
み
取

る
と
表
2
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
図
面
や
建
物
周
辺
に
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、建
物
全
体
の
振
動
特
性
と
し
て
は
地
階
と
2
階
の
振
幅
比
を
考
え
て

い
る
。
地
階
と
2
階
の
振
幅
比（2

F
/G

F

）か
ら
求
め
た
1
次
固
有
振
動
数
は
長
辺
方
向（
LN
）

で5
.7

H
z

、短
辺
方
向
で5

.3
-5

.4
H

z

程
度
と
な
る
。
地
盤
の
影
響
を
考
慮
し
た
振
幅
比

（2
F

/F
F

）も
ほ
ぼ
同
程
度
の
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、地
盤
の
影
響
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。図
3
│
19
右
下
の
図
が
地
盤
と
建
物
の
動
的
相
互
作
用（SSI: Soil-Stru

ctu
re 

Interaction

）を
示
す
FF
と
GF
の
比
で
あ
る
が
、振
幅
比
は
ほ
ぼ〝
1
〞を
示
し
て
い
る
。一
般
に
、

相
対
的
に「
軟
ら
か
い
」地
盤
に「
か
た
い
」建
物
が
あ
る
場
合
に
、建
物
の
振
動
は
動
的
相
互

作
用
と
し
て
地
盤
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。
自
由
地
盤
の
観
測
点
の
記
録
か
ら
地
盤
の「
揺

れ
や
す
さ
」を
現
すH

/V

ス
ペ
ク
ト
ル
比
を
求
め
て
み
た
が
、地
盤
の
卓
越
振
動
数
を
示
す

明
瞭
な
ピ
ー
ク
は
見
ら
れ
ず
、「（
比
較
的
）硬
質
な
地
盤
」の
性
状
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、防
災
科
学
技
術
研
究
所
がW

eb

上
で
公
開
し
て
い
る
地
震
ハ
ザ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〝J-SH
IS

〞に
よ
る
当
該
敷
地
の
表
層30

m

の
平
均
S
波
速
度
はV

s=
400

m
/s

程
度
を
示

し
て
お
り
、今
回
の
常
時
微
動
観
測
の
結
果
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

図
3
│
20
に
は
観
測N

o.3

の
結
果
よ
り
、F1
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
建
物
東
側
と
西
側
の
振
幅

比
を
求
め
た
も
の
を
示
す
。
図
に
は
観
測
点
配
置
も
あ
わ
せ
て
示
し
て
い
る
。
観
測N

o.2

に

　

図
3
│
18
に
は
観
測
波
形（
加
速
度
）の
一
例
を
示
す
。

デ
ー
タ
収
録
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
周
波
数
を100

H
z

（0
.01

秒
ご
と
に
記
録
を
デ
ジ
タ
ル
化
）と
し
て
行
っ
た
。

解
析
に
あ
た
っ
て
は
、観
測
デ
ー
タ
の
う
ち
か
ら
連

続
し
た
20
分
間
の
デ
ー
タ
を
解
析
区
間
と
し
、そ
こ

か
ら40

.96

秒
間
の
時
間
窓
に
よ
り
小
区
間
を
抽

出
し
た
。こ
の
作
業
を
小
区
間
の
時
間
幅
に
あ
た
る

20
.48

秒
だ
け
ず
ら
し
な
が
ら
全
解
析
区
間
の
20

分
間
に
適
用
し
て
56
個
の40

.96

秒
間
の
時
間
デ
ー

タ
を
作
成
し
た
。こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
56
個

の40
.96

秒
間
の
時
間
デ
ー
タ
に
対
し
てF

F
T

を

用
い
て
振
動
数
領
域
の
フ
ー
リ
エ
ス
ペ
ク
ト
ル
に
変
換

す
る
。
例
え
ば
、2
階
と
1
階
の
フ
ー
リ
エ
ス
ペ
ク
ト

ル
の
比
を
取
る
こ
と
で
建
物
が
ど
の
振
動
数
で
揺
れ

や
す
い
か
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
抽
出
し
た
56

個
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
操
作
を
行
い
、平

均
的
な
建
物
振
動
特
性
を
検
討
す
る
。

　

図
3
│
19
に
は
観
測N

o.1

の
結
果
よ
り
、F1
フ
レ
ー

ム
東
側
の
振
動
特
性
を
観
測
点
間
の
振
動
の
振
幅

比
に
よ
り
示
す
。
図
の
横
軸
は
振
動
数
、縦
軸
は
セ

ン
サ
ー
2
点
間
の
振
幅
比
を
表
し
て
お
り
、
例
え

ば
、左
上
図
の〝2

F
/G

F

〞は
地
階
に
対
す
る
2
階
の

振
幅
比
を
示
し
て
い
る
。
各
図
は
、複
雑
な
波
形
を
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図3-18  観測波形の一例（観測No.1の建物長辺LN(NS)方向）図3-19  F1フレーム東側の振幅比（観測No.1）

表3-2  観測結果より推定したF1フレームの1次固有振動数
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G
F

の
比
か
ら
長
辺
方
向（
NS
）は5

.7
H

z

、短
辺
方
向

（
EW
）は5

.4
H

z

と
な
っ
た
。
今
回
の
結
果
は
鉄
骨
フ
レ
ー

ム
で
の
観
測
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、鉄
骨
造
の
設

計
用
1
次
固
有
周
期
の
式T

=
0

.03
h

(s)
と
比
較
す
る

と（
h
は
建
物
高
さ
）、建
物
高
さ
をh=

13
(m

)
と
仮
定
し

てT
=

0
.39

(s)

と
な
り
、固
有
振
動
数
に
変
換
す
る
と
、

f=
2

.56
(H

z)

と
な
る
。
常
時
微
動
観
測
か
ら
推
定
す

る
固
有
周
期
や
固
有
振
動
数
は
一
般
に
弾
性
範
囲
で

の
応
答
に
対
し
て「
か
た
め
」の
評
価
に
な
る
傾
向
が
あ

る
が
、設
計
用
の
推
定
式
と
比
較
し
て
も
今
回
の
観
測

結
果
か
ら
固
有
振
動
数
は
か
な
り
高
め
の
値
と
推
定

さ
れ
た
。

　

図
3
│
24
に
は
観
測N

o.10

で
実
施
し
た
、北
東
側
に

設
置
さ
れ
て
い
る
側
面
バ
ル
コ
ニ
ー
に
隣
接
す
る
F3
お
よ

び
F4
フ
レ
ー
ム
で
の
観
測
結
果
を
示
す
。

　

図
3
│

24
よ
り
、
1
次
固
有
振
動
数
は
NS
方
向
で

6
.1

H
z

、EW
方
向
で5

.7
-5

.8
H

z

と
な
り
、図
3
│
22
や

図
3
│
23
の
結
果
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。図
3
│
24
の
左
下
に

示
し
たF3

,F4

フ
レ
ー
ム
の
2
階
部
分（
バ
ル
コ
ニ
ー
）
で

の
比
較
を
見
る
と
、建
物
短
辺
方
向
で
あ
る
TR（
EW
）方

向
で
振
幅
比
が
か
な
り
広
い
振
動
数
範
囲
で〝
1
〞を

下
回
っ
て
い
る
。こ
れ
は
F4
フ
レ
ー
ム
の
振
幅
が
F3
フ
レ
ー

ム
に
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、そ
の
理
由
に
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図3-20  F1フレームの振幅比：東西の比較（観測No.3）

図3-21  F2フレームの振幅比（観測No.5）

図3-22  F3フレームの振幅比（観測No.9）

図3-23  F4フレームの振幅比（観測No.6 , No.7）

表3-3  観測結果より推定したF2-F4フレームの1次固有振動数
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つ
い
て
は
F4
フ
レ
ー
ム
の
北
側
に
は
階
段
部
分
が
あ
る
た
め
、F3
フ
レ
ー
ム
に
比
べ
る
と
短
辺
方

向
へ
の
動
き
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、他
の
観
測
に
お
い
て
も

F4
フ
レ
ー
ム
の
振
幅
は
大
き
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

表
3
│
4
に
は
図
3
│
19
〜
23
ま
で
の
各
フ
レ
ー
ム
の
振
幅
比
に
基
づ
い
て
、1/√

2

法
(1 )
に
よ
っ
て
推

定
し
た
減
衰
定
数
の
値
を
示
す
。
建
物
短
辺
TR（
EW
）方
向
の
2F
／
1F
の
結
果
か
ら
の
推
定
値

が
他
の
結
果
と
比
較
し
て
、や
や
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、概
ね
建
物
長
辺
LN（
NS
）方

向
で3

%
(0

.03
)

、短
辺
TR（
EW
）方
向
で5

%
(0

.05
)

程
度
の
推
定
値
と
な
っ
た
。

　

観
測
し
た
波
形
は
図
3
│
18
に
示
し
た
通
り
、加
速
度
波
形
で
あ
る
が
、建
物
の
1
次
固
有

振
動
数
付
近
で
あ
る
振
動
数4

-6
H

z

に
帯
域
制
限
し
て
数
値
積
分
を
2
回
繰
り
返
し
、各

観
測
点
の
変
位
波
形
を
求
め
た
。
結
果
の
一
例
と
し
て
図
3
│
25
に
は
F1
フ
レ
ー
ム
の
観
測
記
録

中
の
あ
る
5
秒
間
に
つ
い
て
求
め
た
時
刻
歴
変
位
波
形
を
示
す（
観
測N

o.1

）。
さ
ら
に
建
物

の
挙
動
を
わ
か
り
や
す
く
把
握
す
る
た
め
、こ
れ
ら
の
変
位
波
形
を
粒
子
軌
跡
の
形
で
表
現

し
た
も
の
が
図
3
│
26
で
あ
り
、図
3
│
25
と
同
じ
波
形
を
水
平
2
成
分
の
挙
動
が
わ
か
る
よ
う
に

縦
軸
に
NS
、横
軸
に

EW
方
向
の
5
秒
間
の
変
位
を
描
画
し
て
い
る
。こ
こ
で
#1
は
地
階（
GF
）、

#2
は
自
由
地
盤（
FF
）、#3
は
1
階（
1F
）、#4
は
2
階（
2F
）の
変
位
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
図
か
ら
、

地
盤
と
地
階
は
ほ
ぼ
同
様
の
挙
動
を
し
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
1
階
、2
階
と
上
階
に
行
く
に

し
た
が
っ
て
振
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、図
3
│
25
の
時
刻
歴
波
形

を
よ
く
見
る
と
#1
の
地
階
や
#2
の
地
盤
に
比
べ
る
と
、#3
の
1
階
や
#4
の
2
階
の
振
動
は
振

幅
が
大
き
く
な
り
つ
つ
振
幅
の
ピ
ー
ク
を
取
る
時
間
が
や
や
異
な
っ
て
お
り
、建
物
の
1
次
固

有
振
動
数
で
の
応
答
に
よ
る「
位
相
ず
れ
」が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

図
3
│
26
の
変
位
波
形
の
粒
子
軌
跡
は
F1
フ
レ
ー
ム
の
柱
と
自
由
地
盤
に
つ
い
て
、水
平
2
成
分

の
挙
動
を
上
か
ら
眺
め
た
様
子
を
示
し
て
い
る
が
、地
階（
GF
）と
自
由
地
盤（
FF
）の
挙
動
が
ほ

図3-24  北東側バルコニーF4-F3フレームの振幅比（観測No.10）

図3-25  観測波形を積分して求めた変位波形（観測No.1）

表3-4  観測結果より推定した各フレームの減衰定数
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本
報
告
は
常
時
微
動
観
測
で
得
ら
れ
た
結
果
か
ら
の
建
物
振
動
特
性
の
推
定
で
あ
る
の

で
、地
震
時
の
建
物
の
損
傷
に
つ
い
て
は
直
接
的
に
は
言
及
で
き
な
い
が
、建
物
の
1
次
固
有

振
動
数
が
比
較
的
高
い
こ
と
と
敷
地
地
盤
特
性
も
比
較
的
硬
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
震
時

に
は
高
振
動
数（
短
周
期
）成
分
の
振
動
が
卓
越
す
る
と
想
像
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
振
動
は

建
物
の
構
造
被
害
に
直
接
結
び
つ
く
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、外
壁
の
損
傷
や
剥
落
、

窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
な
ど
の
被
害
を
生
じ
る
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
の
被
害
地
震
で
も
数
多
く
の
被

害
例
が
あ
る
の
で
、今
後
の
建
物
の
保
存・
活
用
に
あ
た
っ
て
は
十
分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

 

参
考
文
献

(1 ) 

北
村
晴
幸
、性
能
設
計
の
た
め
の
建
築
振
動
解
析
入
門  

第
二
版
、彰
国
社（2009

）

ぼ
重
な
っ
て
い
る（
右
図
）の
に
対
し
て
、建
物
の
挙
動
は
特
に
2
階（
2F
）で
南
北（
NS
）方
向
へ
の
変

位
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
読
み
取
れ
、図
3
│
19
〜
24
の
結
果
で
建
物
長
辺
LN（
NS
）方
向
の
振
幅

比
が
建
物
短
辺
TR（
EW
）方
向
よ
り
も
ピ
ー
ク
の
値
が
大
き
い（
高
い
）こ
と
と
調
和
的
で
あ
る
。

　

今
回
の
常
時
微
動
観
測
結
果
を
ま
と
め
る
と
、以
下
の
通
り
と
な
る
。

 

1 
 

建
物
の
1
次
固
有
振
動
数
は
長
辺（
NS
）方
向
で6

.0
H

z

、短
辺（
EW
）方
向
で5

.5
H

z

程
度
と
な
り
、同
程
度
の
高
さ
の
鉄
骨
建
物
と
比
較
し
て「
か
た
め
」の
挙
動
を
す
る

傾
向
が
あ
る
。

 

2 
 

建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
能
力
を
示
す
減
衰
定
数
は
長
辺（
NS
）方
向
で
3
％
、短
辺

（
EW
）方
向
で
5
％
程
度
と
評
価
さ
れ
た
。

 

3 
 

振
幅
比
や
変
位
波
形
の
結
果
か
ら
、2
階（
バ
ル
コ
ニ
ー
）で
の
揺
れ
は
長
辺（
NS
）方
向
の

ほ
う
が
短
辺（
EW
）方
向
よ
り
も
や
や
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

図3-26   変位波形から求めた水平2成分の粒子軌跡

　　　　（観測No.1）

外
壁
石
材（
秋
保
石
）の
現
況
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﹇
第
二
節
﹈ 

劣
化
状
況
に
関
す
る
目
視
調
査

（
1
）
東
面
の
劣
化
状
況

　

キ
ャ
ン
パ
ス
正
面
の
前
庭
側
に
面
す
る
東
面
は
、南

側
に
礼
拝
堂
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
あ
り
、中
央
部
分
は

外
壁
周
り
が
半
階
分
掘
り
下
げ
ら
れ
て
、そ
の
手
前
に

植
栽
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
植
栽
は
背
の
低
い
植
物

が
多
く
、東
面
を
覆
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
秋
保

石
を
使
用
し
た
外
壁
部
分
は
樹
脂
系
と
見
ら
れ
る
塗

材
が
ほ
と
ん
ど
全
面
に
塗
布
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、多

く
の
箇
所
で
樹
脂
の
ひ
び
割
れ
、浮
き
、剥
離
が
確
認
さ
れ
た（
図
4
│
1
）。

　

図
4
│
2
〜
5
に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
外
観
を
示
す
。
開
口
部
の
両
側
に
あ
る
尖
塔
状
の
装
飾
壁

に
お
け
る
汚
れ
、欠
損
が
見
ら
れ
、モ
ル
タ
ル
系
充
填
剤
を
使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
補
修
跡
が

多
数
見
ら
れ
た
。
ま
た
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
上
部
階
の
装
飾
壁
に
お
い
て
も
、若
干
の
汚
れ
が
見
ら

れ
た
。エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
以
外
の
壁
面
に
お
い
て
は
、苔
な
ど
の
付
着
と
汚
れ
の
ほ
か
、雨
樋
ま

わ
り
に
お
け
る
顕
著
な
塗
材
の
は
が
れ
が
見
ら
れ
た（
図
4
│
6
〜
7
）。

（
2
）
西
面
の
劣
化
状
況

　

西
面
は
構
内
通
路
に
面
し
て
お
り
、植
栽
な
ど
が
な
い
こ
と
か
ら
風
通
し
は
悪
く
な
い
状
況

と
思
わ
れ
る
。
東
面
と
同
様
に
全
面
的
に
樹
脂
系
の
塗
材
が
塗
布
さ
れ
て
お
り
、や
は
り
多
く

の
箇
所
で
樹
脂
の
ひ
び
割
れ
、浮
き
、剥
離
や
、別
の
樹
脂
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
補
修
跡
が

確
認
さ
れ
た（
図
4
│
8
〜
9
）。
そ
の
他
で
は
尖
塔
状
の
装
飾
壁
上
部
の
汚
れ
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

 ﹇
第
一
節
﹈ 

調
査
分
析
方
法

　

調
査
対
象
と
な
る
秋
保
石
外
装
は
、礼
拝
堂
外
壁
の
ほ
ぼ
全
面
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。
秋

保
石
は
大
谷
石
に
代
表
さ
れ
る
凝
灰
岩
系
の
石
材
で
あ
り
、加
工
の
し
や
す
さ
な
ど
か
ら
昭

和
初
期
頃
ま
で
建
築
用
材
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
礼
拝
堂
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の

は
厚
さ
4
寸
〜
5
寸
程
度
で
、表
面
に
は
ビ
シ
ャ
ン
仕
上
げ
と
思
わ
れ
る
加
工
が
施
さ
れ
て

い
る
。
設
計
図
書
に
よ
れ
ば
、秋
保
石
外
装
は
そ
の
一
部
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
埋
設
型
枠
と
し

て
利
用
さ
れ
て
お
り
、秋
保
石
の
外
観
と
施
工
の
合
理
性
を
は
か
っ
た
特
徴
的
な
利
用
方
法

で
あ
る
。

　

現
在
の
状
況
と
し
て
、外
装
の
一
部（
特
に
下
部
）に
雨
水
な
ど
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
劣
化
や

浸
食
、変
色
が
見
ら
れ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、樹
脂
系
の
塗
料
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
補
修

作
業
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る
が
、そ
の
際
の
記
録
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、ど
の
よ
う
な

材
料
が
使
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
補
修
時
期
に
つ
い
て
も
、昭
和
か
ら
平
成
前
期
頃
と

伝
わ
る
の
み
で
、特
定
で
き
な
い
。

　

現
地
調
査
は
、2019

年
9
月
23
日
〜
9
月
25
日
の
計
3
日
間
で
行
っ
た
。
調
査
分
析
方

法
は
、①
目
視
に
よ
る
劣
化
状
況
調
査
、②
超
音
波
に
よ
る
非
破
壊
調
査
、お
よ
び
③
剥
落
サ

ン
プ
ル
に
よ
る
内
部
構
造
評
価
と
劣
化
前
の
健
全
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
耐
酸
性・
凍
結
融
解
抵

抗
性
に
関
す
る
簡
易
実
験
、で
あ
る
。こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、劣
化
状
況
に
関
す
る
考
察
を

行
っ
た
。

 

図4-2  礼拝堂エントランス図4-3  礼拝堂エントランス上部階図4-4  尖塔状装飾壁の汚れ、欠損

図4-6  東面の苔などの付着 図4-5  充填剤使用跡（右上）図4-7  東面の雨樋付近の塗材のはがれ

図4-1  樹脂系塗材の状態

図4-8  西面の樹脂の剥離図4-9  西面の別の樹脂による補修跡図4-10  南外壁の欠け

図4-13  北外壁の変色 図4-11  南外壁の欠け（上部）図4-12  北外壁の装飾
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飾
壁
な
ど
の
突
起
部
分
に
集
中
し
て
お
り
、塗
材
の
は
が
れ
な
ど
も
こ
れ
ら
の
部
分
に
多
く

見
ら
れ
た
。
ま
た
、塗
材
の
劣
化
が
見
ら
れ
た
部
分
で
は
、秋
保
石
の
素
地
表
面
が
崩
れ
て
粉

末
化
し
て
い
る
箇
所
が
多
数
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
な
ど
で
は
、凍
結
融

解
作
用
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
が
崩
れ
て
細
か
く
粉
末
化
す
る
現
象
が
し
ば
し
ば
発
生

す
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、そ
れ
ら
は
凍
結
に
よ
る
劣
化
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
凍
結
融

解
作
用
は
水
分
が
多
量
に
存
在
す
る
環
境
で
顕
著
に
表
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
塗
材

の
内
側
に
苔
や
変
色
が
発
生
し
て
い
る
状
況
な
ど
か
ら
、劣
化
し
た
塗
材
と
秋
保
石
表
面
の

間
に
雨
水
な
ど
が
浸
入
し
て
蓄
積
し
、そ
れ
が
凍
る
こ
と
で
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。つ
ま
り
、塗
材
の
劣
化
は
、秋
保
石
外
壁
素
地
の
劣
化
を
助
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 ﹇
第
三
節
﹈ 

超
音
波
測
定
に
よ
る
秋
保
石
外
装
材
の

  
 

劣
化
状
況
評
価

　
「
応
用
地
質
用
語
集
」（
日
本
地
質
学
会.2004

.5

）に
よ
る
と
、秋
保
石
は
中
新
統
の
軽
石
凝

灰
と
い
わ
れ
、軽
量
で
自
然
風
化
が
穏
や
か
で
あ
り
、耐
久
性
、耐
火
性
に
富
む
岩
石
で
あ

る
。
中
新
統
と
は
中
新
世
に
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
。
中
新
世
は
地
質
時
代
の
一
区
分
で
あ

り
、約2

,300

万
年
前
か
ら
約500

万
年
前
ま
で
の
期
間
の
こ
と
で
あ
る
。
学
名
を
含
有
孔

虫
浮
石
質
角
礫
凝
灰
岩
と
い
う
。

1 
調
査
方
法

　

調
査
は
完
全
非
破
壊
で
、超
音
波
伝
播
速
度
お
よ
び
表
面
含
水
率
を
測
定
し
た
。
ま
た
、

比
較
の
た
め
に
同
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の「
本
館
」お
よ
び「
4
号
館
」に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。

（
3
）
南
面
の
劣
化
状
況

　

南
面
に
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
共
に
渡
り
廊
下
の
屋
根
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。こ
の
屋
根
の
下

に
あ
る
柱
だ
け
は
樹
脂
系
の
塗
材
が
塗
布
さ
れ
て
お
ら
ず
、秋
保
石
の
素
地
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。こ
の
部
分
で
の
顕
著
な
劣
化
は
な
か
っ
た
。一
方
で
、屋
根
が
接
し
て
い
る
周
辺

で
の
外
壁
の
劣
化
が
著
し
く
、塗
材
と
共
に
外
壁
が
一
部
欠
損
し
て
い
る
部
分
も
見
受
け
ら

れ
た（
図
4
│
10
〜
11
）。
汚
れ
や
苔
な
ど
の
付
着
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、建
物
に
隣
接
し
風
通

し
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、湿
度
や
含
水
状
態
な
ど
の
水
分
環

境
に
起
因
す
る
劣
化
が
起
こ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
北
面
の
劣
化
状
況

　

北
面
は
敷
地
外
の
道
路
に
面
し
て
お
り
、街
路
樹
と
ほ
ぼ
接
触
す
る
よ
う
な
位
置
関
係
に

あ
る
。
街
路
樹
の
枝
が
か
か
る
た
め
か
、壁
面
上
部
の
装
飾
な
ど
は
欠
け
な
ど
な
く
比
較
的

健
全
で
あ
る（
図
4
│
12
）。一
方
で
、壁
面
下
部
は
他
の
面
よ
り
も
汚
れ
や
苔
の
付
着
が
顕
著
に

見
ら
れ
、地
表
面
か
ら2

.5
m

程
度
ま
で
は
壁
面
の
ほ
と
ん
ど
が
変
色
し
て
い
た（
図
4
│
13
）。

日
当
た
り
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
、交
通
量
の
多
い
道
路
か
ら
の
有
害
物（N

O
x

、SO
x

な
ど
）

を
含
む
汚
水
の
飛
沫
の
付
着
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
ま
と
め

　

全
体
に
わ
た
っ
て
樹
脂
系
の
塗
材
が
塗
布
さ
れ
て
お
り
、確
認
で
き
た
主
な
劣
化
は
、塗
材

の
劣
化
と
、苔
や
汚
れ
な
ど
の
付
着
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。一
方
で
、秋
保
石
外
壁
素
地
の

顕
著
な
劣
化
は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、南
面
な
ど
一
部
に
お
い
て
塗
材
と
共
に
秋

保
石
の
素
地
部
分
も
欠
け
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。
塗
材
と
共
に
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
、塗
材
の
塗
布
さ
れ
た
時
期
が
昭
和
〜
平
成
の
初
め
頃
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、こ
の

劣
化
は
30
年
程
度
の
間
に
起
こ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
劣
化
は
建
物
下
部
も
し
く
は
装

　

超
音
波
伝
播
速
度
測
定
は
、材
料
の
片
面
に
置
い
た

送
信
探
触
子
を
、他
面
に
置
い
た
受
信
探
触
子
に
よ
り

受
信
す
る
方
法
で
、材
料
内
部
に
欠
陥
が
あ
れ
ば
透
過

す
る
超
音
波
の
伝
搬
時
間
が
変
化
す
る
こ
と
を
利
用
し

て
、欠
陥
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
使
用

機
器
を
図
4
│
14
に
示
す
。

　

表
面
含
水
率
は
低
周
波
信
号
を
送
信
し
、材
料
の
水

分
量
に
よ
っ
て
変
化
す
る
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
測
定
す
る

こ
と
で
含
水
率
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
壁
面

に
押
し
当
て
て
計
測
を
行
っ
た
。
使
用
機
器
を
図
4
│
15

に
示
す
。

2 

超
音
波
試
験
に
よ
る
評
価
方
法

　

構
造
物
に
対
す
る
非
破
壊
試
験
に
よ
る
診
断
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
の
耐
久
性
の
判

定
や
強
度
推
定
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
測
定
原
理
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
発
信
端
子

（T
ransm

itter

：
以
降
図
で
は
T
と
表
記
）と
受
信
端
子（R

eceiver

：
以
降
図
で
は
R
と
表
記
）を
密

着
さ
せ
、超
音
波
の
各
端
子
間
の
伝
播
時
間
を
計
測
し
、両
端
子
間
の
距
離
か
ら
速
度
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
発
信
端
子
と
受
診
端
子
は
総
称
し
て
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
と
呼
ぶ
。
測
定
方

法
の
種
類
は
、図
4
│
16
に
示
す
よ
う
に
直
接（
透
過
）法
、半
直
接（
斜
角
）法
、反
射
法
の
3
種
類

が
あ
る
(1 )
・
(2 )

。

　

図
4
│
16（
a
）に
示
す
直
接（
透
過
）法
は
、発
信
端
子
と
受
信
端
子
を
対
向
さ
せ
て
配
置
し
て

測
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
超
音
波
法
の
中
で
最
も
精
度
が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、圧
縮
強
度

推
定
時
等
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

半
直
接
法
は
図
4
│
16（
b
）に
示
す
よ
う
に
斜
め
に

設
置
す
る
測
定
法
で
あ
る
。
圧
縮
強
度
推
定
を
目

的
と
し
た
測
定
時
に
、対
称
に
端
子
を
設
置
で
き

な
い
場
合
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

反
射
法
図
4
│
16（
c
）は
同
一
面
上
に
配
置
す
る
方

法
で
、ひ
び
割
れ
深
さ
の
推
定
に
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
方
法
と
し
て
は
、発
信
端
子
と
受
信
端
子
を

ひ
び
割
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
同
距
離
に
設
置
し
た
場

合
の
伝
播
時
間
と
距
離
か
ら
、ひ
び
割
れ
深
さ
を

計
算
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、半
直
接
法
と
同
様

に
、圧
縮
強
度
推
定
を
目
的
と
し
た
測
定
時
に
、対

称
に
端
子
を
設
置
で
き
な
い
場
合
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

　

計
測
は
P
波（P

rim
ary w

ave

）
お
よ
び
S
波

（Secondary w
ave

）の
2
種
類
の
波
形
に
て
行
う
。図

4
│
17
に
波
形
伝
播
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。

　

P
波（
縦
波
）は
、粒
子
の
振
動
が
波
の
伝
播
す
る

方
向
と
平
行
な
方
向
に
生
じ
る
波
の
こ
と
で
あ
る
。粒
子
が
粗
密
を
繰
り
返
し
て
伝
播
し
て
い

く
。
対
し
て
S
波（
横
波
）は
、進
行
方
向
に
直
行
し
て
振
動
し
伝
わ
る
。
表
面
と
平
行
に
加
え

ら
れ
た
ひ
ず
み
が
、そ
の
方
向
を
変
え
な
が
ら
繰
り
返
さ
れ
て
伝
播
す
る
も
の
で
あ
る
。
両
者

を
比
較
す
る
と
、S
波
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
、P
波
は
速
度
が
速
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
。

　

使
用
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
の
周
波
数
は
、P
波
は250

k
H

z

と54
k

H
z

（
指
数
）、S
波

図4-15  表面含水率測定器 図4-14  超音波伝播速度測定器

（a）直接（透過）法（b）半直接法

図4-16  超音波測定法

（c）反射法
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波30
k

H
z

ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
は
近
年
開
発
さ
れ
た
完
全
乾
式
に
よ
る
試
験
が
可
能
な
も
の

で
あ
る
。
従
来
型
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
は
、潤
滑
剤
を
使
用
し
て
計
測
面
を
滑
ら
か
に
し
て
探

触
子
を
密
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、凹
凸
が
大
き
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
対
し
て
測
定
が

難
し
い
。一
方
で
当
該
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
は
、探
触
子
先
端
の
5
つ
の
測
定
点
を
測
定
面
に
押

し
付
け
る
の
み
で
測
定
可
能
で
あ
り
、測
定
面
に
対
す
る
下
処
理
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
。

3 

対
象
物
の
強
度
推
定

　

図
4
│
1
に
示
す
よ
う
に
、対
象
建
物
に
は
、補
修
を
目
的
と
し
た
仕
上
げ
材
が
全
面
的
に

塗
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
石
材
そ
の
も
の
の
性
能
を
把
握
す
る
た
め
に
、比
較
対
象
と
し
て

本
館
お
よ
び
4
号
館
に
つ
い
て
も
調
査
を

行
っ
た
。
本
館
は
大
正
15（1926

）年
に
竣

工
さ
れ
て
い
て
礼
拝
堂
よ
り
竣
工
時
期

は
や
や
早
い
が
、概
ね
同
時
期
と
見
て
よ

い
。
4
号
館
は
昭
和
41（1966

）
年
に
竣

工
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
中
で
は
最
も

新
し
い
建
築
で
あ
る
。

　
完
全
非
破
壊
で
劣
化
診
断
を
実
施
す

る
上
で
、比
較
材
に
対
す
る
一
軸
圧
縮
試

験
結
果
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
圧
縮
強
度

よ
り
強
度
を
推
定
す
る
。
強
度
推
定
フ

ロ
ー
を
図
4
│
19
に
示
す
。

は40
k

H
z

で
あ
る
。
端
子
を
図
4
│
18
に
示
す
。
P
波250

k
H

z

と
P
波54

k
H

z

（
指
数
）は

基
本
的
に
は
潤
滑
剤
を
使
用
し
て
計
測
面
を
滑
ら
か
に
し
て
触
子
を
密
着
さ
せ
て
計
測
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
検
討
に
お
い
て
は
、対
象
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
潤
滑
油
の
塗

布
を
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、薄
手
の
ウ
レ
タ
ン
シ
ー
ト
を
挟
ん
で
計
測
を
行
っ
た
。
S

　

は
じ
め
に
、健
全
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
、超
音
波
伝
播
速
度
を
直
接
法
と
半
直
接
法
で
計
測

す
る
。
そ
の
後
一
軸
圧
縮
試
験
を
行
い
、基
本
的
な
性
能
を
得
る
。
次
に
、竣
工
年
が
最
も
遅

く
、目
視
に
よ
っ
て
劣
化
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
4
号
館（1966

年
竣
工
）に
つ
い
て
超
音
波
伝

播
速
度
を
直
接
法
と
半
直
接
法
で
計
測
し
、健
全
サ
ン
プ
ル
と
の
比
較
を
行
う
。
続
い
て
、本

館（1926

年
竣
工
）に
つ
い
て
超
音
波
伝
播
速
度
を
直
接
法
と
半
直
接
法
で
計
測
し
、4
号
館
と

の
比
較
を
行
う
。
本
館
は
、調
査
対
象
で
あ
る
礼
拝
堂（1932

年
竣
工
）と
竣
工
年
が
最
も
近
い

一
方
で
、礼
拝
堂
に
施
さ
れ
た
よ
う
な
表
面
処
理
は
為
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、石
材
そ
の
も
の
の

劣
化
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
最
後
に
、礼
拝
堂
の
超
音
波
伝
播
速
度
を
直
接
法

と
半
直
接
法
で
計
測
し
、本
館
と
の
比
較
を
行
う
。
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、お
お
よ
そ
の
材

料
強
度
の
推
定
を
行
う
。

4 

健
全
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
材
料
性
能
の
把
握

（
1
）
健
全
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て

 ﹇
入
手
方
法
﹈

　

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
に
あ
る
採
石
場（
図
4
│
20
）に
て
、採
掘
し
て
保
存
し
て
あ
っ

た
秋
保
石
を
譲
り
受
け
、サ
ン
プ
ル
と
し
た
。

 ﹇
試
験
体
の
様
子
﹈

　

超
音
波
伝
播
速
度
測
定
用
の
試
験
体
は95

x
95

x
295

m
m

の
も
の
を
1
体
、30

x
30

x
 

400
m

m

の
も
の
を
2
体
と
し
た
。

 ﹇
小
試
験
体
の
切
り
出
し
﹈

　

図
4
│
22
に
示
す
乾
式
切
断
機
に
よ
り
、50

x
50

x
100

m
m

の
小
試
験
体
へ
の
切
り
出
し
を

行
っ
た
。

（
2
）
健
全
サ
ン
プ
ル
の
超
音
波
伝
播
速
度
測
定
結
果

　

超
音
波
伝
播
速
度
を20

m
m

間
隔
で
計
測
し
た
。
試
験
に
際
し
て
は
、事
前
に
恒
温
室

（
気
温
20
度
、湿
度
65
％
程
度
）に
て
4
週
間
養
生
を
行
な
っ
た
。
計
測
に
使
用
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー

サ
を
表
4
│
1
に
、実
験
結
果
を
表
4
│
2
に
示
す
。

（
3
）
健
全
サ
ン
プ
ル
の
一
軸
圧
縮
試
験
結
果

　

JIS A
 5003

（
石
材
）に
準
じ
て
、一
軸
圧
縮
試
験
を
行
な
っ
た
。
実
験
結
果
を
表
4
│
3
に
示

す
。圧
縮
強
度
は22

.6

〜32
.2

M
pa

と
い
う
結
果
と
な
り
、平
均
は27

.9
M

P
a

で
あ
っ
た
。

秋
保
石
の
一
軸
圧
縮
強
度
に
関
す
る
既
往
の
報
告
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、建
築
材
料
に

お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
大
谷
石
と
比
較
を
す
る
。

　

は
じ
め
に
建
築
材
料
と
い
う
観
点
か
ら
、一
般
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
基
準
強
度
と
比

（1）P波250kHz（2）P波54kHz（指数）

図4-18  トランジューサの種類

図4-17  波形伝播イメージ (3 )

（3）S波40kHz

図4-19  材料強度推定フロー

図4-20  秋保石採石場

図4-21  試験体の例

図4-22  試験体の切り出しの様子

図4-23  試験体（切り後）

図4-24  小試験体の例



0
6

6

0
6

7

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂  

建
造
物
調
査
報
告
書

第
四
章 

｜ C
H

A
P

T
E

R
 IV

較
す
る
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
基
準
強
度
は18

~
36

M
P

a

を
標
準
と
し
て
お
り
、全
て

そ
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
ま
た
、耐
久
性
基
準
強
度
と
比
較
す
る
と
、標
準24

M
P

a

、長
期

30
M

P
a

の
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、今
回
対
象
と
す
る
秋
保
石
に
つ
い
て
は
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
言
え
ば
標
準
程
度
の
材
料
強
度
を
保
有
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　

次
に
、同
じ
軽
石
凝
灰
で
あ
る
大
谷
石
の
材
料
特
性
と
の
比
較
を
行
う
。
全
国
建
築
石
材

工
業
会
に
よ
る
と
、大
谷
石
の
一
軸
圧
縮
強
度
は14

.9
M

P
a

と
さ
れ
て
い
る
。
北
岡
ら
(4 )
の
大

谷
凝
灰
岩
に
関
す
る
力
学
特
性
の
研
究
の
際
に
一
軸
圧
縮
試
験
で
得
ら
れ
た
圧
縮
強
度
は

14
.9

M
P

a

、清
水
ら
(5 )
の
大
谷
凝
灰
岩
に
関
す
る
力
学
特
性
の
研
究
に
て
、気
乾
状
態
の
試

験
体
に
対
し
、一
軸
圧
縮
試
験
で
得
ら
れ

た
圧
縮
強
度
は10

.9
M

P
a

、15
.5

M
P

a

と
、お
お
よ
そ
全
国
建
築
石
材
工
業
会
発

表
の
も
の
と
近
い
値
を
示
し
て
い
る
。一
般

値
の
大
谷
石
と
比
較
す
る
と
、今
回
対
象

と
す
る
秋
保
石
は
、2
倍
程
度
の
材
料
強

度
を
保
有
す
る
と
言
え
る
。

　

健
全
サ
ン
プ
ル
の
一
軸
圧
縮
強
度
と
超

音
波
伝
播
速
度
の
関
係
を
図
4
│

25
に
示

す
。
圧
縮
強
度
と
超
音
波
伝
播
速
度
に
は
高
い
相
関
性
が
見
ら
れ
た
。

5 

実
建
築
調
査

（
1
）
測
定
日

　

2019

年
9
月
23
日
〜
9
月
25
日
の
3
日
間

（
2
）
測
定
場
所

　

測
定
方
法
を
表
4
│
4
に
、測
定
場
所
を
図
4
│
27
〜
29
に
示
す
。
4
方
位
全
て
の
方
向
に
お
い
て

柱
を
選
定
し
、調
査
を
行
っ
た
。
な
お
、北
面
、東
面
、西
面
に
は
表
面
上
に
な
ん
ら
か
の
補
修
剤

が
塗
布
さ
れ
て
い
た
が
、南
面
の
調
査
対
象
部
分
は
、補
修
剤
の
塗
布
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
3
）
実
験
結
果

 ﹇
計
測
結
果
﹈

　

測
定
作
業
の
状
況
を
図
4
│
30
に
示
す
。
測
定
は
直
接
法
と
半
直
接
法
に
て
行
っ
た
。
使
用

し
た
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
は
P
波（250

k
H

z

）、P
波（
指
数
）、S
波
の
3
種
類
で
あ
る
。
計
測
結

果
を
表
4
│
5
に
示
す
。
壁
面
の
状
態
や
測
定
場
所
に
よ
っ
て
、超
音
波
伝
播
速
度
の
測
定
方
法

や
使
用
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
を
選
択
し
、計
測
を
行
な
っ
た
。
表
面
の
凹
凸
が
多
く
、特
に

P
波（250

kH
z

）お
よ
び
S
波
は
測
定
が
出
来
な
い
箇
所
が
多
か
っ
た
。

 ﹇
健
全
サ
ン
プ
ル
と
の
比
較
結
果
﹈

　

材
料
強
度
推
定
に
多
く
用
い
ら
れ
る
直
接
法
に
よ
る
超
音
波
伝
播
速
度
測
定
の
、健
全
サ

ン
プ
ル
と
の
比
較
結
果
を
図
4
│
31
に
示
す
。
4
号
館
に
つ
い
て
、健
全
サ
ン
プ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
の

建
物
の
超
音
波
伝
播
速
度
で
除
し
た
超
音
波
伝
播
速
度
比
は
、P
波（250

k
H

z

）で
は
1
以

上
と
な
り
、健
全
状
態
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
本
館
に
つ
い
て
は
屋
上
の
南

側
お
よ
び
1
階
窓
付
近
に
て
調
査
を
行
っ
た
が
、ど
ち
ら
に
お
い
て
も
0.8
程
度
と
な
り
、健
全

性
が
や
や
低
下
し
て
い
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。一
方
、今
回
の
調
査
対
象
で
あ
る
礼
拝
堂
の

南
面
に
つ
い
て
は
、超
音
波
伝
播
速
度
比
が
1
と
な
り
、健
全
性
は
概
ね
保
た
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
し
か
し
、当
該
箇
所
は
補
修
剤
が
塗
布
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、塗
布
し
て
い
る
場
所
が

同
等
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
以
上
よ
り
、直
接
法
に
よ
る
超
音
波
伝
播
速
度
測
定
に
お
い
て

は
、次
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。

1　

1966

年
竣
工
の
4
号
館
に
つ
い
て
は
健
全
性
が
高
い
。

2　

1926

年
竣
工
の
本
館
は
健
全
性
が
や
や
低
下
し
て
い
る
。

3　

 1932

年
竣
工
の
礼
拝
堂
で
は
、特
に
補
修
剤
が
無
塗
布
の
南
面
に
つ
い
て
は
、健
全
性
が

高
い
と
言
え
る
。

図4-25  一軸圧縮強度─超音波伝播速度（直接法）

表4-1  使用したトランジューサ

表4-2  実験結果

表4-3  一軸圧縮強度一覧

表4-4  測定方法

図4-27  礼拝堂測定場所

（a）北側

（c）東側

（b）西側

（d）南側

（b）南側

図4-28  本館測定場所

図4-29  4号館測定場所（エントランス）

（a）東側
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続
い
て
、P
波（54

k
H

z 

指
数
）を
用
い
た
半
直
接
法
に
よ
る
超
音
波
伝
播
速
度
の
測
定
結

果
と
南
面
と
の
測
定
結
果
の
比
較
を
図
4
│
32
に
示
す
。
材
料
強
度
推
定
に
多
く
用
い
ら
れ
る

直
接
法
に
よ
る
超
音
波
伝
播
速
度
測
定
の
健
全
サ
ン
プ
ル
と
の
比
較
結
果（
図
4
│
31
）
に
お
い

て
、南
面
の
健
全
性
は
把
握
で
き
た
た
め
、南
面
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
か

検
討
を
行
っ
た
。
検
討
結
果
よ
り
、東
面
は
健
全
性
が
確
認
で
き
た
が
、西
面
と
北
面
に
つ
い

て
は
、健
全
性
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

6 

ま
と
め

1　
 

直
接
法
に
よ
る
超
音
波
伝
播
速
度
測
定
に
お
い
て
は
、1966

年
竣
工
の
4
号
館
に
つ
い

て
は
健
全
が
高
く
、1926

年
竣
工
の
本
館
は
健
全
性
が
や
や
低
下
し
て
お
り
、1932

年
竣
工
の
礼
拝
堂
の
う
ち
、補
修
剤
が
無
塗
布
の
部
分
に
つ
い
て
は
健
全
性
が
高
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

2　

 

半
直
接
法
に
よ
る
超
音
波
伝
播
速
度
測
定
に
よ
り
、南
面
と
東
面
は
健
全
性
が
確
認

で
き
た
が
、西
面
と
北
面
に
つ
い
て
は
健
全
性
が
低
下
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

表4-5  計測結果

（2）P波（指数）による半直接法

図4-30  計測の様子

（1）S波による直接法
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第
四
節
﹈ 

化
学
分
析
に
よ
る
秋
保
石
外
装
材
の

  
 

劣
化
状
況
評
価

　

目
視
調
査（
本
章
第
二
節
）に
お
い
て
、外
壁
の
凍
結
融
解
作
用
に
よ
る
劣
化
の
可
能
性
お
よ

び
道
路
か
ら
の
汚
水
飛
沫
の
影
響
に
よ
る
汚
れ
の
状
況
が
示
唆
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、秋
保
石

健
全
材
と
礼
拝
堂
周
辺
で
取
得
し
た
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
劣
化
試
験
に
よ
り
、秋
保
石
の
基

本
的
な
劣
化
特
性
を
確
認
し
た
。

1 

分
析
対
象

　

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
に
あ
る
採
石
場（
図
4

│
33
）に
て
、採
掘
し
て
保
存
し
て
あ
っ
た
秋
保
石
を
譲
り
受

け
、サ
ン
プ
ル
と
し
た
。
現
地
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
は
、礼
拝

堂
周
辺
で
剥
落
し
て
い
た
小
片
を
回
収
し
て
サ
ン
プ
ル
と

し
て
使
用
し
た
。
な
お
、剥
落
の
時
期
や
剥
落
後
か
ら
取

得
ま
で
の
状
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

2 

分
析
方
法

（
1
）
酸
劣
化
に
関
す
る
検
証
方
法

　

本
研
究
で
は
硫
酸
塩
に
よ
る
劣
化
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、浸
漬
溶
液
に
は
硫
酸
濃
度
を0

.5
m

ol/l

に
調
整
し
た

も
の
を
使
用
し
た
。こ
の
溶
液
に
試
験
体
を
1
週
間
浸
漬

し
た
。
毎
日
試
験
体
の
質
量
と
溶
液
の
pH
を
測
定
し
、3

　

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、壁
面
の
状
態
や
測
定
場
所
に
よ
っ
て
、超
音
波
伝
播
速
度
の
測

定
方
法
や
使
用
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ー
サ
を
選
択
し
計
測
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、表
面
の
凹
凸

が
多
く
、特
に
P
波（250

k
H

z

）お
よ
び
S
波
は
測
定
不
可
能
な
箇
所
も
多
か
っ
た
。
よ
り
精

緻
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
は
、計
測
方
法
の
改
良
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
様
の
理

由
に
よ
り
、表
面
含
水
率
の
安
定
し
た
測
定
も
難
し
か
っ
た
。
測
定
方
法
の
変
更
と
再
測
定

が
望
ま
れ
る
。

　

外
装
材
は
日
々
劣
化
が
進
行
す
る
。
定
期
的
な
デ
ー
タ
の
収
集
と
診
断
を
継
続
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
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考
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、
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鉱
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五
郎
、國
安
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の
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図4-31  P波（250kHz）超音波伝播速度比（健全サンプル／実建築）

図4-32  P波  指数（54kHz）超音波伝播速度比（健全サンプル／実建築）

図4-33  秋保石採石場（再掲）
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堂  
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造
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告
書

日
に
1
度
表
面
の
写
真
を
撮
影
し
表
面
変
化
を
観
察

し
た
。
溶
液
の
pH
が
低
下
し
て
い
た
ら
溶
液
中
に
硫
酸

を
滴
下
し
、硫
酸
濃
度
の
調
整
を
行
っ
た
。

（
2
）
凍
結
に
よ
る
劣
化
に
関
す
る
検
証
方
法

　

専
用
の
ゴ
ム
容
器
に
入
れ
て
水
を
注
入
し
、図
4
│
34
の

凍
結
融
解
試
験
機
の
試
験
槽
に
入
れ
て
試
験
を
し
た
。

凍
結
温
度
-18
℃
、融
解
温
度
5
℃
と
し
た
1
サ
イ
ク
ル

を
基
本
と
し
、30
サ
イ
ク
ル
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
1
セ
ッ

ト
ご
と
に
各
シ
リ
ー
ズ
の
質
量
測
定
、相
対
動
弾
性
係

数（
供
試
体
の
2
面
を
測
定
し
た
平
均
）、表
面
劣
化
の
撮
影
を
行
い
、質
量
変
化
率
、音
波
変
化

率
、表
面
劣
化
の
経
過
を
ま
と
め
た
。

3 

分
析
結
果
お
よ
び
考
察

（
1
）
酸
劣
化
に
関
す
る
検
証
結
果

　

図
4
│
35
に
酸
に
浸
漬
し
た
秋
保
石
の
質
量
変
化
率
を
示
す
。
健
全
資
料
と
し
て
浸
漬
し
た

4
体
は
浸
漬
5
日
目
頃
か
ら
質
量
減
少
が
起
こ
り
始
め
た
。一
方
で
、現
地
で
取
得
し
た
サ

ン
プ
ル
に
つ
い
て
は
浸
漬
3
日
目
か
ら
質
量
減
少
が
発
生
し
て
お
り
、異
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、現
地
で
取
得
し
た
サ
ン
プ
ル
は
何
ら
か
の
作
用
に
よ
り
劣
化
が
発
生
し
、酸

の
浸
食
に
対
し
て
通
常
よ
り
も
弱
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

健
全
サ
ン
プ
ル
か
ら
判
断
で
き
る
秋
保
石
の
耐
酸
性
は
、建
材
と
し
て
は
あ
ま
り
高
い
も
の

で
は
な
く
、酸
に
よ
る
劣
化
が
発
生
し
や
す
い
材
料
で
あ
る
と
言
え
る
。こ
れ
は
、同
じ
凝
灰

岩
系
で
あ
る
大
谷
石
な
ど
の
特
性
と
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、極
度
の
酸
環
境
に
お
い
て

は
十
分
な
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
建
材
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
2
）
凍
結
に
よ
る
劣
化
に
関
す
る
検
証
結
果

　

図
4
│
36
に
凍
結
融
解
さ
せ
た
秋
保
石
の
相
対
動
弾
性
係
数
の
変
化
、図
4
│
37
に
質
量
変
化

率
を
示
す
。
な
お
、今
回
は
2
セ
ッ
ト（
60
サ
イ
ク
ル
）の
実
験
を
行
っ
た
結
果
を
示
す
。
健
全
資

料
と
し
て
試
験
し
た
3
体
は
相
対
動
弾
性
係
数
が
変
化
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、現
地
で

取
得
し
た
サ
ン
プ
ル
は
相
対
動
弾
性
係
数
が
10
％
程
度
低
下
し
、凍
結
融
解
作
用
に
よ
る
劣

化
が
生
じ
や
す
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
凍
結
融
解
作
用
に
よ
る
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
、材
料
中
に
存
在
す
る
水
が
凍
結
す
る
際
に
体
積
膨
張
し
、そ
の
膨
張
圧
と
膨
張
に
よ

り
発
生
す
る
水
の
移
動
が
内
部
構
造
を
破
壊
す
る
こ
と
と
し
て
定
義
さ
れ
、こ
れ
は
凍
結
現

象
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
進
行
し
て
い
く
。
そ
の
観
点
か
ら
、現
地
サ
ン
プ
ル
は
あ
る

程
度
の
凍
害
劣
化
を
既
に
受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

 （
3
）
秋
保
石
外
装
材
の
劣
化
の
主
な
要
因
に
関
す
る
考
察

　

耐
酸
性
試
験
お
よ
び
凍
結
融
解
試
験
結
果
か
ら
、健
全
材
と
比
較
し
て
現
地
で
取
得
し
た

サ
ン
プ
ル
は
劣
化
状
態
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。周
辺
環
境
の
状
態
か
ら
、自
動
車
の

排
気
ガ
ス
や
過
去
の
酸
性
雨
に
よ
る
酸
劣
化
の
可
能
性
と
共
に
、凍
結
融
解
作
用
に
よ
る
劣
化

の
可
能
性
が
あ
る
。凍
結
融
解
作
用
は
基
本
的
に
は
水
分
が
多
い
環
境
、も
し
く
は
含
水
し
て

い
る
材
料
で
発
生
す
る
劣
化
で
あ
り
、含
水
状
態
が
継
続
的
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で
重
篤
化

し
や
す
い
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
で
は
浸
透
し
た
雨
水
な
ど
が
最
終
的
に
集
中
す
る
隅
角
部

に
お
い
て
劣
化
に
よ
る
欠
け
や
剥
落
な
ど
が
発
生
す
る
。
礼
拝
堂
の
状
況
か
ら
考
察
す
る
と
、

外
装
表
面
に
塗
ら
れ
た
塗
材
が
劣
化
し
て
ひ
び
割
れ
、ひ
び
割
れ
か
ら
塗
材
と
秋
保
石
外
壁
の

境
界
部
に
雨
水
が
浸
入
し
、浸
入
し
た
雨
水
は
塗
材
が
残
存
し
て
い
る
箇
所
で
は
蒸
発
せ
ず
残

留
し
、凍
結
劣
化
や
コ
ケ
類
の
繁
殖
を
助
長
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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図4-34  使用した凍結融解試験機

図4-35  耐酸性試験における質量変化率

図4-36  凍結融解試験における相対動弾性係数の変化

図4-37  凍結融解試験における質量変化率

き
る
が
、装
飾
な
ど
の
突
起
部
に
は
劣
化
が
集
中
す
る
可
能
性
が
あ
り
、装
飾
の
保
護
や
表

層
の
欠
損・
剥
落
を
防
止
す
る
観
点
で
、何
ら
か
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
よ

り
、今
後
の
保
存
に
つ
い
て
ま
ず
優
先
す
べ
き
は
、各
種
劣
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
劣
化
し
た

表
面
保
護
塗
材
へ
の
対
応
と
考
え
ら
れ
る
。
手
法
と
し
て
は
、保
護
材
の
再
塗
布
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、南
側
外
壁
付
近
で
外
装
表
面
の
剥
落
が
見
ら
れ
る
た
め
、部
分
補
修
な
ど
も
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、保
護
材
は
紫
外
線
な
ど
に
よ
り
劣
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
た

め
、劣
化
の
診
断
と
塗
り
直
し
を
定
期
的
に
行
え
る
よ
う
な
補
修
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

4 

今
後
の
補
修・
保
存
に
関
す
る
提
案

　

調
査
の
結
果
か
ら
、秋
保
石
外
装
材
は
強
度
的
な
劣
化
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、凍
結
に
よ

る
劣
化
と
思
わ
れ
る
状
況
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、水
分
が
多
く
湿

度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
環
境
で
は
、コ
ケ
類
の
発
生
や
汚
れ
の
発
生
が
著
し
い
状
況
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
劣
化
に
は
過
去
に
塗
布
さ
れ
た
表
面
保
護
の
た
め
の
塗
材
の
劣
化
に

よ
る
水
分
環
境
の
悪
化
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
な
お
、強
度
的

な
劣
化
が
大
き
く
な
い
点
か
ら
、劣
化
は
表
層
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
予
想
す
る
こ
と
が
で
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(当初図面を基に作成)

0 1 2 5(m)

0 1 2 5(m)0 1 2 5(m)

7  ［現況］北立面図

8  ［現況］南立面図

北立面図
(当初図面を基に作成)

南立面図
(当初図面を基に作成)

0 1 2 5(m)

0 1 2 5(m)0 1 2 5(m)

北立面図
(当初図面を基に作成)

南立面図
(当初図面を基に作成)

0 1 2 5(m)

0 1 2 5(m)0 1 2 5(m)
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11  北面13  東バルコニーより講壇を見る

12  秋保石詳細（南面付柱）14  交差部より後方を見る
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18  後方バルコニー席 17  東翼廊部

19  階段室 16  祭壇・ステンドグラス

15  講堂側壁
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21  把手24  東北学院大学土樋キャンパス 配置計画図（マスタープラン, 1925頃）［整理番号：大須賀01-002］

23  座席前方手摺・パネル25  試案（1階平面図・バルコニー階平面図 , 1926 .2 .25）［整理番号：大須賀02-001］

20  ドアクローザー

22  側窓開閉装置
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26  試案（地階平面図・立面図・断面図 , 1926 .2 .25）［整理番号：大須賀02-002］

27  試案（着色透視図 , 1926 .3 .4）［整理番号：施設 -図面類02-001］29  配置図②（1930 .10 .27）［整理番号：大須賀02-003］

28  配置図①（1930 .10 .23）［整理番号：大須賀02-004］
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30  1階平面図（1930 .9 .15）［整理番号：大須賀02-005］

31  地階平面図・バルコニー階平面図（1930 .9 .15）［整理番号：大須賀02-006］33  西立面図（1930 .9 .20）［整理番号：大須賀02-008］

32  東立面図（1930 .9 .9）［整理番号：大須賀02-007］
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34  南立面図・東西（前方部）断面図（1930 .9 .9）［整理番号：大須賀02-009］

35  北立面図・東西（後方部）断面図（1930 .9 .9）［整理番号：大須賀02-010］37  屋階平面図・ルーフドレイン詳細図（1930 .8 .1）［整理番号：大須賀02-012］

36  南北断面図・部分詳細図（1930 .9 .9）［整理番号：大須賀02-011］
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38  身廊断面詳細図・内外壁詳細図（1930 .9 .29）［整理番号：大須賀02-013］

39  翼廊断面詳細図・内外壁詳細図（1930 .9 .29）［整理番号：大須賀02-014］41  窓廻り詳細図・窓明細表②（1930 .9 .29）［整理番号：大須賀02-016］

40  窓廻り詳細図・窓明細表①（1930 .9 .29）［整理番号：大須賀02-015］
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42  祭壇上部窓（ステンドグラス）方立詳細図（1930 .9 .29）［整理番号：大須賀02-017］

43  祭壇後壁詳細図（1931 .2 .18）［整理番号：大須賀02-018］45  祭壇上部窓（ステンドグラス）保護網戸詳細図（作成年月日不詳）［整理番号：大須賀02-020］

44  祭壇上部窓（ステンドグラス）割付図・押え桟詳細図（1931 .2 .24）［整理番号：大須賀02-019］
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46  木製建具（ドア）詳細図・扉明細表（1930 .9 .20）［整理番号：大須賀02-021］

47  木製建具（ドア）枠詳細図・扉明細表（1931 .1 .29）［整理番号：大須賀02-022］49  祭壇詳細図①（1930 .10 .4）［整理番号：大須賀02-025］

48  説教台 (右 )詳細図・読書台 (左 )詳細図・座席及び手摺詳細図（1930 .10 .4）［整理番号：大須賀02-023］
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50  便所詳細図（1930 .11 .4）［整理番号：大須賀02-026］

51  オルガン室詳細図（1930 .9 .29）［整理番号：大須賀02-027］53  玄関詳細図（1930 .10 .11）［整理番号：大須賀02-029］

52  パイプオルガン配管図（作成年月日不詳）［整理番号：大須賀02-028］
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54  玄関階段訂正図（1930 .12 .27）［整理番号：大須賀02-030］

55  玄関訂正詳細図（1930 .12 .27）［整理番号：大須賀02-031］57  北西階段室詳細図（1930 .10 .21）［整理番号：大須賀02-033］

56  渡廊下詳細図（1930 .11 .10）［整理番号：大須賀02-032］
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58  翼廊バルコニー詳細図・講壇上部アーチ断面図（1931 .3 .24）［整理番号：大須賀02-034］

59  北西階段室・パイプオルガン配管詳細図（1931 .4 .18）［整理番号：大須賀02-035］

60  地階折戸詳細図（1931 .5 .13）［整理番号：大須賀02-036］

61  座席・手摺原寸図（1931 .2 .7）［整理番号：大須賀02-038］
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62  洗礼盤詳細図（1931 .12 .5）［整理番号：大須賀02-039］64  説教台詳細図（1931 .2 .16）［整理番号：大須賀02-041］

63  座席端ラジエーターボックス原寸図（作成年月日不詳）［整理番号：大須賀02-040］65  説教台スタンド詳細図（1931 .6 .9）［整理番号：大須賀02-042］
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66  説教台前面パネル原寸図（1931 .2 .17）［整理番号：大須賀02-043］68  読書台スタンド詳細図（1931 .6 .29）［整理番号：大須賀02-045］

67  祭壇詳細図②（作成年月日欠損）［整理番号：大須賀02-044］69  窓下ラジエーターボックス詳細図（1931 .7 .25）［整理番号：大須賀02-046］
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70  基礎伏図・基礎詳細図（1930 .8）［整理番号：大須賀02-047］72  バルコニー階床伏図・梁配筋表・バルコニー断面詳細図（1930 .8）［整理番号：大須賀02-049］

71  1階床伏図・梁配筋表・スラブ配筋表（1930 .8）［整理番号：大須賀02-048］73  屋根伏図・鉄骨小屋組詳細図・スラブ配筋表（1930 .8 .30）［整理番号：大須賀02-050］
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74  屋根伏図・梁詳細図・スラブ配筋表（1930 .9 .9）［整理番号：大須賀02-051］76  柱詳細図（1930 .8）［整理番号：大須賀02-053］

75  鉄骨フレーム詳細図（1930 .9 .16）［整理番号：大須賀02-052］77  1階床梁詳細図（1930 .9 .23）［整理番号：大須賀02-054］
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78  バルコニー階床梁詳細図・小屋梁詳細図（1930 .10 .14）［整理番号：大須賀02-055］80  階段室構造詳細図②（1930 .10 .10）［整理番号：大須賀02-057］

79  階段室構造詳細図①（1930 .10 .7）［整理番号：大須賀02-056］81  配筋部分詳細図（1930 .12 .12）［整理番号：大須賀02-058］
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82  石厚詳細図（1930 .12 .29）［整理番号：大須賀02-059］84  翼廊バルコニー手摺（梁）原寸図（1931 .1 .22）［整理番号：大須賀02-061］

83  身廊バルコニー手摺（梁）原寸図（1930 .12 .17）［整理番号：大須賀02-060］85  天井吊り照明取付詳細図（1931 .6 .6）［整理番号：大須賀02-062］
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87  玄関扉上部繰型原寸図（1931 .2 .25）［整理番号：大須賀02-065］］

86  下駄箱詳細図・傘立て詳細図（1931 .1 .17）［整理番号：大須賀02-064］88  玄関上部パネル（彫刻）原寸図（1931 .2 .25）［整理番号：大須賀02-066］

89  玄関上部スパンドレル原寸図（1931 .2 .25）［整理番号：大須賀02-067］
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91  外壁付柱等原寸図（1931 .2 .25）［整理番号：大須賀02-069］

90  パラペット笠石原寸図（1931 .2 .25）［整理番号：大須賀02-068］92  北面外壁上部彫刻及びパラペット詳細図（1931 .2 .25）［整理番号：大須賀02-070］

93  窓姿図（1931 .3 .25）［整理番号：大須賀02-071］
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94  バルコニー前面手摺詳細図（［1931 .］7 .28）［整理番号：大須賀02-074］

95  講壇アーチ付柱及び彫刻詳細図［1931 .］7 .28）［整理番号：大須賀02-075］97  身廊天井梁型パネル（彫刻）原寸図（［1931 .］8 .10）［整理番号：大須賀02-075］

96  翼廊付柱詳細図・玄関ホール付柱詳細図（［1931 .］8 .1）［整理番号：大須賀02-076］
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98  講壇椅子詳細図（1932 .1 .13）［整理番号：大須賀02-078］

99  講壇及びオルガン前ラジエーターボックス詳細図（1932 .1 .21）［整理番号：大須賀02-079］101  地階暖房用鉄管壁貫通部詳細図（1931.4.10発行）［整理番号：施設 -図面類02-013］

100  窓詳細図（TYPE“c”“f”“g”“h”）（1931.4.15発行）［整理番号：施設 -図面類02-009］
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102  東北学院礼拝堂新築設計 強度計算書（1930 .8）［整理番号：施設 -図面類02-002］

（1）（5）

（3）（7）

（2）（6）

（4）（8）
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（9）（13）

（11）（15）

（10）（14）

（12）（16）
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（17）（21）

（19）（23）

（18）（22）

（20）（24）
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（25）（29）

（27）

（31）

（26）（30）

（28）

（32）
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104  1930年5月13日 J.H.モーガンからD.B.シュネーダーへ ［整理番号：施設 -文書類02-19300513］
  〈礼拝堂の設計を受諾する。〉

103  Jay H.モーガン建築事務所の封筒

105  1930年6月3日 J.H.モーガンからD.B.シュネーダーへ ［整理番号：施設 -文書類02-19300603］
  〈モーガンは礼拝堂を楕円形で計画したが、コストとの兼ね合いでラテン十字形に行き着く。〉

（1）

（表面）

（裏面）

（2）
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106  SPECIFICATION FOR A CHAPEL BUILDINGS TO BE ERECTED FOR TOHOKU GAKUIN COLLEGE（一部のみ掲載）

（1）（3-A)

（1-A）（5-A)

（2）（4-A)

（2-A）（6-A)
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（7-A）（11-B）

（9-B）（13-B）

（8-B）（12-B）

（10-B）（14-B）
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108  1930年10月18日 J.H.モーガンからD.B.シュネーダーへ ［整理番号：施設 -文書類02-19301018］
  〈礼拝堂の見積結果に対するモーガンの意見（石井組との契約を勧める）〉

107  1930年10月15日　J.H.モーガンからD.B.シュネーダーへ ［整理番号：施設 -文書類02-19301015］
  〈礼拝堂の建設費用に対する建設会社8社からの見積一覧〉
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109  1930年11月1日 建設許可申請書［整理番号：施設 -文書類02-19301101］

（附仕様書 -1）（附仕様書 -2）

（申請書）

（附仕様書 -5）（附仕様書 -6）

（附仕様書 -3）（附仕様書 -4）
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（附仕様書 -9）

（附仕様書 -7）（附仕様書 -8）

110  ステンドグラスに関するSingleton, Benda社とモーガンとの往復書簡［整理番号：施設 -文書類02-19310701］
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112  東北学院高等学部 本館・正門・礼拝堂（1934年 , 東北学院史資料センター所蔵）113  Tohoku Gakuin Chapel (North Japan Colledge) under Construction（2枚組 , ランカスター神学校所蔵）

111  南六軒丁通りから本館・礼拝堂を望む（昭和7年頃 , ランカスター神学校所蔵）
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116  “The Outlook of Missions”(1932 .5 )に掲載された礼拝堂献堂式の様子

114  工事中の礼拝堂外部 （1931年頃 , 東北学院史資料センター所蔵）

115  工事中の礼拝堂内部 （1931年頃 , 東北学院史資料センター所蔵）
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117  「東北学院日本基督教会 礼拝堂落成式記念 昭和7年3月19日」（写真帖）より

（1）（3）

（2）（4）
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118  「1932年3月19日 東北学院礼拝堂 献堂式記念絵はがき」より120  戦時中の礼拝堂：隠されたステンドグラス（1942-43頃、東北学院史資料センター所蔵）

119  創立50周年記念式典の様子 （1936 .5 , 東北学院史資料センター所蔵）

（1）

（2）
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